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Ⅱ 教育課程編成の基本方針と基本構造 
                                                                    
  １ 教育課程編成の基本方針 

   本校は，肢体不自由者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校である。本校の児童生徒は，隣接す

るやまびこ医療福祉センター及び自宅から通学してきたり，やまびこ医療福祉センターで訪問教育を受けた

りしている。肢体不自由のため身体の動きに困難があることや，健康・安全面においてきめ細やかな配慮を必

要とすることなど，様々な制限がある中で学習や生活をしている。 

    このような児童生徒にとっての「生きる力」とは，「健康を保持増進する力」，「周りの人やものに興味・

関心をもち，働き掛けようとする力」，「自分のもっている力を発揮して表現したり，理解したりする力」，

「生活を楽しもうとする力」であると捉え，これらの「生きる力」を育むために，以下の基本方針に基づいて

教育課程を編成する。 

    (1) 教育目標を達成するために，教育課程の基準及び学習指導要領（平成29年４月告示）の改訂の趣旨を踏

まえ，教育課程に関する法令及び特別支援学校小学部・中学部学習指導要領に基づいて編成する。                 

    (2) 児童生徒の障害の重度・重複化及び多様化する実態等を的確に把握し，児童生徒一人一人の「生きる力」

を育むための教育課程を編成する。 

  (3) 継続性，系統性，発展性のある，小学部・中学部一貫した教育課程を編成する。 

    (4)  多様化する児童生徒一人一人の実態や教育的ニーズに応じた指導内容，指導方法が選定・設定できるよ

うに，弾力的できめ細やかな教育課程を編成する。 

 

  ２ 本校の教育課程 

      教育課程の基本方針に基づき，次の三つの教育課程を編成する。 
Ⅰ課程 知的教科代替の教育課程 
Ⅱ課程 自立活動を主とした教育課程 
Ⅲ課程 訪問教育の教育課程 

 

  ３ 教育課程の基本構造 

      ５，６ページに掲載 

 

  ４ 各教科等の基本的な考え方 

    (1)  各教科 

       ア 指導内容については，学習指導要領の示す各教科の内容を踏まえ，基礎的・基本的な事項を重視する

とともに，一人一人の児童生徒の実態及び教育的ニーズ等を考慮して選択し，組織する。 

イ 指導に当たっては，日常生活の指導や生活単元学習との関連を図りながら，児童生徒の生活に即した

内容を系統的，発展的に指導する。また，児童生徒の実態から，特に自立活動との関連を重視し，指導

内容を適切に精選するとともに，指導体制の工夫や補助具等の活用を図りながら効果的に指導してい

く。 

ウ Ⅰ課程においては，教科別の指導として「国語」，「算数／数学」，「音楽」，「図工／美術」，「体

育／保健体育」を設定する。小学部の生活科，中学部の社会，理科，職業・家庭については各教科等を

合わせた指導の中で取り扱う。 

    エ Ⅱ課程においては，教科別の指導として「音楽」，「体育／保健体育」を設定する。また，児童生徒

の実態に応じて「国語」，「算数／数学」，「図工／美術」を設定することができる。教科別の指導と

して設定していない教科の内容は各教科等を合わせた指導の中で取り扱う。 

    (2) 特別の教科 道徳 

        教育活動全体を通して行い，具体的な場で深化が図られるようにする。 

    (3) 特別活動 

      ア 学級活動 

     「学級や学校における生活づくりへの参画」や「一人一人のキャリア形成と自己実現」として取り組む

係活動や「日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」として学校生活全体を通して取り組

む学習活動を通して，充実した学校生活が送れるようにする。 

      イ 児童生徒会活動 
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          「異年齢集団による交流」と「学校行事への協力」の内容を中心に取り扱い，楽しんで参加できる児童

生徒会活動を行うようにする。 

      ウ 学校行事 

     生活経験を拡大し，社会性を高められるように，児童生徒の実態に即した集団活動や体験学習を設定

し，児童生徒が主体的に参加できるような創意工夫を凝らした学校行事を行うようにする。 

      エ クラブ活動【小学部Ⅰ課程】 

     クラブ活動の時間は設定せず，クラブ活動の目標や内容については総合的な学習や生活単元学習で取

り扱うようにする。 

   (4) 自立活動 

自立活動は，障害による学習上又は生活上の困難を改善し，自立し社会参加する資質を養うため，教育

活動全体を通して適切に行う。指導に当たっては児童生徒一人一人の発達段階や実態に基づき，個別の指

導計画を作成して，系統的・段階的な指導を行うようにする。また，児童生徒の実態に応じ，適切に各教

科等の内容と関連させて指導に当たる。また，すべての課程において「時間における指導」を設定する。 

(5) 各教科等を合わせた指導 

     各教科等を合わせた指導の形態として『日常生活の指導』，『生活単元学習』を設定する。その中で，

児童生徒の実態，取り巻く環境等を把握し，日々の生活と結び付くあるいは将来の生活を見通した内容を

取り入れるようにする。 

     ア  日常生活の指導 

日常生活の指導は，児童生徒の日常生活が充実し，高まるように日常の諸活動を適切に指導するもの

である。日常生活や社会生活において必要で基本的な内容であることから，一人一人の実態に即して段

階的な指導を行う。 

    イ  生活単元学習 

生活単元学習は，児童生徒が生活上の目標を達成したり，課題を解決したりするために，一連の活動

を組織的に経験することにより，自立的な生活に必要な事柄を実際的・総合的に学習するものである。

本学習を通して児童生徒の現在から将来の生活において必要な知識や技能，集団参加の望ましい態度を

身に付け，自主的・意欲的に生きていく力を育てることをねらう。 

   (6)  総合的な学習の時間【Ⅰ課程】 

   ア 総合的な学習の時間の目標を踏まえ，探究活動等に主体的，創造的，協同的に取り組ことができるよ

うに計画・実践する。 

   イ 本校独自のねらいとして，より生活を楽しむための体験の中で児童生徒の実態に応じて「人とのかか

わりを深めたり広げたりする」，「生活に生かす力を身に付けることや将来の余暇活動につながる経験

をする」活動ができるように計画・実践する。 

 

  ５ 教育課程実施上の配慮事項 

(1) 学習指導要領が示す各教科等の目標や内容を踏まえ，児童生徒の実態に応じて適切に各教科等の内容を

取り扱うように努める。 

(2) 各教科等の指導に当たっては，該当する教育課程の類型の内容を基に「個別の指導計画」を作成する。 

(3) 個別の指導計画の作成に当たっては，「個別の教育支援計画」と関連付けるとともに，個々の実態や教

育的ニーズ等を踏まえて目標や内容を設定する。特に，これまでの学習の経験や生活年齢等を考慮しなが

ら適切に設定する。また，児童生徒の実態等を考慮し，各教科等の年間指導計画に記載されていない内容

を取り入れることができることとする。 

(4) 各教科等の指導に当たっては，個別の指導計画の目標を基に，単元・題材ごとに具体的な目標を設定し，

教科別の指導や各教科等を合わせた指導の中で各教科等の内容の重点化を図りながら行うようにする。 

※ 各教科等の指導計画（参考資料参照） 

(5)  感染症への対応に配慮しながら，児童生徒の実態に応じた指導内容や方法，指導の形態等を工夫して指

導を行うようにする。 

(6)  教材・教具の研究開発に努め，児童生徒の実態合った効果的な指導を行うようにする。 

(7) 体験的な活動を通して表現する意欲を高めるとともに，児童生徒の言語の発達や身体の動きに応じて，

自分の考えたことや感じたことを表現する力を育成する。 
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【教育課程の基本構造】

Ⅰ 課 程

知的教科代替の教育課程

学 校 教 育 目 標

各 教 科 特別の教科道徳 特 別 活 動 自 立 活 動 総合的な学習の時間(中)

各教科等を合わせた指導 教科別の指導

日 生 (小) 国語 算数 特 自

常 活 体育 音楽 図画工作 別 立

生 単 活 活

活 元 (中) 国語 数学 動 動

の 学 保健体育 音楽 美術

指 習

導

Ⅱ 課 程

自立活動を主とした教育課程

学 校 教 育 目 標

各教科 特別の教科道徳 特別活動 自立活動

各教科等を合わせた指導 教科別の指導

日 生 音 体 特 自
常 活 育 別 立
生 単 ・ 活 活
活 元 楽 保 動 動
の 学 健
指 習 体
導 育
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Ⅲ 課 程

訪問教育の教育課程

学 校 教 育 目 標

各教科 特別の教科道徳 特別活動 自立活動

各教科等を合わせた指導

か お つ 絵 感 特 自

ら と く 別 立

だ ・ る 本 覚 活 活

・ リ 動 動

う ズ

ご ム

き
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時間割Ⅲ
１ 基本枠

(1) 小学部

１年（２５時間） ２年（２６時間） ３年（２８時間）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

１ １ １

２ ２ ２

３ ３ ３

４ ４ ４

５ ５ ５

６ ６

４年（２９時間） ５年（２９時間） ６年（２９時間）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

１ １ １

２ ２ ２

３ ３ ３

４ ４ ４

５ ５ ５

６ ６ ６

(2) 中学部
１～３年（３２ ５時間）．

月 火 水 木 金

１

※ 実際の授業時数については，教育課程における授業

， ， ，２ 時数を基本にしながら 主治医 学校医の判断を基に

児童生徒の体力，健康状態に配慮して設定する。

３

４

0.7×5給食

５

６
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２ 時間割〔Ⅰ課程〕

(1) 小学部

１年（25時間） ２年（26時間） ３年（28時間）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導

２ 国語 生単 算数 生単 生単 ２ 国語 生単 算数 生単 生単 ２ 国語 生単 算数 生単 生単

３ 特活 体育 図工 音楽 国語 ３ 特活 体育 図工 音楽 国語 ３ 特活 体育 図工 音楽 国語

４ 自立活動 ４ 自立活動 ４ 自立活動

５ 生活単元学習 ５ 生単 生単 生単 生単 算数 ５ 生単 生単 生単 生単 算数

自活 (0.5) 自活 (0.5)自活(0.5)
６ ６

日生 (0.5) 日生 (0.5)日生(0.5)

４年（29時間） ５年（29時間） ６年（29時間）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導

２ 国語 生単 算数 生単 生単 ２ 国語 生単 算数 生単 生単 ２ 国語 生単 算数 生単 生単

３ 特活 体育 図工 音楽 国語 ３ 特活 体育 図工 音楽 国語 ３ 特活 体育 図工 音楽 国語

４ 自立活動 ４ 自立活動 ４ 自立活動

５ 生単 生単 生単 生単 算数 ５ 生単 生単 生単 生単 算数 ５ 生単 生単 生単 生単 算数

自活（0.5） 自活（0.5） 自活（0.5）
６ ６ ６

日生（0.5） 日生（0.5） 日生（0.5）

(2) 中学部
１～３年（32.5時間）

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２ 自立活動

３ 特活 体育 生単 音楽 生単

４ 自活 数学 自活 生単

自立活動（0.7×5）

５ 総合 国語 美術 国語 数学

自活（0.75）
６

日生（0.25）

※ 実際の授業時数については，教育課程における授業
時数を基本にしながら，主治医，学校医の判断を基に，
児童生徒の体力，健康状態に配慮して設定する。
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３ 時間割基本枠〔Ⅱ課程〕

(1) 小学部

１年（25時間） ２年（26時間） ３年（28時間）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導

２ 自立活動 ２ 自立活動 ２ 自立活動

３ 特活 体育 生単 音楽 生単 ３ 特活 体育 生単 音楽 生単 ３ 特活 体育 生単 音楽 生単

４ 生活単元学習 ４ 生活単元学習 ４ 生活単元学習

５ 自立活動 ５ 自立活動 ５ 自立活動

６ ６
日生 (0.5) 日生 (0.5)日生(0.5)

４年（29時間） ５年（29時間） ６年（29時間）

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導 １ 日常生活の指導

２ 自立活動 ２ 自立活動 ２ 自立活動

３ 特活 体育 生単 音楽 生単 ３ 特活 体育 生単 音楽 生単 ３ 特活 体育 生単 音楽 生単

４ 生活単元学習 ４ 生活単元学習 ４ 生活単元学習

５ 自立活動 ５ 自立活動 ５ 自立活動

６ ６ ６
日生（0.5） 日生（0.5） 日生（0.5）

(2) 中学部
１～３年（32.5時間）

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２ 自立活動

３ 特活 体育 生単 音楽 生単

４ 自立活動

自立活動（0.7×5）

５ 生活単元学習

自活（0.75）
６

日生（0.25）

※ 実際の授業時数については，教育課程における授業
， ， ，時数を基本にしながら 主治医 学校医の判断を基に

児童生徒の体力，健康状態に配慮して設定する。
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学　部 学　年 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
1年 16 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 17 199
２年 17 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 17 200

小学部 ３年 17 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 17 200
４年 17 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 17 200
５年 17 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 17 200
６年 17 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 12 195
１年 16 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 17 199

中学部 ２年 17 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 17 200
３年 17 19 22 13 0 20 20 20 17 16 19 12 195

学　部 学　年 日 月 火 水 木 金 土 合計
１年 0 37 40 40 40 41 1 199
２年 0 37 40 41 40 41 1 200

小学部 ３年 0 37 40 41 40 41 1 200
４年 0 37 40 41 40 41 1 200
５年 0 37 40 41 40 41 1 200
６年 0 36 40 40 39 39 1 195
１年 0 37 40 40 40 41 1 199

中学部 ２年 0 37 40 41 40 41 1 200
３年 0 36 40 40 39 39 1 195

学部 学年 日 月 火 水 木 金 土 合計
１年 0 5 5 5 5 5 0 25
２年 0 5 5 6 5 5 0 26

小学部 ３年 0 6 6 5 6 5 0 28
４年 0 6 6 6 6 5 0 29
５年 0 6 6 6 6 5 0 29
６年 0 6 6 6 6 5 0 29

中学部 １～３年 0 6.7 6.7 6.7 6.7 5.7 0 32.5

学部 学年
１年
２年

小学部 ３年
４年
５年
６年
１年

中学部 ２年
３年

Ⅳ　授業時数算定の詳細

1　年間授業日数
備　　考

２　曜日別年間授業日数
備　　　　　考

10/15(土)学習発表会

３　曜日別授業時数

４　曜日別年間授業可能時数
日 月 火 水 木 金 土 Ａ　合　計
0 185 200 200 200 205 0 990
0 185 200 246 200 205 0 1036
0 222 240 205 240 205 0 1112
0 222 240 246 240 205 0 1153
0 222 240 246 240 205 0 1153
0 216 240 240 234 195 0 1125

233.7 0 1292.3
0 247.9 268 268 268 233.7 0 1285.6
0 247.9 268 274.7 268

0 1260.80 241.2 268 268 261.3 222.3
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 1 2 3 4 5 6
2 3 3 3 3  3.7 3.7

2 3 3 3 3 3 3.7 3.7 3.7
2 2 3 3 3 3 3 3 3
2 2 2 2 2 2 2.7 2.7 2.7
1 1 2 2 2 2 2 2 2
1 2 1 2 2 2 2.7 2.7 2.7
2 3 2 3 3 3 3.7 3.7 3.7
2 3 2 3 3 3 3.7 3.7 3.7

1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 2 2 2 2 2.7 2.7 2.7
2 2 2 2 2 2 2.7 2.7 2.7
2 2 3 3 3 3 3.7 3.7 3.7
1 1 1 1 1 1 1 1 1
2 2 3 3 3 3 3.7 3.7 3.7
1 1 1 1 1 1.7 1.7
22 28 31 34 34 33 38 41.7 40

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 1 2 3 4 5 6
1 1 1 1 1 1 1 ○

1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○
2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○

儀　式 2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○
1 1 1 1 1 1 1 ○
1 1 1 1 1 1 1 ○
2 2 2 2 2 2 2 2 2 ○ ○

3 3 3 3 3 3 3 3 3 ○ ○ ○

3 3 3 3 3 3 3 3 3
0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
3 3 3 3 3 3 3 3 3 ○ ○ ○
1 1 1 1 1 1 1 1 1 ○

21 22 22 22 22 20 21 22 20

遠　足
集　団
宿　泊

健　康
安　全
体　育

５　学校行事等（下校時刻の変更）により欠課となる時数

学　校　行　事　等
小　　学　　部 中　学　部 校　時　表

新任式 始業式（４／６）
入学式（４／７）
午前授業（4/８，１１）
家庭訪問・個人面談会（５／１３）

運動会予行（６／２）
運動会（６／８）
終業式（７／20）
始業式（9／１）
修学旅行休養措置
学習発表会予行（１０／７）
学習発表会（１０／１５）
終業式（12／23）
始業式（１／１0）
個人面談会（１／２０）
卒業式（３／1６）
修了式・離任式（３／2４）

D  合　　　計

６　学校行事等時数（授業時数にカウントしない行事）

内　容 学校行事名
小　　学　　部 中　学　部 校　時　表

新任式 始業式
入学式
始業式（２・３学期）

終業式（１・２学期）

修了式
離任式
卒業式

文　化
学習発表会

身体計測（１・２・３学期）

内科検診
耳鼻科検診
歯科検診
眼科検診
運動会
避難訓練（１学期）

B  合　　　計

児　童
生徒会
行　事

勤　労
生　産
奉　仕
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

0 0 0 0 0 0 0 0 0

１年
２年
３年
４年
５年
６年
１年
２年
３年

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

儀式的 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2

10 3 3 3 3 3 3 3 3 3

健康安全
体育的 6 3 3 3 3 3 3 3 3 3

学期
１回 3 3 3 3 3 3 3 3 3

7 2 2 2 2 2 2 2 2 2

10 2 2 2 2 2 2

12 2 2 2 2 2 2 2 2 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1

５，６

６,７,９

その他 ６，１０

９，１０

3 2 2

文化的

７　臨時休業による欠課時数

理　　由（期　日）
小　　学　　部 中　学　部 備　　考

Ｃ　合　　　計

８　令和４年度　年間授業時数見込み

学　部・学　年
Ａ Ｂ Ｃ　※ Ｄ Ａ－Ｂ－Ｄ

総授業時数 予備時数
授業可能時数 学校行事時数 臨時休業 授業時数減 実質授業時数

小学部

990 21 0 22 947

1112 22 0 31

1125 20 0 33 1072

850 97
1036 22 0 28 986 910 76

79
1153 22 0 34 1097 1015 82

0 34 1097 1015

1059 980

82
1015 57

1153 22

中学部
1285.6 21 0 38 1226.6

1260.8 20 0 40

1137.5 89
1292.3 22 0 41.7 1228.6 1137.5 91

1200.8 1137.5 63

９　他の指導の形態で算定する学校行事等

内容 学校行事等 実施月
小　学　部 中　学　部 換算する指導の形態

課程１ 課程２

交流

鹿養訪問教育学級
合同学習

河頭中交流

学習発表会予行練習 生活単元学習 生活単元学習

運動会予行練習 生活単元学習 生活単元学習

東条設計との交流

皆与志小交流

生活単元学習 生活単元学習

生活単元学習 生活単元学習

生活単元学習 生活単元学習

プール学習 ※　係の計画による 体育／生単／自活 体育／生単／自活

校外学習 ※　係の計画による 生活単元学習 生活単元学習

卒業式予行練習 生活単元学習 生活単元学習

(芸術鑑賞会） 生活単元学習 生活単元学習

生活単元学習 生活単元学習

ＡＬＴとの交流 生活単元学習 生活単元学習

運動会練習 ※　係の計画による 体育 体育

　　　　　　

卒業式練習 生活単元学習 生活単元学習

生活単元学習 生活単元学習発表会練習 ※　係，学級の計画による
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Ⅴ 令和４年度 校時表

月 火 水 木 金時刻 曜日

勤 務 開 始8:30

5 職員朝会 学部打合せ 学部打合せ 学部打合せ 学部打合せ8:45～ 8:50

8:55～ 9:00 5 準 備 ・ 児 童 生 徒 登 校

１ 校 時9:00～ 9:45 45

9:45～ 9:50 5 準 備

２ 校 時9:50～10:35 45

10:35～10:40 5 準 備

３ 校 時10:40～11:25 45

11:25～11:30 5 準 備

４ 校 時11:30～12:15 45

～12:45 30 自 立 活 動 （中0.7）12:15

～13:30 45 昼 休 み （ 休 憩 ）12:45

５ 校 時13:30～14:15 45

14:15～14:20 5 準 備

６ 校 時14:20～15:05 45

～15:10 5 児 童 生 徒 下 校15:05

15:10～16:00 50 準 備 ・ 清 掃 等

○運営委員会 ○職員会議 ○職員研修 ○学部会
～16:50 5016:00

○クラス研修 ○係会等 ○教材研究

勤 務 終 了17:00
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Ⅵ 令和４年度 週・月行事表

月 火 水 木 金

安全点検週間
全校集会

(5,6,10,11,
１ 2月)

主事等会 校内清掃
（ ）職員会議 定例

学部会 係会等

２
校内清掃

教材研究

保健衛生日

３
職員研修 校内清掃

クラス研修 学部会
テーマ研修 係会等（ ）

４
校内清掃

運営委員会
教材研究

・ 校内清掃 １５：４０～１５：５０

・ クラス研修（拡大クラス研修 ・教材研究・係会等）

・ 運営委員会・職員会議・学部会・職員研修

・ 実技研修･一般研修･職員作業は，必要に応じて計画する。

・ 主事等会 第１木曜日 １５：３０～１５：５５

※ 会議，研修等の時間は，議題の内容によっては，可能な範囲で時間短縮に心掛け

る。

※ 祝日や他の行事等と重複した際など，基本の週・曜日以外に設定する。
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Ⅶ　令和４年度　年間行事予定

＜４月＞ 日数（１６日／１７日） ＜５月＞ 日数（１９日）

日 曜 学校行事等 係会・会議等 月 曜 学校行事等 係会・会議等

1 金 1 日

2 土 2 月 主事等会　学部会

3 日 3 火

4 月 4 水

5 火 5 木

6 水 〈午前〉新任式・始業式
分掌係会①
給食指導担当打合会 6 金 視力・聴力検査 校内清掃　運営委員会③

7 木 〈午前〉入学式
新任者説明会②
職員研修（実態と配慮事項） 7 土

8 金 〈午前〉身体計測　給食開始 分掌係会② 8 日

9 土 9 月
いじめ問題を考える週間(～１
３)
全校集会

安全点検週間（～１３）

10 日 10 火 検尿２次(～１１)

11 月 〈午前〉
分掌係会③
心臓検診(午前 職員) 11 水 職員会議③

12 火 保健衛生日　歯科検診 新任者説明会③ 12 木

13 水
訪問教育学級打合会
運営委員会② 13 金 〈午前〉家庭訪問・個人面談会 校内清掃　係会等

14 木 内科検診　運動会事前健康相談
医療的ケア委員会
衛生委員会 14 土

15 金
校内清掃　胃がん検診
職員会議② 15 日

16 土 16 月

17 日 17 火 保健衛生日

18 月 研究推進委員会 18 水 眼科検診 クラス研修

19 火 19 木 職員研修(地震避難訓練)

20 水 検尿１次(～２２) 職員研修(緊急時対応) 20 金 校内清掃　教材研究

21 木
採血(ＨＢｓ検査)，胸部検診
学部会 21 土

22 金 校内清掃　教材研究 22 日

23 土 23 月 職員研修(テーマ)

24 日 24 火

25 月 職員研修（テーマ） 25 水 学部会

26 火 授業参観 ＰＴＡ総会 26 木 学校プール管理委員会

27 水 クラス研修 27 金 校内清掃　係会等

28 木
学校やまびこ連携委員
会

28 土

29 金 29 日

30 土 30 月

31 火

令和４年３月８日現在

憲法記念日

みどりの日

運営委員会　新年度準備

職員会議（校務分掌）　新任者説明会①
新旧担任引継会　校務分掌引継　安全点検週間(～

備　考 備　考

校長会(１１，１２)
校長会広報常任部会(１２，２２)
県立学校事務長会(２２)
県特研第1回事務局会(１４)

昭和の日

九肢研役員会総会(２０日～３０日電子文書決裁)
校長会広報部会(13)，水泳ﾌﾟｰﾙ安全管理講習会
(25)
県立学校学校給食関係者研修会(１０)
第1回進路指導部会(９)，ＳＣ連絡協議会①(１３)
県特研第2回事務局会(６)

県特別支援学校教職員バレーボール大会

新年度の確認（保健衛生,訪問）　学部会
主事等会　新旧担任引継会

こどもの日

- 15 -



＜６月＞ 日数（２２日） ＜７月＞ 日数（１３日）

日 曜 学校行事等 係会・会議等 月 曜 学校行事等 係会・会議等

1 水 〈午前〉合同運動会予行
安全点検週間（～７）
予行反省会 1 金

校内清掃
職員会議⑤

2 木 HBワクチン接種① 2 土

3 金
校内清掃　運営委員会
④

3 日

4 土 4 月 安全点検週間（～８）

5 日 5 火 教育課程反省会

6 月 6 水 河頭中との交流

7 火 職員作業（運動会準備） 7 木
主事等会　学部会
HBワクチン接種②

8 水 〈午前〉合同運動会 学校関係者評価委員会① 8 金 校内清掃　教材研究

9 木 主事等会　学部会 9 土

10 金 職員研修（救命措置） 10 日

11 土 11 月

12 日 12 火 保健衛生日

13 月 全校集会 職員会議④ 13 水 クラス研修

14 火 保健衛生日 14 木 職員健康診断①

15 水 クラス研修 15 金 校内清掃　係会等

16 木 耳鼻科検診 16 土

17 金 校外学習 校内清掃　係会等 17 日

18 土 18 月

19 日 19 火 訪問教育学級終業式

20 月 職員研修(テーマ) 20 水 ＜午前＞終業式 相互監査　職員研修（服務）

21 火 21 木

22 水 22 金

23 木 学部会 23 土

24 金 校内清掃　教材研究 24 日

25 土 25 月

26 日 26 火

27 月 運営委員会⑤　教育課程委員会 27 水

28 火 28 木

29 水 29 金

30 木 職員健康相談① 30 土

31 日

ふれあい活動(～８月１０日)

職員研修(テーマ)　　職員作業(プール清掃)
校務分掌係会（１学期反省）（～２７）

海の日

職員研修(人権同和教育)

校長会広報常任部会(８)

備　考

訪問教育担当者会(2,3)，校長会広報常任部会(２，１
７)
県特支校長会(１６，１７)，全特肢校長会(　)
養護教諭等研修会(22)
保健・保健体育担当者研修会(24)
県特P総会(　)

備　考
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＜８月＞ 日数（０日） ＜９月＞ 日数（20日）

日 曜 学校行事等 係会・会議等 月 曜 学校行事等 係会・会議等

1 月 1 木 ＜午前＞始業式 主事等会　学部会

2 火 2 金 身体計測 校内清掃　係会等

3 水 3 土

4 木 4 日

5 金 5 月 いじめ問題を考える週間(～9)

6 土 6 火

7 日 7 水

8 月 8 木

9 火 9 金 校内清掃　教材研究

10 水 10 土

11 木 11 日

12 金 12 月 職員研修(テーマ)

13 土 13 火 保健衛生日 職員作業(舞台等設営)

14 日 14 水 学部会

15 月 15 木 職員研修(健康管理面)

16 火 16 金 校内清掃　係会等

17 水 17 土

18 木 18 日

19 金 19 月

20 土 20 火

21 日 21 水 クラス研修

22 月 22 木 校内清掃　教材研究

23 火 23 金

24 水 24 土

25 木 25 日

26 金 26 月

27 土 27 火

28 日 28 水

29 月 29 木

30 火 30 金

31 水

備　考

校長会広報常任部会(２，１５)
ＡＬＴとの交流(　　)

敬老の日

秋分の日

備　考

県特研夏季研修会（２日間）

 

ふれあい活動(～２６)

校長会広報常任部会

ＳＣ連絡協議会②  全肢P連北海道大会(web開催)

主事等会　運営委員会⑥

職員会議⑥
保健衛生・安全点検　職員研修　職員作業（新学期準備）

市特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等研修会

学校閉庁日 

県特研夏季研修会（～５）

県特支教頭会
県道徳教育パワーアップ研究協議会

県就学相談・支援担当者研究協議会

授業力向上プログラム授業公開（午前）

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成研修会
未来を拓く鹿児島のシンポジウム

山の日　　　　　リフレッシュウイーク（～１７）

   

学校閉庁日  

学校閉庁日
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日数（２０日） 日数（２０日）

日 曜 学校行事等 係会・会議等 月 曜 学校行事等 係会・会議等

1 土 1 火 安全点検週間（～７）

2 日 2 水

3 月 全校集会 安全点検週間（～７） 3 木

4 火 4 金 校内清掃　学部会

5 水 5 土

6 木 主事等会　学部会 6 日

7 金 〈午前〉学習発表会予行 予行反省会　係会等 7 月 全校集会

8 土 8 火 歯科健康相談 職員会議⑦

9 日 9 水

10 月 10 木 主事等会

11 火 職員研修(テーマ) 11 金 校内清掃　教材研究

12 水 12 土

13 木 耳鼻科健康相談 職員健康相談② 13 日

14 金 校内清掃　職員作業 14 月 職員研修(テーマ)

15 土 〈午前〉学習発表会 学校関係者評価委員会② 15 火 保健衛生日

16 日 16 水 クラス研修

17 月 17 木 学部会

18 火 保健衛生日 18 金 校内清掃　係会等

19 水 九肢研大分大会(1日目) 19 土

20 木 九肢研大分大会(2日目) 20 日

21 金 皆与志小との交流 校内清掃　教材研究 21 月

22 土 22 火 授業参観

23 日 23 水

24 月 24 木 運営委員会⑧

25 火 火災避難訓練 運営委員会⑦　教育課程委員会 25 金 校内清掃　教材研究

26 水 クラス研修 26 土

27 木 職員研修（感染症対策） 27 日

28 金 校外学習 校内清掃　学部会 28 月

29 土 29 火

30 日 30 水 職員会議⑧

31 月

振替休業日

＜10月＞ ＜11月＞

備　考

「かごしまの教育」県民週間(１～７)
全肢研兵庫大会(１７)
全国女子体育研究大会(１８，１９)
県特支作品展(　　～　　：　　)
県特支校長会(　　)

備　考

皆与志小との交流(3・4週)
九肢研大分大会(19,20　web開催)
校長会広報常任部会(５，２６)
県音研曽於大会(２０)
県特研川薩大会(２５)

スポーツの日

文化の日

勤労感謝の日
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日数（１７日） ＜１月＞ 日数（１６日）

日 曜 学校行事等 係会・会議等 月 曜 学校行事等 係会・会議等

1 木 職員健康診断② 1 日

2 金
主事等会　学部会
校内清掃

2 月

3 土 3 火

4 日 4 水

5 月 5 木

6 火 6 金

7 水 クラス研修 7 土

8 木 HBワクチン接種③ 8 日

9 金 校内清掃　教材研究 9 月

10 土 10 火
＜午前＞始業式
なのはな病棟始業式

入学予定者面接
教育支援委員会

11 日 11 水
身体計測
さくら病棟始業式

職員研修(テーマ)

12 月 職員作業 12 木
職員会議⑨
HBｓ抗体価検査

13 火 保健衛生日 13 金 校内清掃　教材研究

14 水 教育課程反省会 14 土

15 木 学部会 15 日

16 金 東条設計との交流 校内清掃　係会等 16 月

17 土 17 火 保健衛生日 学部会

18 日 18 水

19 月 19 木 児童生徒健康相談

20 火 20 金
〈午前〉個人面談会
高等部入学選考に関する説明会 校内清掃　係会等

21 水 さくら病棟終業式 21 土

22 木 なのはな病棟終業式 22 日

23 金 ＜午前＞終業式 相互監査　職員研修（服務） 23 月

24 土 24 火

25 日 25 水 クラス研修

26 月 26 木

27 火 27 金 校内清掃　教材研究

28 水 28 土

29 木 29 日

30 金 30 月

31 土 31 火 運営委員会⑩　教育課程委員会

成人の日

＜12月＞

年末休日

元　日

年始休日

年始休日

仕事始め

保健衛生・安全点検　入学予定者面接準備
主事等会　学部会　運営委員会⑨

職員研修(テーマ)

備　考備　考

校長会広報常任部会(８)
県特研第3回事務局会(１)

仕事納め

年末休日

年末休日
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＜２月＞ 日数（１９日） ＜３月＞ 日数（１２日／１７日）

日 曜 学校行事等 係会・会議等 月 曜 学校行事等 係会・会議等

1 水 主事等会　学部会 1 水

2 木 学校保健委員会 2 木 主事等会　学部会

3 金 校内清掃　係会等 3 金 校内清掃　係会等

4 土 4 土

5 日 5 日

6 月 全校集会 6 月 職員研修（テーマ）

7 火 職員会議⑩ 7 火 保健衛生日

8 水 授業参観
ＰＴＡ理事会　係会（年間反省）
学校関係者評価委員会③ 8 水 クラス研修

9 木
係会（年間反省）
入学予定者医学面接(予備日) 9 木 卒業式予行練習

10 金 係会（年間反省） 10 金 校内清掃　教材研究

11 土 11 土

12 日 12 日

13 月 係会（年間反省） 13 月

14 火 保健衛生日 学部会 14 火

15 水 クラス研修 15 水 職員作業（卒業式会場清掃等）

16 木 入学者説明会
医療的ケア委員会
衛生委員会

16 木 ＜午前＞卒業式 学部会

17 金 校内清掃　職員会議（判定会） 17 金 校内清掃　係会等

18 土 18 土

19 日 19 日

20 月 職員研修（テーマ） 20 月

21 火 運営委員会⑪ 21 火

22 水 22 水 さくら病棟修了式

23 木 23 木 なのはな病棟修了式

24 金 校内清掃　教材研究 24 金 ＜午前＞修了式　離任式 相互監査

25 土 25 土

26 日 26 日

27 月 27 月

28 火 職員会議⑪ 28 火

29 水

30 木

31 金

建国記念の日

天皇誕生日

春分の日

運営委員会⑫　職員作業（プレイルーム清掃等）

職員会議⑫　学部会　校務分掌引継

備　考

校長会広報部会(３)
校長会広報常任部会(２４)
長期研修者研究発表会(１６)
授業力向上実践協議会(　　)
県特研第４回事務局会（上旬）
県特研第2回評議員会・理事会合同会(１８)

備　考

教室整理・移動　新学期準備　校務分掌引継

教室整理・移動　新学期準備　校務分掌引継

教室整理・移動　新学期準備　校務分掌引継
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Ⅷ 学校の教育活動全体を通して行う教育 

 

１ 道徳教育に関する指導 

 

(1) 特別の教科 道徳 

① 基本的な考え方 

道徳教育では，全課程において，教育活動全体を通じて，個々の児童又は生徒の知的障害の

状態，生活年齢，学習状況及び経験等に応じて適切に指導の重点を定め，指導内容を具体化し，

体験的な活動を取り入れる等の工夫を行う。 

② 目 標 

・ 基本的な生活習慣及び，学校生活のリズムやきまりを身に付け，元気な身体と明るい心を

養う。 

・ 様々な活動に興味・関心を向けたり，人との関わりを楽しんだりできる子供を育てる。 

・ 自ら成長したいと願い，様々な活動に挑戦・努力しようとする態度を育てる。 

③ 主な指導内容 

    ・ 全体計画（次ページ）参照 

 

(2)  郷土教育 

①  基本的な考え方 
国際化が急速に進展していく中にあって，次代を生きる日本人を育成していくためには，学

校教育において諸外国の人々の生活や文化・伝統を理解し尊重するとともに，我が国の文化と

伝統を大切にする態度の育成を重視していく必要がある。このような考え方に立って，身近な

地域について学んだり，身近な地域の中で直接自然に触れたり，体験したりして理解を深める

ことは大事なことだと考える。本校では，上記の事柄を踏まえて，児童生徒の実態に応じた指

導内容を設定して，郷土教育を推進していきたい。 
②  目 標  

郷土の自然やわらべ歌，おもちゃなどで遊ぶことを通して，郷土の自然や文化の良さを味わ

うことができるようにする。 

③  主な指導内容 

      郷土の自然やわらべ歌，おもちゃなどで遊び，郷土の楽しさを味わう。  
④  指導上の留意点 
ア  発達段階に即した内容を選定し，取り扱いにも配慮する。                     
イ  学校周辺の自然を十分に活用し，体験的な学習ができるようにする。           

  ウ 家庭生活の中でも郷土の行事に参加するように呼びかける。  
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道徳教育の全体計画 

 県立皆与志養護学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
日生 

 

・基本的な生活リズムを身に付け，健康で明るい生活

を送ろうとする態度を育てる。 

生単 

 

・生活上の目標を達成したり，課題を解決したりしようと

する意欲や態度を育てる。 

 

国語 

 

・伝え合う力を高める。  

・思考力や想像力を養う。 

・言語感覚を豊かにする。 

算数

数学 

・見通しをもち，筋道を立てて考える力を養う。 

・工夫して生活や学習をする態度を育てる。 

音楽 

 

・豊かな心情や感性を培う。 

・みんなと一緒に楽しく活動する態度を育てる。 

図工 

美術 

・豊かな心情や感性を培う。 

・楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養う。 

体育 

保体 

・ルールやマナー，勝敗等を理解し，楽しく集団に参

加し，仲間と協力する態度を養う。 

特活 

 

・集団活動に自主的，実践的に取り組み，互いのよさ

や可能性を発揮する態度を育てる。 

自活 ・主体的に自己の力を可能な限り発揮し，よりよく生き

ていこうとする態度を養う。 

総合 ・人との関わりを広げたり深めたりしようとする態度を育

てる。 

・肢体不自由者（重度・重複者）

の能力・可能性を引き出す場 

・児童生徒数の減少 

・環境，体験（経験）が限られがち 

・医療施設に入所している児童生

徒が多い 

・医療の専門機関が隣接 

学校や児童生徒， 

  地域社会の実態 
・日本国憲法 
・教育基本法 
・学校教育法 
・学習指導要領  

      など 

教育関係法規 

教育的ニーズに応じた教育を行い，

明るく，強く，心豊かに生活できる児

童生徒を育成する。 

学校教育目標 

明るく 強く やさしく 

校 訓 

・ 基本的な生活習慣及び，学校生活のリズムやきまりを身に付け，

元気な身体と明るい心を養う。 
・ 様々な活動に興味・関心を向けたり，人との関わりを楽しんだ

りできる子供を育てる。 

・ 自ら成長したいと願い，様々な活動に挑戦・努力しようとする

態度を育てる。 

本校道徳教育重点目標 

各教科等における道徳教育 生
活
に
結
び
付
い
た
内
容
を
実
際
的
な
体
験
を
通
し
て
指
導
す

 児童生徒一人一人

の障害の状態や経験

等に応じた指導の重

点を明確にし，具体的

なねらいや指導内容

を設定 

個別の指導計画 

 

道徳的実践の場 

○人的環境の整備 

・教師と児童生徒の人間関係 

・児童生徒相互の人間関係 

○言語環境の充実 

○校舎や教室の整備 

○身近な動植物の飼育栽培 

教育環境の整備 

○体験的な授業の充実 

○学校行事の充実 

豊かな体験 

○連絡帳，学級通信，ホームペー

ジ等による情報発信，情報共有 

○地域の人や児童生徒，やまびこ

の方々などとの交流 

○地域行事（やまびこ等）への参加 

○職場や施設，進路先との連携 

家庭・地域社会等との連携 

・健やかな体と元気な心の子供 
・関わり合い，伝え合う子供 
・力を生活に生かす子供 

めざす子どもの姿 
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道徳教育の全体計画別葉 ～指導の形態ごとの指導内容と時期との関連～ ※〔 〕内は，関連する主な内容項目 
Ⅰ・Ⅱ課程 〔☆は小学部のみ，★は中学部のみ〕，〔Ⅱ課程は国，算・数，図・美，総を除く〕 

  
 ４月 ５月 ６月 ７月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

学校行事 新任式,始業式 

入学式 

A〔希望と勇気〕 

C〔よりよい学校

生活，集団生活

の充実〕 

身体計測 

A〔節度，節制〕 

A〔個性の伸長〕 

各健診 

A〔節度，節制〕 

A〔個性の伸長〕 

 

避難訓練  

D〔生命の尊さ〕 

運動会 

A〔努力と強い意志〕 

 

校外学習 

B〔礼儀〕 

C〔公徳心〕 

D〔自然愛護〕 

終業式 

A〔希望と勇気〕， 

C〔よりよい学校

生活，集団生活

の充実〕 

始業式 

A 〔希望と勇気〕 ，

C〔よりよい学校

生活，集団生活

の充実〕 

 

身体計測 

A〔節度，節制〕 

A〔個性の伸長〕 

学習発表会 

C〔よりよい学校

生活，集団生活

の充実〕 

A〔向上心，個性

の伸長〕 

A〔努力と強い意

志〕 

修学旅行 

B〔礼儀〕 

C〔公徳心〕 

D〔感動，畏敬の念〕 

終業式 

A〔希望と勇気〕 

C〔よりよい学校

生活，集団生活

の充実〕 

始業式 

A〔希望と勇気〕 

C〔よりよい学校

生活，集団生活

の充実〕 

 

身体計測 

A〔節度，節制〕 

A〔個性の伸長〕 

入学者選考 

A〔希望と勇気，

努 力 と 強 い 意

志〕 

卒業式 

修了式 

離任式 

A〔希望と勇気〕 

C〔よりよい学校

生活，集団生活

の充実〕 

自立活動 個別に計画  A〔節度，節制〕，A〔向上心，個性の伸長〕，A〔希望と勇気，克己と強い意志〕，B〔礼儀〕，C〔規則の尊重〕，D〔生命の尊さ〕，D〔よりよく生きる喜び〕 

教
科
別
の
指
導 

国語 段階ごとの題材一覧表参照   B〔相互理解〕，B〔礼儀〕，C〔伝統と文化の尊重〕 

☆算数★数学 段階ごとの題材一覧表参照   A〔真理の探究，創造〕 

☆体育 
★保体 

体つくり運動 運動会全体練習 水遊び，水の中での運動 サーキット運動 ミニゲーム 

  A〔希望と勇気，克己と強い意志〕，B〔礼儀〕，C〔遵法精神，公徳心〕，C〔公正，公平，社会正義〕，C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕 

音楽 
歌で仲良し いい音をみつけて リズムにのって 楽器で演奏 いろいろな音楽 思い出の歌 

D〔感動，畏敬の念〕，B〔我が国の伝統と文化の尊重〕，B〔郷土の伝統と文化の尊重〕，C〔国際理解〕，C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕 
☆図工 
★美術 

・写真を撮ろう   ・描いてみよう ・いろいろなもので作ろう ・粘土で作ろう 
D〔感動，畏敬の念〕，A〔向上心，個性の伸長〕，A〔真理の探究，創造〕，B〔相互理解，寛容〕 

合
わ
せ
た
指
導 

日生 指導計画参照 A〔節度，節制〕，B〔礼儀〕，C〔遵法精神，公徳心〕，C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕，C〔勤労，公共の精神〕 

生単 

春を楽しもう 
○年生になったよ 

端午の節句 
運動会を成功させよう 

校外学習に行こ
う 

七夕まつりをし
よう 

十五夜をしよう 学習発表会を成
功させよう 

仕事をしよう お楽しみ会をし
よう 

お正月の遊び 鬼退治をしよう 
〔節分〕 

卒業・進級を祝お
う 

「運動」〔前庭感覚・固有感覚〕，「感覚」〔触・視・聴・味・嗅〕，「作る」，「働く」  ※各活動例参照 

A〔善悪の判断，自律，自由と責任〕，A〔正直，誠実〕，A〔節度，節制〕，A〔個性の伸長〕，B〔親切，思いやり〕，B〔感謝〕，B〔礼儀〕，B〔友情，信頼〕，B〔相互理解，寛

容〕，C〔規則の尊重〕，C〔公正，公平〕，C〔家族愛〕，C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕，C〔伝統と文化の尊重〕，D〔自然愛護〕，D〔感動，畏敬の念〕 

特
活 

学級活動 係活動，当番活動 など  C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕，A〔友情，信頼〕 

集会活動 集会活動  C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕 

学校行事 学校行事   C〔勤労〕，C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕 

★総合的な学
習の時間 

    ★河頭中との交流 

B〔友情，信頼〕 
B〔相互理解〕 

 ★キャリアア

ップ体験学習

C〔勤労〕 

東条設計との

交流 

B〔感謝〕 

   

地域・家庭等と
の連携 

授業参観 

 

家庭訪問 運動会  授業参観 ☆皆与志小との交流 

B〔友情，信頼〕 

授業参観   授業参観  

 
 

          
 

・ 基本的な生活習慣及び，学校生活のリズムやきまりを身に付け，元気な身体と明るい心を養う。 A〔節度，節制〕，B〔礼儀〕，C〔規則の尊重〕 
・ 様々な活動に興味・関心を向けたり，人との関わりを楽しんだりできる子どもを育てる。 B〔相互理解，寛容〕，C〔よりよい学校生活，集団生活の充実〕，D〔感動，畏敬の念〕，D〔自然愛護〕 
・ 自ら成長したいと願い，様々な活動に挑戦・努力しようとする態度を育てる。 A〔向上心，個性の伸長〕，A〔希望と勇気，努力と強い意志〕，D〔よりよく生きる喜び〕 

学級通信，ホームページ等による発信 
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(3)  国際理解教育 

①  基本的な考え方 

交通手段や高度情報ネットワークの発達に伴い，国際化,情報化が急速に進展し，経済，文化

など様々な面で国際交流が促進され，国際的な相互依存作用はますます深まっている。このよ

うな中で，国際社会に生きる日本人としての自覚をもつとともに，国を越えて相互に理解し合

うことが重要な課題になってきている。異なる文化をもつ人々が，世界の中で協調・共生して

いくためには，相互の文化の共通性や相違を認識し，互いの価値観や生活様式などを受容・尊

重しなければならない。本校では，上記の事柄を踏まえて，児童生徒の実態に対応した指導内

容を設定して，国際理解教育を推進していきたい。 

②  目 標 

ア  諸外国の人々の生活や文化に触れることを通して，諸外国への興味・関心をもつことが   

できる。 

        イ  人権を尊重し，すべての人々に誠実に接する態度を育てる。              

③  主な指導内容                                              

        ア 異文化に対する興味・関心を促す。（外国の歌や絵本の紹介） 

イ  世界のおもちゃや遊びに触れたり，楽しんだりする。 

④  指導上の留意点                                                        

        ア  国際理解教育の内容を児童生徒の発達段階に応じて指導するようにする。  

        イ  音楽や生活単元学習などの教科等と関連させながら，体験的な活動を通した学習が行われ

るようにする。       

 

(4) 環境教育  

①  基本的な考え方 

自然は，私たち人間が健康で快適に生活していくためになくてはならないものであり，私た

ちの生活に必要な多くのものを与えてくれるばかりでなく，様々なことを教え，心を和ませて

くれるものである。私たち一人一人が毎日の生活の中で花や植物を大切に育て，保護していか

なければならないという心構えが必要である。そこで，本校では，上記の事柄を基に，児童生

徒が自然との触れ合いの中で自然のたくましさやすばらしさ，大切さを感じ，自然に親しもう

とする態度を育てていきたい。         

②  目 標  

身近な自然に直接触れることで，自然に興味・関心をもち，自然に親しもうとする児童生徒

を育成する。  

③  主な指導内容                                               

  ア 草花や樹木に対する興味・関心の拡大を図る。（草花を育てる・教材に使う） 

イ 日光・雨風・気温などの気象現象に触れる。  

④  指導上の留意点  

    直接的な自然との触れ合いを大切に考え，体験学習を重視した計画にする。  
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(5) 人権同和教育 

① 基本的な考え方 

人権同和教育は，人権に関する理解と人権感覚の涵養を基盤として，意識，態度，実践的な

行動力など様々な資質や能力を育成し，発展させることを目指す総合的な教育であり，「自分の

大切さとともに他の人の大切さを認めること」を目標としている。 

本校においては，一人一人の存在や思いを大切にされることで自尊感情を高めること，また，

発達段階に応じて他者（友人・教師・家族等）や社会（集団）との関わり，生命の大切さなど

の人権感覚を養っていけるように努めている。また，それらを教育活動全体を通して自然と身

に付くように取り組むことを大切にしている。 

② 目標 

    ア 一人一人をかけがえのない存在として尊重し，自己を大切にする心を育むことで，自分ら

しさを発揮し，表現できる子どもを育てる。 

イ 様々な人たちとの豊かな関わりの中で，お互いの人権を尊重し合う子どもを育てる。 

③ 主な指導内容・視点 

内          容 視     点 

ア 自分を価値ある存在として肯定的に認め，受け入れようとする。 自己の尊重 

イ 友達や身近な大人に関心をもち，親しみをもって自ら関わろうとする。 仲間づくり 

ウ 自分及び他者の生命を尊重し，また，すべて生命あるものは互いに支え合

って生きていることを知り，大切にしようとする。 
生命の尊重 

エ 他者の立場や思いに興味・関心を寄せ，仲間同士として共通の目的を目指

して努力しようとする。 
共感と連帯感 

オ 人々の文化，生き方，価値観などには多様性があることを知り，互いの違

いを認め合いながら，共に生きようとする。 
多様性の尊重・共生 

カ 意見や気持ちをそれぞれの方法で豊かに伝え合い，わかり合おうとする。 コミュニケーション 

キ 一方に偏ることなく，平等を重んじ，正しいことを貫こうとする。 公正・公平 

ク 人間らしく生きるため，権利に基づいて行動し，その行動に責任をもとう

とする。 
権利と責任 

ケ 他者と連携・連帯し，積極的に社会に参加・参画していこうとする。 参加・参画 

④ 指導上の留意点 

ア 自尊感情を高められるように，児童生徒からの発信をしっかりと受け止め，深く理解しよ

うとする。 

児童生徒一人一人をかけがえのない存在として愛情をもって接することで，自らを大事にす

る心を育てる。 

    イ 尊重しあう人間関係を育てるため，人と人との関わりを大切にする学級経営に努める。 

 児童生徒がお互いのよさを認め合い，励ましあい，支えあえるような学級経営に努め，お互

いの人権を尊重し合うことができる子どもを育てる。 

    ウ 一人一人の豊かな人権感覚を養うため，人権に関する環境を整える。 

 児童生徒に関わる全ての職員が日々の研修の中で人権感覚を高めるとともに，地域，家庭等

と連携を深め，人権について理解し合うことで，「自分の大切さとともに他の人の大切さを認

めること」ができる児童生徒を育てる。 

⑤ 全体計画 次頁参照 

⑥ 年間指導計画 次頁参照 
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人権同和教育年間指導計画 
鹿児島県立皆与志養護学校 

重点目標 
ア  一人一人をかけがえのない存在として尊重し，自己を大切にする心を育むことで，自分らしさを発

揮し，表現できる子どもを育てる。 
イ 様々な人たちとの豊かな関わりの中で，お互いの人権を尊重し合う子どもを育てる。 
 
 

 

皆与志養護学校人権同和教育全体計画 
鹿児島県立皆与志養護学校 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

課程 月 内     容 教科・領域等 主な視点 

Ⅰ 
・ 

Ⅱ 
 

課 
 

 

程 

 
４ 
 
 
６･10 
 
７ 
 
10 
 
３ 
 
 
通年 
 

 
入学式・始業式 
○○年生になったよ 
 
校外学習 
 
河頭中学校との交流学習（小・中） 
 
皆与志小学校との交流学習（小） 
 
もうすぐ卒業・もうすぐ進級 
卒業式・終業式 
 
児童生徒会活動，全校集会 
鹿児島養護学校高等部訪問学級生との交流学習 
植物の栽培 

 
特別活動 
生活単元学習 
 
特別活動 
 
生活単元学習 
 
生活単元学習 
 
生活単元学習 
特別活動 
 
特別活動 
体育・音楽・生活単元学習 
生活単元学習 

 
自・共・参 
仲・共・参 

 
参・仲・共 

 
仲・参・コ 

 
仲・参・コ 

 
自・共・参 
自・共・参 

 
仲・共・参 
参・コ・多 

 生 

人権教育の視点一覧 

 
 

自己の尊重，仲間づくり，生命の尊重，共感と連帯感，多様性の尊重・共生，コミュニケーション， 
公正・公平，権利と責任，参加・参画 

 
教育的ニーズに応じた教育を行い，明

るく，強く，心豊かに生活できる児童生

徒を育成する。 
 

学校教育目標 

 
人権同和教育についての共通理解を深め，人間尊

重の精神に基づいて差別のない教育実践を推進

するとともに，全教育活動の中で人権尊重教育を

推進する。 

本校の人権同和教育の目標 

 
１ 教育活動全体を通して，差別のない教育実践を推進する。 
２ 発達段階に応じた人権教育を推進する。 
３ 交流及び共同学習を積極的に進め，相互理解を促進する。 
４ 各種研修会や講座等へ積極的に参加する。 
５ 校内研修会を実施し，各種の人権教育や同和教育についての共通理解を深める。 
 ・ 外部講師を招いての研修（夏季休業中） 
６ 人権同和教育についての理解を深めるために，資料を収集し活用を図る。 

努 力 点 

児童生徒の実態や願い 
保護者の願い 
地域の特徴 

【教育関係法令等】 
・ 日本国憲法 
・ 教育基本法 
・ 学校教育法 
・ 学習指導要領 
・ 県の教育方針 
【人権教育に関する法令等】 
・ 人権教育及び人権啓発の推
進に関する法律 

・ 障害者基本法 
・ 児童の権利に関する条約 
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２ 体育・健康に関する指導 

 (1) 体育指導 

 ①  基本的な考え方 

      体育指導は，児童生徒の食育の推進並びに体力の維持・向上に関する指導，安全に関する指導

及び心身の健康の保持増進に関する指導を行うとともに，家庭や施設・地域社会との連携を図り

ながら，日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安

全で活力ある生活を送るための基礎を培うことができるようにする。 

   ② 目標 

    ア 児童生徒一人一人の障害の程度，体力，健康状態等の実態に即した運動の習慣化を図る。 

   イ 生涯にわたり，明るく楽しく健康で安全な生活を営むための心身の調和的発達を図る。 

③ 主な指導内容 
ア 児童生徒の実態に応じた運動の実施 
イ 健康・安全に関する理解と実践 

   ④ 指導上の留意点 

ア  指導に当たっては，児童生徒一人一人の実態に応じた運動内容を検討し，障害の程度，体

力，健康状態を十分に把握し，保護者，やまびこ医療福祉センター及び主治医，リハビリテ

ーション部等との情報交換を入念に行った上で実施する。  

イ  小学部の体育や中学部の保健体育の時間だけでなく，各教科及び自立活動，特別活動，体

育的行事等における体力の向上や健康・安全にかかわる諸活動をその特質に応じて積極的に

行う。 

ウ 健康・安全に関する理解と実践に関しては，保健指導，安全指導及び給食指導等の教育と

関連する部分が数多く見られるので，十分連携をとりながら健康教育の推進を図る。 
 

 

(2) 保健指導 

① 基本的な考え方 

保健指導は，児童生徒一人一人の障害を認識し，生命の大切さを学ばせるとともに健康維持  

に留意する態度を育てるように指導する。また，心身の成長に伴う変化について個々に対応

し，望ましい態度を育成することで心豊かに生活できるようにする。 

② 目 標 

ア  将来を見通した健康に関する望ましい生活習慣の確立を図る。 

イ  健やかな心身の成長と心豊かな生活を築く態度を養う。 

③ 主な指導内容 

ア  自分の体の成長・発達や健康状態，障害について興味関心をもつ。 

イ 身辺の清潔や健康の保持増進につながる生活習慣の形成を図る。    

ウ  自己の発達に伴う心身の変化に合わせた望ましい態度を養う。 

④  指導上の留意点 

ア  指導に当たっては，保護者，やまびこ医療福祉センター及び主治医等との情報交換を十分

に行った上で実施する。 

イ  児童生徒の中には，障害があることによって，性について様々な問題を抱えたり自己の性

について認識が希薄な場合があったりする。一人一人の実態に即し，個々に応じた指導を行

うようにする。 
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(3) 安全指導 

①  基本的な考え方 

学校安全は，児童生徒が安全について必要な事柄を理解し，これらを日常生活に適応し，

常に安全な行動ができるようにする安全教育と，学校生活が安全に営まれるように安全に関

して必要な条件整備を図るための安全管理から成るものであり，両者が相互の機能を発揮し

つつ一体的に進められることが望まれる。 

本校では，児童生徒が健康，安全で幸福な生活を営むのに必要な習慣を養い，心身の調和

的発達を図るという目標の達成に努め，学校における安全教育を推進していきたい。 

②  目 標 

日常生活における安全のために必要な事項を実践的に理解させ，自他の生命を尊重し安全

な生活を営むことのできる態度や能力を養う。 

③  主な指導内容 

ア 生活安全に関する内容 

・ 登下校時，学習時，校外での安全  

イ 災害安全に関する内容  

・  火災，地震，大雨，雪の際の安全  

④ 指導上の留意点 

ア 児童生徒の心身の状況等実態に応じた行き届いた指導が行われるよう配慮する。 

イ やまびこ医療福祉センター，家庭，地域との連携を密にする。   

 

 

(4) 給食指導 

   ①  基本的な考え方                                                            

学校給食の指導は，①食事の重要性，②心身の健康，③社会性，④食文化，⑤感謝の心，な

ど，好ましい食事の在り方を体得できるようにするとともに，食事を通して好ましい人間関

係を育てるものである。そこで，本校では，食べる意欲を引き出し，生涯にわたる健康な生

活を送るための基礎を培いたい。また，食事を通して人間関係を深め，学校生活をより豊か

なものにできるようにしたい。 

②   目標                                                                      

     ア 食事の好ましい在り方を体得できるようにし，健康の保持増進を図る。       

     イ「食べる」ことを通して人間関係を深め，学校生活を豊かにする。   

   ③ 主な指導内容 

※ 次頁参照 

   ④ 指導上の留意点                                                             

ア 家庭や，やまびこ医療福祉センターなどとの連携を図りながら指導を進める。 

イ 楽しい雰囲気づくりと，清潔な会食の場の工夫を図る。 

ウ 個の機能や実態に応じて，摂食指導を行うようにする。  

⑤ 食に関する年間指導計画 

※ 次々頁参照  
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食に関する指導全体計画 
鹿児島県立皆与志養護学校 

食
生
活
を
取
り
巻
く
社
会
環
境 

食生活の傾向 
・食事の洋食化による食

習慣の変化 
・栄養バランスの乱れに 

よる肥満児や痩身児の

増加 
・生活習慣病の低年齢化 

 学校教育目標  児童生徒の実態 
・嚥下，そしゃく力の不足

や未発達 
・食事マナーの未定着 
・偏食や主食への偏り 
・食事環境へのこだわり 
・食体験の不足 
・基本的な生活習慣の未定着  

  教育的ニーズに応じた教育を行い，明るく， 強く，心豊かに生活で

きる児童生徒を育成する。 
 

    
 めざす子供の姿  

家庭の実態 
・家族だんらんの減少 
・外食，加工食品，冷凍 

食品の多用 
・朝食の欠食，簡素化 
・食生活の家庭間の格差

の広がり 

 ○ 健やかな体と元気な心の子供 
○ 関わり合い伝え合う子供 
○ 力を生活に生かす子供 

 

     

 本校の食に関する指導の目標   

 ○ 食事の好ましい在り方を体得できるようにし，健康の増進を図る。
○ 「食べる」ことを通して人間関係を深め，学校生活を豊かにする。  

 

            
（食による心の健康） 

・ 楽しい食事 
・ 好ましい人間関係 
・ 感謝の心 
・ 感性や情操 

 小 学 部 
○ 食べ物に興味をもち，好き嫌い

なく食べようとする意欲をもつ
ことができるようにする。 

○ みんなで楽しく食事をするこ
とができるようにする。  

 中 学 部 
○ 日常の食事に関心をもち， 

バランスのとれた食事の大切
さが分かるようにする。 

○ 食事を通して豊かな心と望
ましい人間関係をつくること
ができるようにする。 

 （食による体の健康） 
・ 日常生活に必要な基

礎体力づくり 
・ 健康の保持増進のた

めの体つくり 

           
                              

各教科等との関連  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別活動等との関連  
 
 
 
 

給食指導  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭・地域・施設との連携 
◎食に関する認識を深める  

学 
級 
活 
動 
 

○ 児童生徒の心身の健

康を増進し,健全な生

活態度を育成する（日

常の生活や学習への

適応及び健康や安全

に関すること） 

◎ 好ましい食事の在り方を体得し,人
間関係を深め，学校生活をより豊かな
ものにしていく。 

○ 家庭・地域の理解と協

力を深める。 
○ 家庭における食生活

に対する関心を高め

る。 
○ 献立表による情報提

供 
○ 家庭での取組 

・ 栄養教諭による学

校保健委員会等での

情報提供 
○ 地域との連携 
 ・ 講演会等への参加 
○ 施設との連携 
 ・ 児童生徒の食に関

する情報の共有 

生 
活 
単 
元 
学 
習 

○ 校外学習等を通し

て，いろいろな食材に

ついて知る。 
○ 自分たちで育てた野

菜や買ってきた食材

を使って簡単な調理

をすることを通して，

作って食べることに

興味・関心をもつとと

もに，意欲的に活動す

ることができるよう

にする。 

① 食事の重要性 
・食への関心をもち，バランスのとれた食

事がとれるようにする。 
・自分に応じた量を残さず食べられるよ
うにする。 

② 心身の健康 
・手洗いやよくかむことなど食事の基

本を理解できるようにする。 
・好き嫌いなく食べることができるよ

うにする。 
③ 社会性 
・人に迷惑をかけない食事作法や身だし

なみなど集団での食事の基本的なマ
ナーを身に付けられるようにする。 

・児童生徒や担任が共に食事をとるこ
とによって人間的なふれあいを高
め，食事を通して心身の健全な発達

に資する。 
・安全・衛生に留意して食事をとり，食

事の準備や後片付けもきちんとできる

ようにする。 
④ 食文化 
・行事食や季節の食材を通して伝統的

な食生活や地域で培われた食文化を
体験し，郷土への関心を深められる
ようにする。 

⑤ 感謝の心 
・ 食生活は,生産者をはじめ多くの

人々の苦労や努力に支えられている

ことを知り，感謝する心をもてるよ
うにする。 

・ 残さず食べることができるように

する。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
自

立

活

動 
 

 
 
 

○ より豊かな生活を

目指し，心と体のあら

ゆる面の発達を促す

基本的な指導内容を，

個々の児童生徒の実

態に応じて系統的，段

階的に指導する。 
○ 個に応じた食事の基

本動作 
○ 摂食時の姿勢 
○ 食事や水分のとり方 

日 
常 
生 
活 
の 
指 
導 

○ 基本的な食事のマナ

ーを身に付け，様々な

人たちと楽しく食事

ができるようにする。 
○ 衛生に気を付けて食

事の準備ができるよ

うにする。 
○ 食事への意識付けや

関心，意欲を育てる。 

体

育

・

保

健

体

育 

○ 食品衛生活動のしく

み働き 
○ 食品と環境の保全と

私たち 
 
 

 

  

    
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個に応じた指導 
(栄養教諭と養護教諭及

び自立活動部との連携） 
・ 食に関する実態調査

や食物アレルギー等の

調査の実施と活用 
・ 栄養相談(肥満・偏食

など） 
・ 口腔機能に応じた摂

食指導 

 
 
 
 
 
 
 

 
    

   
医療的ケア  

 
 

学校行事 

○ 学校看護師との連携  ○ 健康・安全や給食に関する意識の高

揚を図る。 
 

- 29 -



給食年間指導計画  

月 目  標 具体的な指導内容 行事・行事食 栄養教諭の活用 
（やまびこ栄養士及び養護教諭との連携） 

４月 たのしいきゅうしょくにしよう 

○ 自分の席を覚える 
○ あいさつをおぼえる 
○ 食事のマナー 
 ・ 静かに行儀良く待つ など 

給食開始 
入学式 
食育の日 
 

・ 食に関する実態調査及び課題把握 
・ 職員及び保護者向け資料提供 
・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 

５月 たべたあとのかたづけをしっかりしよう 
○ 食器を大切に 
○ 丁寧な片付け 
 

こどもの日 
食育の日 
 

・ マナーの確認 
・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 

６月 てあらいをしっかりしてしょくじをしよう 

○ 手洗いの仕方 
 ・ 手を洗う理由 
 ・ きれいなハンカチ 
 ・ 拭き取りまでしっかり など 

食育月間  
歯の衛生週間 
食育の日 
 

・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 
 
 

７月 あつさにまけないようにしっかりたべよう 

○ 夏の食材 
○ 適度な水分補給 
 
 

たなばた 
食育の日 
 
 

・ 一学期の給食指導の反省 
・ 夏休みの食生活についての資料提供 
・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 

９月 すきなものをふやそう 
○ バランスよく食べる 
○ 好きなものを増やす努力 
 

十五夜 
 
食育の日 

・ 夏休みの食生活実態調査 
・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 

10 月 えいようについてしろう 
○ 献立名 
○ 食品と栄養 
○ 食べ物の大きな三つの働き 

食育の日 
 
 

・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 
 

11 月 かんしゃしながらたべよう ○ 食料の生産 
○ 給食ができるまでの様子 

地域が育む「かごしまの教育」学校開放週間 
食育の日 

・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 

12 月 さむさにまけないようにしっかりたべよう 
○ 冬の食材 
○ 牛乳と栄養 
○ 栄養不足と病気との関係 

冬至 
クリスマス 
食育の日 

・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 
 

１月 きせつかんをかんじてしょくじをしよう 
○ 季節の食べ物 
○ 郷土料理 
○ 学校給食のはじまり 

学校給食週間（食育の日は給食週間に統一） 
 
 

・ 年末年始の食生活 
・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 

２月 しょくじのマナーをみにつけよう 

○ 楽しい会食  ○ 挨拶 
○ よい姿勢   ○ 食器の持ち方 
○ 箸やスプーンの持ち方，使い方 

節分（２／３） 
食育の日 
 
 

・ 給食指導の年間反省について 
・ 学校保健委員会での参加 
・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供 

３月 
いちねんかんのきゅうしょくについて 
           ふりかえろう 

○ あいさつ 
○ 手洗い 
○ 後片付け 
○ 楽しい会食 

ひなまつり 
卒業式 
食育の日 
 

・ 給食指導の反省(牛乳当番など） 
・ 次年度に向けて 
・ 個別指導 
・ 今月の目標について資料提供            
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３ 調和的な発達に関する指導 

 (1) 生活指導 

 ①  基本的な考え方 

      児童生徒の人格を尊重し，教師と子供，子供同士の相互理解と信頼関係を成立させ，学校や家庭，

やまびこ医療福祉センターでの生活が楽しく生きがいのある充実したものになるようにする。 

   ② 目標 

    ア 明るく元気に生活する態度を育てる。                                    
      イ  きまりを守り，安全に生活する態度を育てる。 

③ 主な指導内容 
ア  基本的な生活習慣の確立を図る。          

       イ  集団生活を通して，社会性を養う。                                 
       ウ 学校内外での生活のきまりを知る。    

④ 指導上の留意点 

     ア  体験的な場を通しての指導に心掛ける。                                
      イ 継続的な指導に努め，実際の生活の場に生かす。                       
      ウ 家庭ややまびこ医療福祉センターとの連携を図りながら指導を進める。         
      エ 土・日曜日や長期休業中の余暇利用の仕方を工夫することができるようにする。 

 

(2) 交流及び共同学習 
① 基本的な考え方 

交流及び共同学習を通して，学校外の人とふれあう楽しさを感じ，人との関わりを深めたり，

様々な活動への興味・関心を高め，主体的に取り組もうとする意欲を育てたりすることができる。

また，交流の相手校である子供たちは関わりの中で経験を広め，社会性を養い，仲良く協力してい

く態度を身に付けるとともに，障害のある児童生徒に対する理解と認識を養っていくことができ

ると考えられる。そこで，障害が重度重複化してきている児童生徒の実態を考慮し，身近な学校と

継続的な交流をしていきたい 
② 目 標 

ア 交流及び共同学習を通して，お互いを理解し合い，仲良く協力して楽しく過ごすとともに社

会性を身に付けることができるようにする。                         
  イ  主体的なかかわりを求めたり，意思を伝えたりする態度を養う。 
③ 主な指導内容 

ア  直接交流 
本校の児童生徒ができる活動を中心にしていくが，相手校の児童生徒にも活動内容を考えて

もらったものも生かせるように計画を立てる。活動の中で児童生徒同士が，より多く触れ合え

るよう活動内容を考慮する。 

イ  間接交流  
感染症対策等により直接交流が実施できない場合にリモート機器を活用して交流したり，事

前・事後指導として自己紹介カード，ＶＴＲ，手紙，写真等の交換やインターネット（メール，

ホームページ）によって交流を深めたりする。 
④  指導上の留意点 

本校の児童生徒と相手校の児童生徒が，互いに主体的にかかわりをもつために，次の事項に配慮

して計画を進める。                                            

ア  それぞれの学校のねらいや意義について共通理解を図る。                     

イ  児童生徒の実態について共通理解を図る。 

ウ  児童生徒の負担加重にならないように，活動内容については十分検討する。 

エ  児童生徒及び教師に感染症の疑いがある場合は参加しない。 

※ 本校及び相手校の教育の実態や様子について，動画や写真・自己紹介カード・インターネッ

トなどを利用して事前指導を行う。 
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(3) 読書指導 

   ①  基本的な考え方                                                            

読書は，言葉や感性，情緒を育て，表現力，創造力を啓発するとともに，人としてよりよく生

きようとする力を育み，人間性や社会性をより豊かなものにするのに有効である。 

学習指導要領では「自分で課題を見付け，問題を解決する資質や能力の育成」や「豊かな人間

性や社会性の育成」が重視されており，「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、

児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに，児童生徒の自

主的、自発的な学習活動や読書活動を充実すること。」が揚げられている。 

児童生徒の実態に対応できるように，学校図書館の図書・視聴覚教材を充実させながら読書指

導を推進していきたい。 

②   目標                                                                      

     ア 絵や文字，言葉への興味・関心を引き出すとともに，見ること，聞くこと，話すことへの意欲

を育てる。 

      イ 本や視聴覚教材を通して体験を拡げ，よりよく周囲の人とかかわろうとする態度を育てる。 

   ③ 主な指導内容 

ア 読書や読み聞かせ等に親しむ。（エプロンシアター，パネルシアター，紙芝居，素材感を味わ

う本，音の出る絵本等を含む。）                                

イ 読書や視聴覚教材の利用により，生活体験を拡大する。（TV，iPad，プロジェクター等） 

   ④ 指導上の留意点  

ア 児童生徒の発達段階に応じた読書の形態や教材の選択，読み聞かせ方法等を工夫する。 

イ  学校図書館の利用に際して，本の取り扱いや基本的マナーについても指導する。 

ウ 図書の紹介や読み聞かせの推奨など，家庭への読書活動の啓発を図る。 

 

(4) 情報教育 

①  基本的な考え方 

社会の情報化が進展していく中で，児童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり，パソ

コンやタブレット端末等で文字を入力するなどの基本的な操作や情報モラルを身に付けたりす

ることは一層重要となってくる。このような情報活用能力を育成するため，学習指導要領では「各

教科等の指導に当たっては，児童又は生徒がパソコンや情報通信ネットワークなどの情報手段に

慣れ親しみ，その基本的な操作を身に付け，適切かつ主体的，積極的に活用できるようにするた

めの学習活動を充実すること」を示している。本校では，上記の事柄を踏まえて，児童生徒の実

態に対応した指導内容を設定して，情報教育を推進していきたい。 

②  目 標 

パソコンやタブレット端末や情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ，その基本的

な操作を身に付け，適切に活用できるようにする。 

③  主な指導内容 

ア 様々な情報手段を活用して，効果的に利用する。 

イ  身の周りの情報手段に慣れ親しむ。 

④ 指導上の留意点 

ア  障害による操作上の困難を補い，個々の児童生徒に応じた利用方法を考える。  

イ  個々の障害の特性や社会経験等を考慮して，適切な補助用具を選択したり，指導上の工夫を

行ったりする。  
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(5) キャリア教育と進路指導 

   ① 基本的な考え方 

  特別支援学校における進路指導は，一人一人の障害の状態及び能力・適性等に応じ，可能な限り

積極的に社会に参加・自立する人間を育成する観点から，小学部の段階から学校の教育活動全体を

通じて組織的，継続的に行われるべき重要な教育活動である。また，進路指導の取組はキャリア教

育の中核である。キャリア教育とは個々の発達段階に応じ適切に指導・支援することで，今の生活

を豊かにし，卒業後の社会参加と自立を目指すものである。 

本校では，児童生徒の実態から「児童生徒一人一人の良さを生かした豊かな生活」を目指すこと

を進路指導の中心として取り組んでいる。周りの人やものへ興味・関心を示したり，喜びや悲しみ

などの表情を表したり，身体を動かしたりして，自らかかわろうとする児童生徒の自主性と可能性

を引き出し，将来に対する夢や希望がもてるような指導を目指していきたいと考える。 

② 目標 

 ア 日常生活習慣の確立，基本的人間関係の理解，コミュニケーションの成立 

     イ 集団・経済生活への参加能力及び社会生活適応能力，勤労観・職業観の育成 

  ③ 主な指導内容 

    ア 食事，排せつ，睡眠等の生活リズムをつくる 

    イ 身近な人やものに関わる楽しさを感じ，その喜びや楽しさなどを表情に表す 

    ウ あいさつや手伝い，金銭の利用，整理整頓等に関すること 

     エ 余暇，交通機関，公共物の利用等に関すること 

     オ 体力・技能，働くこと等に関すること 

   ④ 指導上の留意点 

ア 多様な障害や個人差に応じて，個別の指導に重点を置き，弾力的な指導計画を基に長期的な  

展望をもち，指導の徹底を図る。 

イ 自己決定力の育成やその子なりの自立について，保護者，やまびこ医療福祉センターとの密 接

な連携を図り，お互いに共感的立場をとり，指導を進める。 

ウ 将来への展望について，定期的に保護者，やまびこ医療福祉センターと懇談し，将来を見通 し

た指導内容の精選を図る。 

エ 児童生徒の経験を通じて，自己の能力・適性及び興味等を理解できるようにし，具体的，実 際

的に体験入学や職場見学等進路に関する情報を得ることができるようにする。 

   ⑤  キャリア教育全体計画，キャリア教育の実際  ※次頁参照 
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キャリア教育全体計画 
皆与志養護学校 

めざす子供の姿 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

 

 

 

 

 

教育関係法規・参考資料等 

１ 健やかな体

と元気な心の

子供 

２ 関わり合い

伝え合う子供 

３ 力を生活に

生かす子供 

教育的ニーズに応じた教育を行い明るく，強く，心豊かに生活できる児童

生徒を育成する。 
・ 日本国憲法 

・ 教育基本法 
めざす子供の姿 

○ 健やかな体と元気な心の子供 

○ 関わり合い伝え合う子供 

○ 力を生活に生かす子供 

めざす教師の姿 

１ 子供とともに

進む教師 

 

２ 専門性を高め

チャレンジする

教師 

 

３ 信頼される教

師 

本校児童生徒の

生きる力 

キャリア教育と進路指導の目標 

ア 日常生活習慣の確立，基本的人間関係の理解，コミュニケーションの  

成立 

イ 集団・経済生活への参加能力及び社会生活適応能力，勤労観・職業観の

育成 ○ 健康を保持

増進する力 

○ 周りの人や

ものに興味・関

心をもち，働き

掛けようとす

る力 

○ 自分のもっ

ている力を発

揮して表現し

たり，理解した

りする力 

○ 生活を楽し

もうとする力 

 

キャリア教育と進路指導に関する学部目標 

小学部 中学部 
・ 生活の基礎となる健やかな体や豊

かな心を培う。 
 
・ 生活経験の拡大を図り，人やもの

との関わりを深めたり，広げたりし
て，自ら働き掛けようとする力を育
てる。 

 
・ 親しい人からの関わりに応え，自

分の気持ち等を視線・発声・動作・
表情等で表出する力を育てる。 

 
・ 集団活動に進んで参加し，ルール

や役割に沿って活動する力を育て
る。 

・ 集団生活に必要となる健やかな体
や豊かな心を培う。 

 
・ 集団生活の中で，人やものとの関

わりを深めたり，広げたりして，自
ら働き掛けようとする力を育てる。 

 
 
・ 友達や大人からの関わりに応え，

自分の気持ち等を視線・発声・動作・
表情等で表出する力を育てる。 

 
・ 将来の生活に向けた集団参加の仕

方や，ルールや役割に沿って活動す
る力を育てる。 

地域との連携 

・ 交流及び共同
学習 

・ 居住地校交流 
・ 卒業生在籍校

への学校訪問 

 
育てたい力 

人
間
関
係
形
成
能
力 

○ 自分の好きなもの，好きなことをもつ。【人との関わり】 

○ 自分らしさを発揮し，のびのびと活動する。【人との関わり】 

○ 教師や友達と関わり，一緒に活動する中で自分の良いところや得意なことを表現する。【人との関わり】 

○ 友達と仲良く遊ぶ。【人との関わり】 

○ 友達を認め，友達の良さに気付く。【人との関わり】 

○ 「分かった」「できた」という体験の中で自己有用感を得る。【自己理解・他者理解】 

○ 自分と相手の違いに気付き，異性や異年齢の人たちと共に活動する。【自己理解・他者理解】 

○ 集団活動に進んで参加し，教師や友達との良い関係を築きながら活動する。【集団参加】 

○ 要求，拒否，許可，応答，説明，思いなど，自分の意思や感情を表現する。【意思表現】 

○ 自分から挨拶を行う。【挨拶・清潔・身だしなみ】 

情
報
活
用
能
力 

○ 周囲の様々な環境に興味や関心をもつ。【様々な情報への関心】 

○ 公共施設や交通機関，いろいろな商店などを実際に利用する。【社会資源の活用とマナー】 

○ 係活動や当番活動，手伝いなどの役割を果たし，認められることで役に立つよろこびを感じる。【働く喜び】 

将
来
設
計
能
力 

○ 家庭や学校生活に必要な基礎的な習慣を形成する。【習慣形成】 

○ 身近な職業や働く人に関心をもつ。【夢や希望】 

○ 思う存分活動に取り組み，物事をやり遂げようとする気持ちをもつ。【やりがい】 

○ 好きな活動への意欲を様々な学習活動につなげる。【やりがい】 

意
思
決
定
能
力 

○ 自分の好きな遊びや活動をもち，進んで取り組む。【自己選択】 

○ 自己の個性や興味，関心などに基づいてより良い選択をしようとする。【自己選択】 

○ 活動後に自らの活動を振り返る。【振り返り】 

○ 活動場面での振り返りを基に次の活動に生かそうとする。【肯定的な振り返り】 
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キャリア教育の実際 

 

小学部指導内容 中学部指導内容 

・ 朝の会，帰りの会，係活動，（委員会活動） 

・ 個別の課題学習 

・ 行事への参加 

・ 遊具遊び，手遊び，ゲーム 

・ 買い物学習・調理 

・ 工作，感触遊び 

・ 校外学習，修学旅行及び事前事後学習 

・ 中学部との交流 

・ （児童生徒会及び委員会活動） 

・ キャリアアップ体験学習 

・ 進路学習 

・ 高等部見学 

・ 高等部入学者選考に向けて 

・ 卒業に向けて 

・ 卒業制作 

 

 

各領域におけるキャリア教育指導内容 

学校行事等 自立活動 
特別活動・その

他 
教科等 

小

学

部 

・入学式 

・運動会 

・校外学習 

・修学旅行 

・学習発表会 

・卒業式 

・個別の 

課題学習 

・学級活動 

・集会活動 

・交流学習 

・お楽しみ会 

・日常生活の指導 

（基本的生活習慣，朝の会，帰りの会，給食等） 

・季節や行事・社会習慣に関連した遊び 

音楽遊び：歌遊び，楽器遊び 

感覚運動遊び：きく・みる，ふれる，ゆれる， 

うごく遊び 

年間を通して：花や野菜などを観察したり育て

たりしよう，絵本等に親しもう 

・卒業に向けて：卒業制作 

中

学

部 

・入学式 

・運動会 

・校外学習 

・修学旅行 

・学習発表会 

・キャリアアッ

プ体験学習 

・高等部体験学

習 

・高等部入学者 

選考 

・卒業式 

・個別の 

課題学習 

・学級活動 

・集会活動 

・交流学習 

・お楽しみ会 

・各行事に向けて

役割分担をし，

役割を果たす 

・日常生活の指導（あいさつ，返事等） 

・生活単元学習：製品販売に関する学習 

キャリアアップ体験学習 

高等部体験学習 

高等部入学者選考に向けた学習 

卒業に向けて 

卒業制作 
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Ⅸ 各教育課程 
１ Ⅰ課程（知的教科代替の教育課程）・Ⅱ課程（自立活動を主とした教育課程） 

(1) 教科別の指導 

 

音  楽 
１ 基本的な考え方 

本校小学部・中学部の音楽科では，知的障害である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小

学部音楽科の１段階及び２段階の内容を参考に，児童生徒の実態に応じた活動内容を設定する。そ

の中で，個々の児童生徒の実態を考慮し，必要に応じて３段階の内容も取り扱うことができるよう

にする。 

音楽科では，表現，鑑賞の二つの内容を扱う。表現では，１段階における音楽遊び及び２段階に

おける歌唱，器楽，音楽づくり，身体表現の各領域で，音楽表現を楽しむために必要な，音や音楽

を感じて体を動かす，楽器の音を出す，声を出すなどの技能を身に付けることを目指す。それら

の活動を通して，児童生徒が教師とのやり取りを楽しむ中で，教師は児童生徒のわずかな動きを

見逃さずに受け止めて返していくことを大切にしたい。また，鑑賞では，児童生徒が音楽に気付

きやすい環境を作り，児童生徒が音や音楽を聴いて，自分なりの楽しさを見付ける資質・能力を

育てていきたい。 

さらに，音や音楽に心を動かされる体験を通して，教師や友達と音や音楽及び言葉によるコミ

ュニケーションを楽しみながら，音楽に対する感性や，音や音楽に楽しく関わる態度を養いたい。

また，児童生徒が楽しい音楽経験を得られることを重視し，日々の生活の中で音楽活動を取り入

れ，楽しい活動をできるようにしていきたい。 
 

２ 目標 

表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活の中の音や音楽に興味や
関心をもって関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識及び技能 ⑴ 曲名や曲想と音楽のつくりについて気付くとともに，感じたことを音楽
で表現するために必要な技能を身に付けるようにする。 

思考力，判断力，
表現力等 

⑵ 感じたことを表現することや，曲や演奏の楽しさを見いだしながら，音
や音楽の楽しさを味わって聴くことができるようにする。 

学びに向かう
力，人間性等 

⑶ 音や音楽に楽しく関わり，協働して音楽活動をする楽しさを感じるとと
もに，身の回りの様々な音楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培う。 

 
３ 指導に当たって 

  ここでは，学習指導要領に示されている１段階の音楽遊びを，２・３段階の歌唱，器楽，音楽づ

くり，身体表現及び鑑賞の各領域の基礎と捉え，領域ごとに示す。 

   歌唱では，歌の一部分だけでも発声するように促したり，歌唱に発声しやすい掛け声などを加え

たりすることで，自然な流れでの発声を導き出すことができるようにする。また，一対一での歌い

掛け，斉唱や合唱などを聴くことを通して，抑揚をまねて声を出したり，体でリズムを取って表現

したりすることができるようにする。 

   器楽では，いろいろな楽器に自分で触れたり振ったりして鳴らし，意図的に音を出してみようと

いう気持ちをもったり，音の違いに気付いたりすることができるようにする。また，曲の拍やリズ

ム，ハーモニーを体で感じる中で「演奏したい」という思いを実現するために，児童生徒の実態に

合わせた補助具等を活用して，自分で演奏できるようにする。 

    音楽づくりでは，教師と一緒に音を選んだりつなげたりして表現する音遊びを通して，声（歌

声，ささやき声やため息，擬声語や擬態語）や身の回りの様々な音が生み出す面白さなどに気付く

ことができるようにする。また，リズムを模倣したり，児童生徒が発した声の抑揚を教師が短い旋

律にしたりしながら，音や声で表現することができるようにする。 

    身体表現では，音楽を聴きながら自由に手足や全身を動かしたり，リズムの働きが生み出す面白

さを感じながら，示範を見てまねしてみたり，教師や友達と一緒に身体表現したりすることができ

るようにする。 

鑑賞では，音を集中して聴いたり，自然音や生活音に興味をもって聴いたりすることで，聴きと

める，聴き分ける力を育てる。また，身近な人の演奏を見たり，聴いたりする活動を通して，音楽

に合わせて体を揺らしたり，声を出したりするなど，演奏の楽しさに気付くことを大切にしなが

ら，自分の好きな音色や音を見付けることができるようにする。 
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題材一覧表
月 題材名 目標・主な学習活動・教材曲 時数

○ いろいろな楽曲の特徴や雰囲気を感じとりながら聴く・歌
う・声を出すなどして楽しさを味わうことができる。

【 】歌唱・身体表現・鑑賞
・ 好きな曲やいろいろな曲を聴きながら，体を動かしたり，

４
６・ 歌で仲良し

声を出したり，歌ったりする。
・ 教師や友達と触れ合いながら歌遊びをする。

５
・ 速い・遅い，元気・静かな，などの曲の特徴を感じながら
楽しんで聴く。

教材曲
（前年度に教材曲一覧などを参考に選び，記入しておく）
○ 身近な物や楽器の音色に親しんだり，好きな音の楽器を自
分で鳴らしたりすることができる。

【 】
６

器楽・音楽づくり・鑑賞

７・ いい音をみつけて
・ 音の出る教具や楽器に触れ，自由に鳴らす。

， 。
７

・ 教師とやり取りしながら いろいろな音を鳴らして楽しむ
， 。・ いろいろな楽器の音を聴いて 好きな音や音色を見付ける

教材曲
（ ）
○ 曲のリズムやテンポ，音の重なりを感じながら楽曲の雰囲
気の違いを感じとったり，曲に合わせて自由に体を動かした
りすることができる。

【 】９ 歌唱・器楽・身体表現・鑑賞
６・ リズムにのって ・ 簡単なリズムに合わせて身体表現をする。

１０ ・ 曲の雰囲気を感じ取り，自由に身体表現しながら鑑賞をす
る。

教材曲
（ ）
○ いろいろな楽器の音を聴くことや鳴らすことをとおして楽
器に興味をもち，曲に合わせて演奏することができる。

【 】１１ 器楽・音楽づくり・鑑賞
７・ 楽器で演奏 ・ リズム楽器を使って部分奏や簡単な合奏をする。

１２ ・ 曲の雰囲気を感じ取りながら鑑賞をする。
教材曲
（ ）
○ 日本の音楽や外国の音楽について，それぞれの特徴や面白
さを味わい，曲想を感じながら演奏や身体表現をすることが
できる。

【 】歌唱・器楽・身体表現・鑑賞
・ いろいろな音楽に関心をもって曲想を感じ取りながら聴い１

７・ いろいろな音楽
たり，曲に合わせて歌ったりする。

・ 音楽に合わせて，自由に身体表現したり教師の動作を模倣
２

したりしながら，簡単なフォークダンスやおどりをする。
・ 好きな役を演じたり，友達の様子を見たりしながら，簡単
な音楽劇などをする。

教材曲
（ ）
○ 一年間学習した内容を振り返り，歌唱・演奏などで好きな
歌や思い出の曲を再度楽しむことができる。

【 】歌唱・器楽・身体表現・鑑賞
・ 一年間の思い出を振り返り，好きな曲で身体表現や楽器の

３ 思い出の歌 演奏をしたり，歌を歌ったりする。 ２
・ 卒業式の雰囲気を感じながら卒業式やお別れの歌を歌う。
・ 卒業式に使われる曲に親しみながら鑑賞をする。
教材曲
（ ）

※ 新型コロナウイルス感染症対策のため，合同学習は行うが，自宅通学生とやまびこ生の間をパー
ティションで仕切る。また，演奏を行う際はマスク着用の上，パーティションで仕切る。
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体育・保健体育 

１ 基本的な考え方 

   運動やスポーツの意義として「健康の保持増進」，「体力の向上」，「自立心の育成」，「情緒の安定」，「スト

レス解消」，「集団適応，社会参加の促進といった社会性の育成」などが挙げられる。これらの意義を享受（受

け入れて，味わい楽しむ）し，幸福で豊かな生活を営むことは，障害の有無に関係なく，全ての人にとって

の権利である。そのためには，各々の関心，適性等に応じて，安全かつ公正な環境の下で日常的に運動やス

ポーツに親しむことができる機会や場所を整備するとともに，学校体育の中で運動やスポーツに自ら進んで

取り組み，豊かなスポーツライフを送っていける力を児童生徒が身に付けていくことが大切である。 
   その上で肢体不自由児にとって重要となるのが，「生涯を通じた健康の保持増進」である。肢体不自由児は，

体の動かしにくさから長時間同じ姿勢のままでいることにより，年齢を重ねる中で，関節拘縮，脱臼，側彎

などの変形が二次障害として生じ，ますます体を動かしにくくなる。また，同年齢の健常児よりも体力水準

が低くなりがちであり，体を動かさないことでますますその差は大きくなっていく。こうした体の動かしに

くさや体力の低下が，活動意欲の減退につながっていくと，心身の健康に悪影響を与えることも考えられる。 
学習指導要領の体育・保健体育の目標と内容には，「運動を通して体を動かす楽しさや喜び，心地よさに

触れる」と記されている。本校の児童生徒は，運動面に課題を抱えている子どもがほとんどであり，動きは

小さく，できる運動も限られている。しかし，友達や教師と一緒に体を動かすことで笑顔になり，繰り返し

取り組むことで自発的な動きが引き出され，できるようになることで自信や達成感を得ることができる。そ

して「もっとやりたい」，「またやりたい」という気持ちにもつなげることができる。児童生徒一人一人の運

動に対する興味や関心，意欲を感じ取り，広げていくことが大切なことであり，本校において教科体育に取

り組む意義であると考える。 
   そこで本校では，体育・保健体育の学習を通して，身体的・精神的な発達を促すと共に，友達や教師との

関わりを大切にしながら，体を動かす楽しさや喜び，心地よさに触れ，生涯を通してスポーツに親しむこと

ができる能力や態度を育てていきたい。 
 
２ 目標                                    ①１段階 ②２段階 

教科の目標 

知識及び技能 
① 教師と一緒に，楽しく体を動かすことができるようにする。 
② 教師の支援を受けながら，楽しく基本的な運動ができるようにすると

ともに，健康な生活に必要な事柄ができるようにする。 

思考力，判断力，表現力等 

① 体を動かすことの楽しさや心地よさを表現できるようにする。 

② 基本的な運動に慣れ，その楽しさや感じたことを表現できるようにす

るとともに，健康な生活に向け，感じたことを他者に伝える力を養う。 

学びに向かう力，人間性等 
① 簡単な合図や指示に従って，楽しく運動をしようとする態度を養う。 

② 簡単なきまりを守り，友達とともに安全に楽しく運動をしようとした

り，健康に必要な事柄をしようとしたりする態度を養う。 
 
３ 指導に当たって 

 ・ 「児童生徒の実態と配慮事項」資料を参考に，一人一人の実態を把握し共通理解を図る。 
・ 毎時の健康観察を徹底し，児童生徒の健康状態を的確に把握して指導・支援に当たる。 
・ 指導体制や監視体制を整備し，安心・安全に活動に取り組めるようにする。 

 ・ 施設や設備，用具等の点検を定期的に行い，事故の未然防止に努める。 
 ・ 各題材においては，それぞれの児童生徒の実態に応じた活動内容やルールの設定をしたり，教材・教具

の工夫・開発をしたりする。 
・ 体育の内容の【表現遊び・表現運動・ダンス】は，準備運動等で取り扱う。【保健】は，日常生活の指

導や特別活動の時間に，児童生徒の実態に応じた内容で指導に当たるようにする。【武道】は，本校の実

情や児童生徒の実態から実施しない。 
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題材一覧表 

月 題材名・主な学習活動 実施形態 時数 

４ 

〈体つくり運動遊び・体つくり運動〉 

○ 仲間遊び 

○ リズム遊び 

○ いろいろなボール運動 

① 各学級 

 

② 全員 

２ 

５ 

〈運動会練習〉 

○ 準備運動   ○ 個人種目 

○ 集団行動   ○ 団体種目 

○ 応援合戦   ○ ふれあい種目 

① 各学校 

 

② 鹿児島養護学校高

等部訪問教育学級と

合同で行う。 

１１ 

６ 
〈水遊び・水の中での運動〉 

○ 水に慣れる運動（シャワー，入水等） 

○ 水遊び 

○ 歩く，浮く，潜る運動 

○ 泳ぐ運動 

個人での活動を中心

に行い，可能な範囲で集

団での活動も行う。 

２ 

７ ２ 

９ ２ 

１０ 
〈サーキット運動〉 

○ 回る運動 

（マット，サイバーホイール，ローリングシーソー等） 

○ 弾む運動 

（トランポリン，ユニジャンプ等） 

○ 滑る運動 

（滑り台，ボールスライダー等） 

○ 歩く・進む運動 

（平均台，移動式平行棒，スクーターボード等） 

実態に応じて運動用

具を選んだり，組み合

わせたりして，個人で

の活動を中心に行う。 

１ 

１１ ４ 

１２ 

〈トピック活動〉 

○ 風船バレー  ○ ハンドキックベースボール 

○ ＰＫサッカー ○ 輪つなぎ競争 等 

全員 ３ 

１ 
〈ミニゲーム〉 

○ エアホッケー 

○ グラウンドゴルフ 

○ ボウリング，キックボウリング 

○ 転がしドッジボール 等 

子供の実態や希望に

応じて，種目を選択し

たり，組み合わせたり

してゲームを行う。 

２ 

２ ４ 

３ ２ 

計 ３５時間 

 
※ 感染症の状況によっては，合同学習を避け，各学級や各学校単位で授業を実施する。 
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ア 知識及び技能    イ 思考力，判断力，表現力等    ウ 学びに向かう力，人間性等 

題材の目標 

〈体つくり運動遊び・体つくり運動〉 

ア 教師と一緒に又は教師の支援を受けながら，楽しく体を動かすことができる。 

イ 体を動かすことの楽しさや心地よさを知り，感じたことを表現することができる。 

ウ 簡単な合図や指示に従って，体を動かそうとしたり，友達と一緒に安全に楽しく活動をしようとし

たりすることができる。 

〈運動会練習〉 

ア 教師と一緒に又は教師の支援を受けながら，体全体を動かして個人や集団の種目に取り組むことが

できる。 

イ ゴールを目指しながら体を一生懸命に動かすことや，友達と一緒に協力して競技に参加することの

楽しさや喜びを知り，感じたことを表現することができる。 

ウ 簡単な合図や指示に従って，友達と一緒に安全に楽しく運動をしようとしたり，グループや組ごと

に競い合おうとしたりすることができる。 

〈水遊び・水の中での運動〉 

ア 教師と一緒に又は教師の支援を受けながら，水の特性を生かした簡単な水遊びをしたり，水の中で

基本的な運動（浮く，立つ，歩く，潜る等）をしたりすることができる。 

イ 水の中で体を動かすことの楽しさや心地よさを知り，感じたことを表現することができる。 

ウ 簡単な合図や指示に従って，安全に楽しく水の特性を生かした簡単な水遊びや水の中での基本的な

運動（浮く，立つ，歩く，潜る等）をしようとしたりすることができる。 

〈サーキット運動（器械・器具を使っての遊び・器械・器具を使っての運動）〉 

ア 教師と一緒に又は教師の支援を受けながら，器械・器具を使って楽しく体を動かしたり，基本的な

運動（回る，弾む，進む，投げる等）をしたりすることができる。 

イ 器械・器具を使って教師や友達と一緒に体を動かすことの楽しさや心地よさを知り，感じたことを

表現することができる。 

ウ 教師や友達と一緒に安全に楽しく器械・器具を使って体を動かしたり，基本的な運動（回る，弾む，

進む，投げる等）をしようとしたりすることができる。 

〈ミニゲーム（ボール遊び・ボールや道具を使ったゲーム）〉 

ア 教師と一緒に又は教師の支援を受けながら，ボールや道具を使って楽しく体を動かしたり，基本的

な運動（転がす，投げる，打つ，捕る等）やゲームをしたりすることができる。 

イ ボールや道具を使って体を動かすことや友達と一緒にゲームをすることの楽しさや喜びを知り，感

じたことを表現することができる。 

ウ 簡単な合図や指示に従って，ボールや道具を使って楽しく体を動かそうとしたり，友達と一緒に安

全に楽しくボールや道具を使った基本的な運動（転がす，投げる，打つ，捕る等）やゲームをしよう

としたりすることができる。 

〈保健〉 

ア 教師と一緒に又は教師の支援を受けながら，歯磨きや風邪予防など健康な生活に必要な事柄を知る

ことができる。 

イ 健康な生活に必要な事柄について，教師と一緒に又は教師の支援を受けながら，友達や教師の前で

発表することができる。 
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（２）各教科等を合わせた指導 

日常生活の指導 
 
１ 基本的な考え方 

日常生活の指導は，児童生徒の日常生活が充実し，生活の質が高まるように日常生活の諸活動

を適切に指導するものである。生活科の内容だけではなく，広範囲に，各教科の内容が取り扱わ

れる。それらは例えば，衣服の着脱，洗面，手洗い，排せつ，食事，清潔など基本的生活習慣の

内容や，挨拶，言葉遣い，礼儀作法，時間を守ること，きまりを守ることなどの日常生活や社会

生活において人との関わりのために必要な内容である。 
 本校の児童生徒は，障害の状態が重度で，自ら進んで動こうとする気持ちは強いが，動きが制

限されることが多いことや日常生活のほとんどに介助を必要としていることから，生活年齢に比

較して基本的な生活習慣を身に付けることが難しい。 
 このような児童生徒に対して毎日繰り返し指導することによって発展的に身に付けることがで

きる日常生活の指導は，一人一人の児童生徒の生活を豊かにしていく上で，最も基本的で重要な

役割を占めており，すべての指導の根底となるものである。児童生徒が日常生活の諸活動に精一

杯取り組めるように環境を整え，個に応じた必要な支援を行うことで，単に身辺処理にかかわる

技能を高めるだけでなく，一日の流れに見通しをもって，日常生活をより自立的・発展的に送ろ

うとする意欲や態度を育てることができると考える。また，毎日同じ活動を繰り返すことは，規

則正しい生活を送ることにもつながり，障害の状態が重度化・多様化している本校の児童生徒の

健康を保持・増進していく上で，大変重要だと考える。さらに，挨拶，礼儀，きまりを守ること

といった社会生活を過ごす上で必要な基本的な内容も取り入れ，身に付けていくことで，本校の

児童生徒にとっての生きる力を育んでいきたい。 
                                                   
２ 目標 

知識及び技能 
 日常生活の基本的な習慣についての知識や技能を身に付けるように

する。 
思考力・判断力 

表現力等 
 日常生活に必要な身辺処理の向上，自立を図るとともに，一日の流

れに見通しをもって，自ら進んで活動しようとする意欲や態度を養う。 
学びに向かう力・ 

人間性等 
 家庭や学校，地域，社会などの集団で生活を営むために必要な力を

養い，集団生活への適応を図る。 
  
３ 指導に当たって 

 ・ 日常生活や学習の自然な流れに沿い，その活動を実際的で必然性のある状況下で取り組むこ

とにより，生活や学習の文脈に即した学習ができるようにする。 
 ・ 毎日反復して行い，望ましい生活習慣の形成を図るものであり，繰り返しながら取り組むこ

とにより習慣化していくという指導の段階を経て，発展的な内容を取り扱うようにする。 
 ・ できつつあることや意欲的な面を考慮し，適切な支援を行うとともに，生活上の目標を達成

していくために，学習状況等に応じて課題を細分化して段階的な指導ができるようにする。 
 ・ 指導場面や集団の大きさなど，活動の特徴を踏まえ，個々の実態に即した効果的な指導がで

きるように計画する。 
 ・ 学校と家庭，関係機関等との連携を図り，児童生徒が学校で取り組んでいること，また家庭

や関係機関等でこれまで取り組んできたことなどを双方向で学習状況等を共有し，指導の充実

を図るようにする。 
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【指導計画】

※ １段階の活動内容は教師と一緒に行うこと，２段階の活動内容は教師の支援を一部分と
すること，３段階の活動内容はより自立的に行うことを基本とし，児童生徒の実態に合わ
せて選択できるように一日の生活の流れに沿って主な指導内容を示してある。

＜１・２・３段階＞

活 動 名 関連教科活 動 内 容

○ 朝の活動
生，社・ 登校 ○ 廊下を安全に歩いたり，車椅子をこいだりして登校

する。
○ 安全に気を付けて，車の乗降をする。
○ 友達や教師に挨拶をする。
○ 靴を履き替える。
○ 靴を靴箱に入れる。

○ 衣服の調節をする。 生，社，・ 身支度
職・家○ 通学服から活動しやすい服装に着替えた後，裏表に

気を付けて簡単に畳み，棚に片付ける。
○ 連絡帳を決められた場所に提出したり，かばんを棚
に置いたりする。

○ 体温を測る。
○ 手や顔を拭いたり，洗ったりする。
○ 歯磨きをする。

・ 係の仕事 ○ カレンダーで今日の日付をめくったり 調べたりする 生，国，， 。
○ 今日の天気を調べる。 算・数，理，
○ 朝の会の進行をする。 社，職・家
○ 決められた係や当番の仕事をする。

・ 朝の会 ○ 始めの挨拶をする。 生，国，音，
○ 「あさのうた」を歌う。 算・数，理，
○ 名前を呼ばれたら返事をする。 社，職・家
○ 健康観察を受けたり，今日の調子を発表したりする。
○ 連絡帳の内容や出来事を聞いたり，話したりする。
○ 今日の日付，天気を調べて発表する。
○ 今日の学習の流れを確認する。
○ 教師の話を聞く。
○ 関わり遊びをする
○ 終わりの挨拶をする。

活 動 内 容活 動 名

○ 一日を通して ○ いろいろな遊びをする。 生，算・数
・ 遊び ○ 室内や戸外で遊ぶ。 社，職・家

○ 共同の遊具や借用物を大切にする。
○ 遊んだ玩具等を元の場所に片付ける。
○ 時計を見たり，チャイムの合図を聞いたりして休み時
間の終わりを知る。

・ 排せつ ○ 尿意，便意を教師に伝える。 生，保体
○ 排尿，排便があったことを伝える。
○ 一定の時刻にトイレに行く。
○ パンツやズボンを脱いだり，上げたりして身なりを整
える。

○ ドアやカーテンを閉める。
○ 終わったら紙でふく。
○ 生理のときはナプキンを定時で取り替え，適切に処理
する。

○ 排せつ後，トイレの水を流したり手を洗ったりする。

・ 清潔 ○ 顔，手足をぬれタオルで拭く。 生，保体
○ 石けんで手を洗い，タオルなどで拭く。 社，職・家
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○ コップでうがいをする。
○ 外から帰ってきたら，車椅子や靴に付いた土や泥を落
とす。

○ タオルやハンカチなどで汗を拭く。

， ， ，・ 身なり ○ 汗や汚れがひどいときは衣服の着脱をする。 生 保体 理
○ 目的や場，天候に合わせて衣服（帽子）を調整したり 社，職・家
靴を選んだりする。

○ 鏡で服装や髪などが整っているかを見る。

活 動 内 容活 動 名

○ 給食
・ 身支度と準 ○ 食前に排せつを済ます。 生，社，
備 ○ 自分のエプロンを付ける。 職・家

○ 手洗いうがいをする。
○ 当番の仕事（牛乳配り）をする。
○ 自分の食事の配膳をする。
○ 自分の席で待つ。

・ 食事 ○ 食前の挨拶をする。 生，国，
○ 今日の献立を知る。 算・数，社，
○ 食器を持つなど，正しい姿勢で食事をする。 職・家
○ スプーンや箸を使って食べる。
○ ストローやコップを使って飲む。
○ 適量を口に入れ，よくかんで食べる。
○ 席を離れたり，大声を出したりしないで食べる。
○ 好き嫌いなく食べる。

・ 片付け ○ 食後の挨拶をする。 生，算・数
○ 食器やお盆を片付ける。 社，職・家
○ テーブルを拭く。
○ エプロンなどの後片付けをする。

・ 清潔 ○ 食後の歯磨きをする。 生，職・家
○ コップや歯ブラシを決められた場所に置く。
○ タオルやハンカチで顔や手を拭く。

活 動 内 容活 動 名

○ 帰りの活動
生，社・ 身支度 ○ 排せつを済ます。
職・家○ 通学服やかばんを棚から持ってくる。

○ 通学服に着替え，着ていた服は畳んでカバンに入れ
る。

○ 連絡帳などをもらってかばんに入れる。
○ 帰りの準備をして席で待つ。

生，国，音，・ 帰りの会 ○ 始めの挨拶をする。
社○ 一日を振り返り発表する。

○ 教師の話を聞く。
○ 「かえりのうた」を歌う。
○ 帰りの挨拶をする。

生，社・ 下校 ○ 靴を靴箱から出す。
○ 靴を履き替える。
○ 友達や教師に挨拶をする。
○ 廊下を安全に歩いたり，車椅子をこいだりして下校
する。
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【配慮事項】

○ 登校までの様子を知る。＜連絡帳，申し送り＞
（食事，睡眠，入浴，機嫌，発作，薬，排便・排尿）

○ 登校時の健康チェックをする。

健康チェックのポイント
【顔色】

顔色がふだんと変わりないか観察する。
【眼】

眼の色，輝き，開き具合を観察する。
【機嫌】

ふだんと比べてどうか観察する。
【体温】

体温計を腋窩，口腔，耳等に当てて検温する。
平熱を知っておく。
体の緊張等で左右の腋窩の体温が異なることがあるので注意する。
体温は年齢，個人差，栄養状態，朝夕，季節，外界の温度，運動，興奮，食事等の影

響を受けるので注意する。
【脈拍，呼吸】

ふだんの脈や呼吸の状態を把握し，比較できるようにする。
パルスオキシメーターで脈拍，ＳｐＯ を計る。2

【排便・排尿，月経】
排せつリズムを把握する。おむつをチェックする 【医療機器等の装着状況確認】。
チューブ，鼻咽頭エアウェイ等

【発作】
発作の有無，形態，呼吸，心拍数，チアノーゼ，発熱，意識の状態等を観察する。

【覚醒状態】
睡眠時間や発作の有無などを確認する。
聴覚刺激（大きな声で呼び掛ける。リズミカルな曲を聴かせるなど ）により覚醒を。

促す。
触刺激，圧刺激 (足底，口周辺の刺激や脇腹などのくすぐり刺激を与えるなど ）によ。

り覚醒を促す。

口腔ケアの意義と留意点
， ， 。・ 経管栄養などで直接口に食べ物を入れない場合でも 雑菌が入ったり 唾液が出る

それらによる誤嚥性肺炎や感染症の恐れもあるので歯磨きは重要である。ただし，誤
嚥の恐れがある場合は，やまびこや保護者と連絡を取り，指導のもと危険の無い範囲
で行う。

・ 歯ブラシを口に入れることで，口の周りの筋肉や舌に刺激を与え，表情も豊かにな
り，咀嚼や嚥下等の機能を高めることにつながる。

・ 朝の歯磨きは，覚醒を促し，生活リズムの形成にもつながる。

歯磨きの進め方
・ これから歯磨きをすることを，分かりやすく伝える。
・ 肩，首に触れ，リラックスした状態をつくる。
・ 呼吸のタイミングを捉える。
・ 奥まで確認して磨く。
・ 口を開けることを動機付けとする。
・ 気持ちのよくなる歯磨きを行う。

○ 学習の時間

呼吸機能の改善方法
【頭部・体幹の安定】

下顎のコントロールを行う （下顎を前に引き出すことにより，舌根部を押し上げ，。
上気道を開き，頭部・体幹の安定を図る ）。

【姿勢変換】
， 。姿勢変換で全身のリラクゼ－ションを行うことにより 呼吸が楽にできるようにする

， ， （ ），仰臥位→痰を出しにくく 背中の気道が狭くなるので 首の下に枕を入れたり 肩枕
膝の関節を少し曲げたりする。
側臥位→緊張がほぐれやすい。舌根沈下の軽減。クッション等で姿勢を補助する。
伏臥位→排痰しやすい。クッション等で姿勢を補助する。
座位，上体を上げた姿勢

→少し前かがみにすると良い。リクライニングしすぎると，舌根沈下をおこし
てしまう。
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【胸腹式呼吸パターンの獲得】
呼吸に合わせて胸部のマッサージをしたり，腹部を押さえることによって，呼吸のリ

ズムを意識できるようにしたりする。
【排痰の調整】

振動で痰を出しやすくする。
タッピング（こう打法）→側臥位で手のひらをおわんのように丸めて軽い力で，胸部

及び肩甲骨下のタッピングを行う。
バイブレーション→電動歯ブラシなどは，直接体に当てると全体に振動が伝わってし

まうので，痰が詰まっている箇所の上に手を置き，その上からバイブレーションをかけ
るようにする。

○ 給 食

摂食時の配慮事項
○ 一人一人の摂食機能にあった食事の形態や食事指導になるよう留意し，安全な食事が
できるようにする。

【姿勢等】
① 体を床面から起こす。
・ 体を起こすことは抗重力筋が活性化され，唾液の分泌も促される。食事直前に体
を起こすのではなく，少なくとも 分ほど前から起こした姿勢に慣れるようにし30
た方がよい。

② 緊張を緩める。
・ 腕や肩をタッピングしたり，マッサージしたりして，全身の緊張を取るようにす
る。

③ 嚥下しやすいように頸－体幹の角度を決める。
・ 障害がきわめて重い子供の中には，体を起こし抗重力姿勢を取ること自体が誤嚥
傾向を高めてしまう場合もあり，Ｘ線による透視による診断が必要になる場合もあ
る。

④ 緊張の有無にかかわらず，膝を少し曲げ体全体を屈曲気味にする。
⑤ 体はよじれないように対称位にする。
・ 体に著しい変形がある場合には，対称位が食べやすい姿勢であるとは限らない。
嚥下の状態を見ながら体幹と頸の角度や向きなどに留意し，適切な姿勢を見付ける
ようにする。

， 。⑥ 腕は体の上に乗せ垂らしたり介助者の背中に回したりして 無理に抑制しないこと
・ 頸や体幹のコントロールができない子供を介助する場合介助者が安定したしかも
適切なポジションを決めることにより子供がリラックスし，随時的な動きも出しや
すくなる。適切な食事介助用椅子を用いるなどして長時間，楽に介助できるように
工夫する。

⑦ 下顎・口唇の介助は，子供の自発的な動きにそって行う。

※ 頸や口のコントロールが悪い場合の姿勢
側方位，後方位
→首が上向きにならないよう介助者の胸（肩～脇）で後頭部を支え，介助者の中指

， ，と人差し指で下顎の先端を軽くはさみ 介助者の親指の付け根を頸骨弓付近に当て
。 。 ，３点で頭部をしっかりと支える 口唇を介助する場合は介助者の親指を使う また

介助者の薬指，中指で下顎の先端をはさみ，介助者の人差し指で口唇を介助する方
法もある。介助者の手を頬に押し当て，咀嚼筋の動きを邪魔しないようにする。

※ 頸や口のコントロールがよい場合の姿勢
前方位
→介助者の親指をオトガイ部に当て介助者の中指で下顎をはさむ。２点だけでは不
安定なので，介助者の人差し指を下顎下付近において支点を求める方がよい。

【固形物の摂食】
， ， 。① 最初から口を開けている子供は いったん口を閉じ 自分から口を開くようにする

・ できるだけ子供が目で確認できるようにし，食べようとする意欲を引き出す。
・ 食物はスプーンの半分から 程度，前方に盛るようにする。2/3

② 食物を見せ，いくぶん下の方からスプーンを運ぶ。
③ スプーンを下唇に当て，開口を促す。
・ 子供の反応を呼び起こすために，必ず言葉掛けを行う。
歯でかじりとらせてしまうと，食物が口唇に触れないので，自分から口を開けるの
を待つ。

④ 開口したら，スプーンをまっすぐに口内に運び入れる。
・ スプーンの運び方は水平に出し入れするのが基本。
・ 舌が突出してくる場合は一度，舌を口の中に収めてから再度食物を摂取できるよ
うにする。
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⑤ 子供が自分から口唇を閉じようとするのを待つ。
・ 口唇が閉じない場合，３～５秒子供の動きを待って介助を入れ，下顎を閉じなが
ら上唇を下ろすのを手伝い，摂取できるようにする。摂取後は上唇から指を離す。

⑥ 上唇でスプーン上の食物を口に入れゆっくりと引き抜く。
⑦ 捕食後は，口唇を閉じた状態で子供の自然な下顎の動きを邪魔しないように介助す
る。
・ 子供が自分から口を開くまでは無理に食物を入れないことを基本とする。
・ 食物を運ぶ速度にも注意する。

※ スプーンの選び方
・ スプーンは口より小さいものを選ぶ。
・ 子供の機能に合わせて曲がりや底の深さ，幅，形状，柄の長さなどを考える。
・ 上唇が十分に機能していない場合は，できるだけ平たいスプーンを使用し，上唇
機能の発達に従い深みのあるスプーンを使用する。

【水分の摂取】
① 口を一度閉じてから行う。
・ 口唇を閉じ，下顎を咬合できるようにすることは，口腔の後方部を閉鎖して，水
が咽頭に流れ込まないようにし，嚥下を誘発しやすくする。

・ 水分補給時の下顎のコントロールは固形物の場合に比べて強く行う。
② スプーンは横に使い下唇をスプーンの縁に広く当てるようにする。
・ 斜めコップやスプーンを縦に使うことは，食器の先端が歯列より深めに入り口を
開く動きが誘発され正常な水分摂取ができない。スプーンの縁を口唇ではさみ込む
ようにすると口唇の容積も小さくなり摂取しやすくなる。

③ 頭部の前屈の動きを介助で引き出しながら，上唇を水面に下ろす。
・ 口唇が水面に触れることにより口の中に水分が入ってくる感覚が分かり，水量を
調節しようとする気持ちが起きてくる。

・ この時の口の動きはわずかな開きで十分。
④ 一定量を口内にすすぎこんだら，上唇を閉じる。
・ 口唇を閉鎖すると，口の中の水量感が出てきて嚥下を誘発する。
・ 飲み込みがしっかり終わるまでは顎の介助を離してはならない。
※ 姿勢やその他の配慮事項
・ 下唇にスプーンを当て，子供自らが上唇を水面水分を口に取り込めない場合は，
に下ろすように頭部を少し前屈する動きを引き出しながら介助する。
・ 水が多量に流れ込んでしまわないように，顔が少しコップや椀を使う場合は，
下向きになるように介助する。

・ 水分は，形がなく流れやすいので摂取が難しく固形物摂取時以上の機能が求めら
れるので，固形物で摂取することを練習し，上手に食べられるようになってきたら
水分摂取の練習を始める。

・ 寝た状態や上を向いた状態で水を飲ませたり口を大きく開いたときに水分を流し
込んだりすることはきわめて危険である。

・ 舌骨部位に軽く介助者の指を当てると，感触で嚥下の状態が分かる。
・ 舌の上にコップの先端を乗せたり，食器の先端が下唇から離れたりしないように
介助する。

※ 過敏を取る脱感作
・ 介助者の手のひらを刺激部位の肌を圧迫するようにしっかりと当て，当てたら嫌
がっても動かず，弱い力で緊張がおさまるまで続ける。体の正中線より遠い順に行
う。
手→腕→肩→首→頬→口腔周辺→口腔内

※ バンゲート法
・ 口腔内の筋機能の改善を促すための方法で，障害のある子供を対象にした受動的
刺激法。

※ ガムラビング
・ 口の中を上下左右に分けてマッサージして嚥下機能を刺激し促進する方法。

※ 口の体操
・ 「あーー 「らーー」などの発声。」，
・ 頬に介助者の手のひらを押し当てて外側にゆっくりと回す。
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生活単元学習 

 

１ 基本的な考え方 

 生活単元学習とは，児童生徒が生活上の目標を達成したり，課題を解決したりするために，それ

ぞれの生活に必要な事柄を実際的・総合的に学習することをねらい設定した，各教科等を合わせた

指導形態である。特別支援学校の生活科をはじめとした各教科等の目標・内容を踏まえ，学級等の

集団の実態に応じて指導計画を立て，総合的に学習することを目的としている。一方で本校の児童

生徒の実態により，学習指導要領の「重複障害等の教育課程の取り扱い」に基づき，いわゆる生活

単元学習と比べ，自立活動の占める割合が高くなる傾向がある。 

  単元を構成するにあたっては，各教科等の内容がバランスよく学習できるように「季節・行事」

「感覚･感覚運動」「作る・働く」の三つの分野を設定した。それらを，児童生徒や学級等の実態に

応じてバランスよく学べるように指導計画を立てて，実施する。 

実施に当たっては，下記の六つのポイントを押さえるようにする。 

① 主体的な学習 興味・関心に基づく，目当てや見通しがもてる。 

② 総合的な学習 必要な知識・技能が習得でき，多種多様な経験ができる。 

③ 実際的な学習 実際の生活から発展し，望ましい習慣・態度が身に付く。 

④ 活動的な学習 具体的な活動があり，その活動は自然な生活のまとまりである。 

⑤ 共同的な学習 共通の課題意識がもて，人とかかわりをもって活動できる。 

⑥ 個別的な学習 個々の発達水準に合う活動であり，個々の力が発揮できる。 

このような指導を通して，周囲からの働き掛けに気付いたり，人やものへ主体的に関わろうとし

たり，思いを表現しようとしたりする力を高め，本校の児童生徒の自立と社会参加を目指し，生涯

にわたって学ぼうとする生きる力の基礎を育んでいきたい。 

 

２ 目標 

生活に即した学習を通して，個別指導等で身に付けた力を様々な場面で発揮したり，応用して使

ったりして，よりよい生活を送ることができる。 

知識及び技能 
豊かな経験を通して，感じたり，気付いたり，分かったり，できるようになっ

たりする。 

思考力・判断力 

・表現力等 

 気付いたことやできるようになったことを使い，考えたり，試したり，工夫し

たり，表現したりする。 

学びに向かう力 

・人間性等 

 周囲からの働き掛けに気付き，受け入れたり，応えたりするなど，身近な人々

や自然，社会に主体的に関わろうとする。 

 

３ 指導に当たって 

(1) 各教科等がバランスよく履修できるように，年間指導計画一覧や個別の指導計画を基に，指

導計画を作成し，単元活動を工夫する。また，学級の実態に合わせて興味を喚起する新たな単

元を組み立て，必要に応じて学部・学級を超えて合同で活動する。 

(2) 集団生活の意識が高められるように，役割を分担するなどして，教師や友達との関わりやつ

ながりが感じられるように学習形態を工夫する。 

(3) 単元終了後には評価・改善を行い，P-D-C-A サイクルが円滑に回るように努める。単元計画・

評価を，集約・共有し，適宜，年間指導計画一覧を改訂する。また，単元計画・評価は，指導

実践集としても活用し，学校全体での指導力向上にも役立てる。 
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【各分野の基本的な考え方】 

〇 季節・行事〔生活，理科，社会，国語，算数，自立活動等〕 

「季節」では，四季の特徴がある身近な自然や事象に触れたり，季節の遊びを通して好きな活

動を増やしたりするとともに，教師や周りの人に気付いたり，関わったりする力を育てることを

目的としている。 

 「行事」では，内容に応じてそれぞれの課題を意識しながら，集団に気付いて教師と一緒に参

加したり，簡単な役割を果たす経験をしたり，公共施設を利用することを通して，教師と一緒に

安全な生活に取り組んだり，簡単な決まりに沿って行動したりする力を育てることを目的として

いる。 

 単元設定に当たっては，他の分野を取り入れた構成をすることで，児童生徒が多種多様な意義

のある経験をすることができ，それぞれの実態に応じた効果的な学習ができると期待される。 

 

○ 感覚・感覚運動〔生活，体育，自立活動等〕 

五感（触覚・視覚・聴覚・味覚・嗅覚）を刺激する学習課題を設定し，身の回りにある様々な

素材による働き掛け（刺激等）に気付いたり，受け入れたりする力を育て，自ら物や人に関わろ

うとする力を育てることを目的としている。 

また，様々な感覚刺激を楽しみながら経験を重ねることで，身体の動きや手足の感覚を脳に伝

える「固有感覚」や身体の傾きや身体のスピード感覚を脳に伝える「前庭感覚」など諸感覚の受

容（入力）と表出（出力）を育てることを目的としている。   

他の分野（季節・作る等）と関連付けて扱うことで，児童生徒の興味・関心を引き出し，よりよ

い学習活動が展開できると期待される。 

 

〇 作る・働く〔図工・美術，生活，職業・家庭，自立活動等〕 

「作る」では，造形活動を通して，身近なものに触れて心地よくなったり，線や形を描いてそ

の形を意味付けたり，素材を形に変化させたりしながら，表現の欲求を育て，主体的にものを作

る力を育てることを目的としている。 

「働く」では，個々が係の仕事や作業に取り組む中で，周りの人やものに主体的に関わったり，

集団の中で役割を果たしたりする力を育てることを目的としている。また，人に喜ばれる体験を

もつことで達成感を感じるとともに，周囲の人たちとの関わりの中で生活をよりよくしようとす

る力を育てることを目的としている。 

単元設定に当たっては，他の分野と関連付けたり，年間を通して継続的に学習の場を設定した

りすることで，児童生徒が見通しをもち，自発的な反応や行動を引き出す学習が展開できると期

待される。 

※ 生活は，中学部では理科，社会，職業・家庭に置き換える。 

〔巻末資料：各教科等を合わせた指導の中で取り扱う各教科の基本的な考え方（生活）参照〕 
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【単元・題材例一覧】 
 単元・題材 学 習 活 動 関連する各教科 行事･合同生単 

４
月 

新しい学年・友達 
 
 
 

○感触・制作 
 ・学級目標，時間割表，自己紹介カード 
○校外散策 
 ・学級写真の撮影 

 
国語，算数，図工･美術 
 
生活（理科） 

 
 
 
 

春を楽しもう 
 
 
 

○校外散策 
 ・春の空気感，春の植物・虫・鳥 
○感覚運動 
 ・屋外で体を動かす活動，ふれあい遊び 

 
生活（理科） 
 
体育 

 
 

５
月 

こどもの日 
 
 
 

○感触・制作 
 ・こいのぼり 
○絵本・歌 
 ・こいのぼりや端午の節句に関するもの 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 

 
 
 

花や野菜を育てようⅠ 
 

○感触・栽培 
 ・土の感触，夏野菜や芋の苗植え，水やり 

 
生活（理科） 

芋植え 

初夏を感じよう 
 
 
 

○感覚運動・感触 
 ・草そり，シャボン玉 
○校外散策 
 ・初夏の空気感，初夏の植物・虫・鳥 

 
体育，生活（理科） 
 
生活（理科） 

 

５
～
６
月 

運動会をがんばろう 
 
 
 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・応援グッズ，万国旗，ポスター，招待状 
○絵本・歌 
 ・運動会に関するもの 
○事前学習・事後学習 
 ・目標決め，写真や動画による振り返り 
○関わり 
 ・鹿児島養護学校高等部訪問教育学級生との合 

同学習 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 
 
国語，体育 
 
生活（社会） 

合同運動会 

６
月 

梅雨を感じよう 
 
 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・あじさい，てるてる坊主，かたつむり 
○絵本・歌 
 ・梅雨や雨に関するもの 
○感覚運動・感覚 
 ・屋内で体を動かす活動，雨音遊び 
○校外散策 
 ・傘やカッパを使用しての散策 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 
 
体育，生活（理科） 
 
生活（理科） 

 

校外学習に行こう 
 
 
 
 

○事前学習・事後学習 
 ・目標決め，写真や動画による振り返り 
○校外学習 
 ・タクシー乗車体験，公共の乗り物や公共の施 

 設の利用体験，遊具体験 

 
国語，生活（社会） 
 
生活（社会），体育 

校外学習 

７
月 

夏の遊びをしよう 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・七夕飾り，花火 
○感触・感覚 
 ・水，氷，泡，スライム，花火体験 
○調理 
 ・かき氷，アイスクリーム 

 
国語，算数，図工･美術 
 
生活（理科） 
 
生活（家庭） 

 

夏祭りをしよう 
 
 
 

○感触・制作 
 ・出店準備 
○夏祭り 
 ・祭り囃子体験，出店体験，買い物体験 

 
国語，算数，図工･美術 
 
音楽，生活（社会） 

夏祭り 
 
 

河頭中との交流学習 
 
 

○関わり 
 ・自己紹介，遊びやゲームを介した関わり，ビ 

 デオ交流 

 
生活（社会） 
 

河頭中との交

流学習 
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 単元・題材 学 習 活 動 関連する各教科 行事･合同生単 

９
～
10
月 

十五夜をしよう 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・団子，ススキ，月 
○絵本・歌 
 ・十五夜に関するもの 
○感覚運動 
 ・相撲，紙相撲 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 
 
生活（家庭） 

 
 

ＡＬＴとの交流 
 
 
 

○絵本・歌 
 ・簡単な英語にふれるもの 
○関わり 
 ・英語の自己紹介，英語の遊びやゲーム 

 
英語，音楽 
 
英語，生活（社会） 

ALT との交流 
 
 
 

学習発表会をがんばろ
う 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・大道具，小道具，ポスター，招待状 
○絵本・歌 
 ・発表に関するもの 
○事前学習・事後学習 
 ・目標決め，写真や動画による振り返り 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 
 
国語 

学習発表会 
 
 
 
 

10
月
～
11
月 

花や野菜を育てようⅡ ○感触・栽培 
 ・土や夏野菜，芋の感触，夏野菜や芋の収穫 
○調理 
 ・ピザ，焼き芋，スイートポテト 

 
生活（理科） 
 
生活（家庭） 

 

秋祭りやハローウイン
をしよう 

○感触・制作 
 ・飾り，神輿，仮装 
○秋祭り・ハローウイン 
 ・祭り囃子体験，神輿行列，パレード 

 
国語，算数，図工･美術 
 
音楽，生活（社会） 

 

皆与志小学校との交流
学習 

○関わり 
 ・自己紹介，遊びやゲームを介した関わり，ビ 
 デオ交流 

 
生活（社会） 

皆与志小学校
との交流学習 

校外学習に行こう ○事前学習・事後学習 
 ・目標決め，写真や動画による振り返り 
○校外学習 
 ・タクシー乗車体験，公共の乗り物や公共の施 
 設の利用体験，遊具体験 

 
国語，生活（社会） 
 
生活（社会），体育 

校外学習 

修学旅行に行こう ○事前学習・事後学習 
 ・目標決め，宿泊のための学習（食事，入浴， 
 就寝），写真や動画による振り返り 
○修学旅行 
 ・タクシー乗車や公共の乗り物・公共の施設利 
 用・遊具体験，お世話になる人への挨拶 

 
国語，生活（社会） 
 
 
生活（社会），体育 

修学旅行 

秋を感じよう 
 
 
 
 
 
 

○校外散策                          
 ・秋の空気感，秋の植物・虫・鳥 
○感触・制作 
 ・どんぐり，枯れ葉，芋版 
○感覚・感覚運動 
 ・秋の果物の香りや味 
 ・草ソリ，いろいろなスポーツ 

 
生活（理科） 
 
国語，算数，図工･美術 
 
生活（理科） 
体育，生活（社会） 

 

キャリアアップ体験学
習（中学部３年） 

○関わり 
 ・日常と異なる場所や友達・教師との体験学習 

 
生活（職業） 

キャリアアッ
プ体験学習 

勤労感謝の日 ○感触・制作 
 ・お世話になっている人たちへのお礼状 
○関わり 
 ・お礼状を渡す，お礼の言葉 

 
国語，算数，図工･美術 
 
生活(社会，職業)，国語 

 
 

12 
月 

お楽しみ会をしよう 
 
 
 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・クリスマスの飾り 
○事前学習・事後学習 
 ・出し物の練習，写真や動画による振り返り 
○お楽しみ会 
 ・出し物の発表，レクリエーション体験 
○関わり 
 ・東条設計との交流（演奏鑑賞，プレゼントの 
 やり取り） 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽，生活(社会) 
 
国語，音楽，生活(社会） 
 
生活（社会），音楽 

お楽しみ会（東
条設計との交
流を含む） 

お正月をむかえよう 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・餅つき，鏡餅，年賀状 
○絵本・音楽 
 ・年の暮れに関するもの 
○感覚 
 ・光遊び，イルミネーション体験 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 
 
生活（理科） 
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 単元・題材 学 習 活 動 関連する各教科 行事･合同生単 

１
月
～
２
月 

お正月の遊びをしよう 
 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・たこ，すごろく，福笑い，かるた，書き初め 
○絵本・音楽 
 ・お正月に関するもの，和楽器 
○関わり・感覚運動 
 ・お正月の遊び（たこ揚げ，すごろく，福笑い 
  かるたとり，はねつき） 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 
 
生活（社会），算数 
体育 

 

冬を感じよう 
 
 
 

○感触 
 ・人工雪，氷，お湯，フットバス，こたつ 
○感覚運動 
 ・雪合戦，そりすべり 

生活（理科，社会） 
 
体育，生活（理科） 
 

 

立体作品をつくろう ○感触・制作 
 ・作品作り，題名付け 

 
図工･美術，国語 

夢・立体展 

鬼を退治しよう 
 
 
 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・鬼のお面，豆，やっつけたい自分の鬼 
○絵本・音楽 
 ・節分に関するもの 
○節分会 
 ・鬼退治体験，豆まき体験 
○関わり 
 ・鹿児島養護学校高等部訪問教育学級生との合 
同学習 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 
 
生活（社会），体育 
 
生活（社会） 

鹿養との合同
学習 

バレンタイン 
 
 
 

○感触・制作 
 ・疑似チョコ，ラッピング，カード 
○調理 
 ・チョコレート，チョコを使ったお菓子 

 
国語，算数，図工･美術 
 
生活（家庭） 

 

２
月
～
３
月 

卒業・進級を祝おう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○感触・制作 
 ・卒業・進級制作，お別れ会や卒業式の飾り， 
 プレゼントづくり 
○入学選考 
 ・面接練習 
○お別れ会 
 ・卒業検定の練習，お祝いのことばの練習 
○卒業式 
 ・入退場や証書授与・別れのことばの練習 
 ・卒業生を送ることばの練習 

 
国語，算数，図工･美術 
 
 
生活(社会,職業)，国語 
 
生活(社会)，国語 
 
生活（社会）国語 
生活（社会）国語 

 
 
 
高等部入学選考 
 
お別れ会 
 
卒業式 
 
 

ひなまつり 
 
 
 

○感触・制作 
 ・ひな人形 
○絵本・歌 
 ・ひなまつりに関するもの 

 
国語，算数，図工･美術 
 
国語，音楽 

 
 
 

 
【年間を通して取り扱う単元・題材】 

 単元・題材 学 習 活 動 関連する各教科 行事･合同生単 

作
る 

写真を撮ろう 
 

○感触・制作 
 ・好きなものを見付けて撮影する。 

 
図工･美術，生活（理科） 

デジタル写真
展 他 

描いてみよう 
 

○感触・制作 
 ・様々な画材，手形や足形，モダンテクニック 

 
図工･美術，国語 

県図画展 他 

いろいろなもので作ろ
う 

○感触・制作 
 ・いろいろな素材で作る。（紙や布の貼り絵， 
 粘土成形，組み立て） 

 
図工･美術，算数 

夢・立体展 他 

働
く 

販売をしよう ○感触・制作 
 ・作る物や手順を決めて，製品を作る。 
○販売 
 ・販売の方法を決める。販売の練習をする。 
 ・ちらしやチケット，会場作りをする。 
 ・製品を売る。 

 
生活（職業･家庭） 
 
生活（職業･家庭） 

 
 
 

清掃活動をしよう 
 
 

○働く 
 ・ゴミを集めて運ぶ。 
 ・皆が使う場所の簡単な清掃をする。 

 
生活（職業・家庭） 

 

そ
の
他 

図書館で本を借りよう ○図書室の利用 
 ・好きな本を選んで楽しむ。 
 ・本の借用や返却をする。 

 
国語，生活（社会） 
 

 

誕生会をしよう ○感触・制作 
 ・プレゼント，カード 
○誕生会 
 ・誕生会の歌を歌う。プレゼントのやり取りを 
 する。お祝いやお礼の言葉を言う。 

 
国語，算数，図工･美術 
 
生活（社会），国語 
音楽 

 
 

 

- 51 -



(3) 特別活動 

特別活動 

１ 基本的な考え方 

特別支援学校の特別活動は小・中学校の学習指導要領の目標や内容に準じて取り扱うこ

ととなっており，「集団活動や体験的な活動を通して，多様な他者と人間関係を築き，協働

して学級や学校文化の創造に参画する教育活動であり，人間関係形成や社会参画に資する

力を育むことを目指すものである」と定義づけられている。その内容は，各活動（学級活動，

児童生徒会活動※１，クラブ活動※２）と学校行事で構成され，目標は下記のように示されて

いる。 

本校は，児童生徒の実態から各教科等の内容を合わせて指導したり，自立活動に替えて行

っていたりする。また，小学校学習指導要領解説特別活動編には，「小学校入学当初におい

ては，生活科を中心に関連的な指導を行ったり，児童の生活の流れを大切にして弾力的に時

間割を工夫した指導を行ったりして，幼児期の終わりまでに育った姿が発揮できるような

教育課程編成上の工夫が重要である。」と示されている。そこで，各活動の実施においては，

特別活動のねらいを踏まえつつ，個々の実態に応じて，生活科（小学部）や職業・家庭（中

学部）を中心に他の教科等と密接に関連させながら，指導に当たることとする。 

また，在籍する児童生徒数が非常に少なく，学級や学部単位での集団活動が困難な状況に

あり，それらを考慮して実施する必要がある。そこで，望ましい集団活動を目指して，学級

や学部を越えた関わりや鹿児島養護学校高等部訪問教育学級をはじめとした他校と連携し

た活動を行うなど，特別活動のねらいが達成できるように工夫する。 

「特別活動の目標」小学校学習指導要領（文部科学省 2017 年） 

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的

に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決するこ

とを通して，次のとおり資質・能力を育成することを目指す。 

(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることにつ

いて理解し，行動の仕方を身に付けるようにする。 

(2) 集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形

成を図ったり，意思決定したりすることができるようにする。 

(3) 自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして，集団や社会におけ

る生活及び人間関係をよりよく形成するとともに，自己の生き方についての考えを深

め，自己実現を図ろうとする態度を養う。 

 

２ 各活動・学校行事の基本的な考え方，目標，内容等 

(1) 学級活動 

ア 基本的な考え方 

学級活動の内容は大きく次の３つに分類される。 

(1) 学級や学校における生活づくりへの参画 

(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

(3) 一人一人のキャリア形成と自己実現 

〔小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 特別活動編 47 頁〕 

 
※１ 小学校学習指導要領には「児童会活動」と記されている。なお，本校では，「(1) 児童生徒会の組織づ

くりと児童生徒会活動の計画や運営」の内容は取り扱わない（(２)児童生徒会を参照）。 
※２ クラブ活動は小学校のみ設定されている。本校ではクラブ活動は設定しないが，小学部Ⅰ課程では総

合的な学習の時間の中で取り扱う。 
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小学校学習指導要領解説特別活動編には，「学級活動の標準授業時数については，学

校教育法施行規則別表第１で，第１学年は 34 単位時間，第２，３，４，５，６学年は

それぞれ 35 単位時間」とあり，さらに「特別活動の標準授業時数について，「学級活

動（学校給食に係るものを除く。）」と示されている。 

指導に当たっては，学級活動の内容を踏まえ，実態に応じて他教科と関連させて取

り組む等の工夫をする。具体的には，(1)～(3)の内容について，小学部では，生活科の

「オ 人との関わり」や「カ 役割」，「キ 手伝い・仕事」，「ケ きまり」また，中学

部では，職業・家庭の「職業的分野」の内容を関連づけて取り扱うことや(2)の健康安

全に関する内容について，小学部では生活科の「基本的な生活習慣」，中学部では，職

業・家庭の「家庭的分野」の内容を関連づけて実施することなどが考えられる。 

イ  目標 

○ 学校生活の充実や向上のために，当番活動や係活動等の自己の役割を自覚して協

働することができる。 

○ 身の回りの整理や挨拶などの基本的な生活習慣を身に付け，節度ある生活を送る

ことができる。 

ウ  活動内容 

○ 学級活動 

 ・ 学級や学校における生活づくりへの参画に関すること。 

 ・ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全に関すること 

 ・ 一人一人のキャリア形成と自己実現に関すること。 

○  生活単元学習「働く」 

・ 学級や学校における生活づくりへの参画に関すること。  

○ 日常生活の指導「朝の活動」 

・ 学級や学校における生活づくりへの参画に関すること。 

・ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全に関すること。 

○ 集会活動 

・ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全に関すること。 

・ 一人一人のキャリアの形成や自己実現に関すること など 

 

(2) 児童生徒会活動 

ア 基本的な考え方 

児童生徒会活動の内容は大きく次の３つに分類される。 

(1) 児童生徒会※の組織づくりと児童生徒会活動の計画や運営 

(2) 異年齢集団による交流 

(3) 学校行事への協力 

〔小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 特別活動編 86 頁〕 

※ 小学校学習指導要領には｢児童会｣と表記されているが，便宜上，｢児童生徒会｣と記している。 

本校の状況から，(1)の内容は扱わず，児童生徒会は設置しない。学校全体をよくす

るための活動としては学級活動の「学級や学校における生活づくりへの参画に関する

こと」として実施する。また，(2)の内容は，集会活動の中で取り扱い，(3)について

は，学校行事の当番として計画の一部を担当したり，運営に協力したりする中で取り

扱う。 
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イ 目標 

○  児童生徒が互いに協力して，楽しく豊かな学校生活を送ることができる。 

○ 異年齢の集団での活動に参加する楽しみや喜びを味わう。 

ウ 活動内容 

 ○ 集会活動：異年齢集団による交流 

○ 学校行事における発表：学校行事への協力 など 

(3) 学校行事 

ア 基本的な考え方 

  学校行事は次の５つの内容に分類される。 

(1) 儀式的行事 

(2) 文化的行事 

(3) 健康安全・体育的行事 

(4) 遠足・集団宿泊的行事 

(5) 勤労生産・奉仕的行事 

〔小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 特別活動編 118 頁〕 

  本校では，特別活動の内容やねらいを中心としながら，行事によっては生活科の「オ 

人との関わり」や「カ 役割」，「ケ きまり」など，他の教科等の内容と関連づけなが

ら実施する。 

イ 目標 

・ 児童生徒が主体的に行事に参加しようとする意欲を育てたり，学校生活において役

割を果たす喜びを味わったりする。 

・ 集団への所属感を深め，望ましい集団生活と人間関係を育てる。 

・ 体験的な学習を通して，生活経験を拡大し，社会性を育む。 

ウ 学校行事の内容とねらい  

内容 ね ら い 各行事 

儀
式
的 

行 

事 

 学校生活に有意義な変化や折り目を付け，厳粛で

清新な気分を味わい，新しい生活の展開への動機付

けとなるようにする。 

新任式，入学式，始業式，  

終業式，卒業式，修了式，  

離任式 

文
化
的 

行 

事 

平素の学習活動の成果を発表し，自己の向上の意

欲を一層高めたり，文化や芸術に親しんだりするよ

うにする。 

学習発表会 

健
康
安
全
・ 

体
育
的
行
事 

心身の健全な発達や健康の保進，事件や事故，災

害等から身を守る安全な行動や規律ある集団行動の

体得，運動に親しむ態度の育成，責任感や連帯感の

涵養，体力の向上などに資するようにする。 

身体計測，健康診断（内科・耳

鼻科・眼科・歯科），運動会，

避難訓練 

遠
足
・
集
団 

宿
泊
的
行
事 

自然の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生

活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親

しむとともに，よりよい人間関係を築くなどの集団

生活の在り方や公衆道徳などについての体験を積む

ことができるようにする。 

修学旅行，(校外学習※) 

 

※ 校外学習については遠足

のねらいを十分に考慮した

計画で実施する。 

勤
労
生
産
・ 

奉
仕
的
行
事 

勤労の尊さや生産の喜びを体得するとともに，ボ

ランティア活動などの社会奉仕の精神を養う体験が

得られるようにすること。 

※ 校内美化活動や飼育栽培

活動などを他の教科等とも

関連付けながら実施する。 
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３ 年間計画 

 特別活動の 
重点内容※１ 

学級活動 
学校行事 

集会活動〔実施予定月〕 学級活動※２ 

４月 
友達や先生と仲良

くしよう※３ 

本校の児童生徒や教師，鹿児島養護学校
高等部の先輩や教師について知り，仲間意
識を高める。         〔５月〕 

学級集団を越えた関わりの中で個々の
実態に応じて各活動に取り組むことがで
きる。 

新任式，入学式，始業式，身体計測 

５月 
健康診断(内科・耳鼻科・眼科・歯科) 

〔４～６月〕 

６月 健康・安全に気を

つけよう※３ 

歯や口をきれいに保つことや身の回り
を清潔にすることの大切さについて知る。 

〔６月〕 

 個々の取り組みが学校のために役に立
っていることがわかり，意欲的に取り組む
ことができる。 

運動会，避難訓練，（校外学習） 

７月 終業式 

９月 友達と協力しよう
※３ 

学習発表会などの行事を知り，友達と一
緒に活動することへの期待感を高める。 

〔10 月〕 

 学級集団を越えた関わりの中で各活動
を協力，分担し，学校をよりよくする意識
を高める。 

始業式，身体計測 

10 月 学習発表会，修学旅行，(校外学習) 

11 月 風邪予防に努めよ

うⅠ(手洗い)※３ 

感染症や手洗いの方法について知り，健
康に過ごすための方法について知る。 

     〔11 月〕 

 各活動に取り組んだ後に手洗いを行う
ように努め，他の生活場面でも意識できる
ようにする。 

 

12 月 終業式 

１月 
風邪予防に努めよ

うⅡ(換気) 

感染症や換気の大切さ等について知り，
健康に過ごすための大切さについて知る。         

〔２月〕 

 各活動の前に換気をするように努め，他
の生活場面でも意識できるようにする。 

始業式，身体計測 

２月  

３月 卒業式，修了式，離任式 

時数  35※４ 〔集会活動（５※５），学級活動（30）〕 （※ 学校行事についてはⅤ-６を参照） 

※１ 特別活動の重点内容については，集会活動の中で全体に周知するとともに，各学級で「校内放送での呼び掛け」などの活動を実施する。 

※２ 学級活動は，特別活動（月曜３校時）の時間の中で取り扱い，美化活動（清掃，ゴミ捨てなど），保健活動（ペーパータオル補充など），生活活動

（プリントの配布など）を行う。特別活動のねらいの達成が困難な児童生徒は，他の教科の内容と合わせたり，自立活動に替えたりして実施する。ま

た，生活単元学習「働く」や日常生活の指導「朝の活動」の中にも，特別活動の内容が含まれることがある（あいさつ運動や健康観察簿の提出などの

係活動など）。 

※３ ５月と 10 月は「いじめ問題を考える週間」に関する内容，６月は「歯と口の健康週間」の内容，11 月は「風邪予防」に関する内容を設定する（実

施報告等があるため）。 

※４ 時数については年間 35 週の場合の例を挙げてある（詳細は「Ⅳ-12 各教科等とのつながりを示した年間授業時数例」を参照）。 

※５ 集会活動は，本校の学級活動の実施上の工夫として取り扱い，学級活動の内容として位置付けるため時数としてカウントしている。（ただし，集会

活動には児童生徒会活動の内容も含まれている） 
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（４） 自立活動 

自立活動 

 

１ 基本的な考え方 

  特別支援学校の教育においては，小・中学校等と同じように，学校の教育活動全体を通じて，児童生

徒の「人間として調和のとれた育成」を目指している。しかし，障害によって，日常生活や学習場面に

おいて様々なつまずきや困難が生じることから，心身の発達の段階等を考慮して教育するだけでは十

分とは言えない。そこで，個々の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するための指導が必

要であり，自立活動の領域を設定している。特に本校の児童生徒は，学習指導要領の「重複障害者等に

関する教育課程の取り扱い」に該当するため，各教科等の一部又は全部を自立活動で取り扱うことも可

能である。そのため，児童生徒の実態および各教科等の目標や内容等を把握し，吟味をした上で，必要

に応じて，自立活動として取り扱うようにする。 

 

２ 自立活動の目標 

 個々の児童又は生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服す

るために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基盤を培う。 

 

３ 自立活動の個別の指導計画 

  本校では，児童生徒の実態により，各教科等においても自立活動の割合が高くなるため，個別の指導

計画のシート１，シート３を，自立活動の個別の指導計画に準ずる形で作成している。そうすることで，

各教科等の指導においても自立活動の指導の軸を踏まえた教育活動が展開できるように努めている。 

学習指導要領解説：自立活動編 

流れ図（P28）の項目 

関連する本校の個別の指導計画の項目 

実態把握①，②-1-2，③，④ １ 実態把握（学習上及び生活上の困難，配慮事項） 

指導すべき課題の整理 １ 実態把握（改善・克服するための手立て） 

実態把握②-3 ２ 指導目標（長期目標） 

⑤課題同士の関係を整理する中

で指導すべき指導目標 

２ 指導目標 

（教育活動全体を通して行う自立活動の目標） 

⑥必要な項目の選定 シート３（チェックリスト） 

⑧具体的な指導内容を設定する

段階 

３ 年間目標および指導内容（自立活動） 

 

４ 年間指導計画 

  個別の指導計画に基づき，クラス研修等を活用しながら，個々に設定する。 

 

５ 指導の形態 

(1) 自立活動の指導 

学校の教育活動全体を通して適切に行う。また，障害の状態によっては自立活動を主として指

導を行うこともある。 
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(2) 自立活動の時間における指導  

 児童生徒の実態に応じて目標や課題を設定し，取り組む。自立活動部の職員で担当学級を分

担し，※自立活動反省等を使って，学級担任と情報を交換したり，共有したりしながら適切な課

題や内容を設定する。 

   

６ 外部機関との連携 

(1) やまびこ医療福祉センターとの連携 

  本校では，児童生徒のほとんどが隣接するやまびこ医療福祉センターで，リハビリを受けている。

そのため，自立活動部として下の①～③の情報交換の機会を設定し，学校とリハビリテーション部と

が情報交換をしやすい環境作りに努めている。 

 ① リハ部との情報交換（6月上旬～） 

児童生徒が行っている各リハビリ（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ等）の様子を見学し，各セラピストと

情報交換を行う。概ね，運動会終了後から１か月程度の期間で実施をする。 

 ② リハ部による授業参観（10月下旬～） 

 学校の授業の様子をリハ部のスタッフに参観してもらい，リハビリに活かしてもらったり，

授業改善の参考にしたりするために実施している。概ね，学習発表会終了後から２週間程度の

期間で実施をする。 

 ③ 情報共有（年中） 

 授業時のポジショニングや取組等について，リハ部へ確認したり，相談したりする機会とし

て設定している。必要に応じて画像や映像，文書等を自立活動部で集約し，リハ部から回答し

てもらっている。 

 

(2) その他の機関との連携 

① やまびこ医療福祉センター以外の病院等との情報交換 

 やまびこ医療福祉センター以外との病院等でリハビリを受けている児童生徒については，必

要に応じてリハビリ見学を行っている。 

② 盲学校等による巡回相談 

 見え方や聞こえ方等が気になる児童生徒がいる場合には，各支援学校と連携を図りながら巡

回相談を実施することがある。 
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(5) Ⅰ課程に設定する教科別の指導 

国 語 

１ 基本的な考え方 

本校小学部・中学部の国語では，知的障害である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部

国語科の１段階の目標および内容を中心に，児童生徒の実態に応じた学習内容を設定する。また，児

童生徒の実態に応じて２段階以降の目標や内容も扱うことができる。 

指導に当たっては，児童生徒の実態により，他の各教科等と関連付けた学習を行うことで，学習効

果が高まることが期待される。具体的には，自立活動の人間関係の形成や環境の把握，コミュニケー

ションと関連付けたり，生活科の季節や行事などと関連付けたりしながら，日常生活の指導・生活単

元学習を中心とした合わせた指導の中で，これらの目標達成を目指し，内容を設定することとする。 

また，児童生徒の実態によっては，１段階の目標を達成するために，その目標を細分化して目標設

定することも考えられる。そこで，自立活動の「３ 人間関係の形成」の他者との関わりの基礎に関

する事項や「４ 環境の把握」の視覚・聴覚・触覚に関する事項，「６ コミュニケーション」のコミ

ュニケーションの基礎的能力に関する事項，言語の受容と表出に関する事項（言葉の理解）などと関

連付けながら，日常生活に関連のある話し言葉の意味や表す内容を理解したり，相手に伝えたい内容

や事柄を言葉・指差し・表情・視線等で表現したりすることを通して，互いの思いや考えを伝え合う

力を身に付けられるようにする。そして，身近で関わりのある大人や学校の友達などとの関係の中で

自分の思いや考えをもち，伝え，共感を得ることができること，自分の要求を伝え実現することがで

きることの良さを実感することにつなげたい。 

 

２ 目標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で理解し表現する資質・能力を育成す
る。 

知識および技能 
日常生活に必要な国語について，その特質を理解し，使うことができるように

する。 

思考力・判断力 
・表現力等 

日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を身に付け，思考力や想像力
を養う。 

学びに向かう力 
・人間性等 

言葉で伝え合う良さを感じるとともに，言語感覚を養い，国語を大切にして  
その能力の向上を図る態度を養う。 

 

(参考)自立活動（６区分２７項目）と国語科との関連，および，本校で行われる可能性が高い活動例 
自 立 活 動 具体的な活動例 関連する国語科の内容(小１段階) 

【心理的な安定】 １ 情緒の安定 １ 情緒の芽生え：快･不快，喜怒哀楽等 知識･技能ア言葉の特徴(ｱ)  

【人間関係の形成】 

１ 他者との関わりの基礎 

１ 人への関心：教師や友達との関わり 

注意の共有：３項関係など 

知識・技能ア言葉の特徴(ｱ)(ｲ) 

思･表･判Ａ聞くこと話すこと 

【環境の把握】 

１ 保有する感覚の活用 

２ 感覚や認知特性の理解 

１ 聴覚（声・音など） 思･表･判Ａ聞くこと話すこと 

思･表･判Ｃ読むこと 

２ 読み･書き 思･表･判Ｂ書くこと 

思･表･判Ｃ読むこと 

【身体の動き】 

３ 日常生活に必要な基本的動作 

３ 食事動作,更衣動作,書字･描画動作 知識・技能イ(ｳ)書くこと 

思･表･判Ｂ書くこと 

【コミュニケーション】 

１ コミュニケーションの基本動作 

２ 言語の受容と表出 

３ 言語の形成と活用 

４ コミュニケーション手段の 

選択と活用 

５ 状況に応じたコミュニケーション 

１ 表情などでの表出，要求行動，サイン 

指さし，相互理解，やりとり 

思･表･判Ａ聞くこと・話すこと 

２ 言葉の理解,発声,発音,言葉の表出 思･表･判Ａ聞くこと･話すこと 

３ 言葉の習得(語彙)，文の習得 知識・技能イ(ｴ)絵本 

思･表･判Ａ聞くこと･話すこと 

思･表･判Ｃ読むこと 

４ 具体物やカード等での意思疎通，  

 文字カード，文字盤での意思疎通 

 機器(スイッチ･VOCA)の活用 

思･表･判Ａ聞くこと･話すこと 

思･表･判Ｃ読むこと 

５ 相手や場所を選んだ話し方 思･表･判Ａ聞くこと･話すこと 
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３ 各教科等を合わせた指導等における主な指導内容と関連する学習指導要領の内容 

 

  主な単元・題材 関連する小学部１段階の内容（学習指導要領より） 

Ⅱ 

課 

程 

日 

常 

生 

活 

の 

指 

導 

【朝・帰りの会】 

・挨拶，返事 

・一日の反省発表 

 

【係の仕事】 

・授業の号令 

・朝・帰りの会の 

司会進行 

・ 身近な人からの話し掛けに注目したり，応じて答えたりすること。 

〔思・判・表Ａ聞くこと・話すことイ〕 

・ 伝えたいことを思い浮かべ，身振りや音声などで表すこと。 

〔思・判・表Ａ聞くこと・話すことウ〕 

・ 身近な人との関わりや出来事について，伝えたいことを思い浮かべたり，選んだり  

すること。                     〔思・判・表Ｂ書くことア〕 

・ 身近な人の話し掛けに慣れ，言葉が事物の内容を表していることを感じること。 

〔知・技ア〔ア〕 

生 
 

活 
 

単 
 

元 
 

学 
 

習 

【作る】 

・かいてみよう 

【複合】 

・絵本を使って 

・ いろいろな筆記具に触れ，書くことを知ること。      〔知・技イ(ウ)○ア 〕 

・ 言葉のもつ音やリズムに触れたり，言葉が表す事物やイメージに触れたりすること。 

〔知・技ア(イ)〕 

・ 昔話などについて，読み聞かせを聞くなどして親しむこと。   〔知・技イ(ア)〕 

・ 読み聞かせに注目し，いろいろな絵本などに興味をもつこと。  〔知・技イ(エ)〕 

・ 教師と一緒に絵本などを見て，示された身近な事物や生き物などに気付き，注目するこ

と。                       〔思・判・表Ｃ読むことア〕 

・ 絵本などを見て，知っている事物や出来事などを指さしなどで表現すること。 

〔思・判・表Ｃ読むことイ〕 

・ 絵本などを見て，次の場面を楽しみにしたり，登場人物の動きなどを模倣したりするこ

と。                       〔思・判・表Ｃ読むことエ〕 

【季節・行事】 ・ 身近な人の話し掛けに慣れ，言葉が事物の内容を表していることを感じること。 

〔知・技ア(ア)〕 

・ 遊びを通して，言葉のもつ楽しさに触れること。         〔知・技イ(イ)〕 

・ 身近な人からの話し掛けに注目したり，応じて答えたりすること。 

〔思・判・表Ａ聞くこと・話すことイ〕 

・ 伝えたいことを思い浮かべ，身振りや音声などで表すこと。 

〔思・判・表Ａ聞くこと・話すことウ〕 

・ 身近な人との関わりや出来事について，伝えたいことを思い浮かべたり，選んだり  

すること。                     〔思・判・表Ｂ書くことア〕 

Ⅲ 

課 

程 

各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
・
自
立
活
動
等 

【個別学習】 

・制作体験 
・ いろいろな筆記具に触れ，書くことを知ること。〔知・技イ〔ウ〕○ア  

・生活への意識 

・文字や言葉，数 

の指導 

・注意して見る，聞

く 

・ 言葉のもつ音やリズムに触れたり，言葉が表す事物やイメージに触れたりすること。 

〔知・技ア(イ)〕 

・ 昔話などについて，読み聞かせを聞くなどして親しむこと。    〔知・技イ(ア)〕 

・ 読み聞かせに注目し，いろいろな絵本などに興味をもつこと。   〔知・技イ(エ)〕 

・ 教師と一緒に絵本などを見て，示された身近な事物や生き物などに気付き，注目する 

こと。                        〔思・判・表Ｃ読むことア〕 

・ 絵本などを見て，知っている事物や出来事などを指さしなどで表現すること。 

〔思・判・表Ｃ読むことイ〕 

・ 絵本などを見て，次の場面を楽しみにしたり，登場人物の動きなどを模倣したりする 

こと。                        〔思・判・表Ｃ読むことエ〕 

【集団(合同)学習】 

・友達への意識 

・風習・行事への 

意識 

・周囲への意識・ 

雰囲気の体験 

・ 身近な人の話し掛けに慣れ，言葉が事物の内容を表していることを感じること。 

〔知・技ア(ア)〕 

・ 遊びを通して，言葉のもつ楽しさに触れること。          〔知・技イ(イ)〕 

・ 身近な人からの話し掛けに注目したり，応じて答えたりすること。 

〔思・判・表Ａ聞くこと・話すことイ〕 

・ 伝えたいことを思い浮かべ，身振りや音声などで表すこと。 

〔思・判・表Ａ聞くこと・話すことウ〕 

・ 身近な人との関わりや出来事について，伝えたいことを思い浮かべたり，選んだり  

すること。                      〔思・判・表Ｂ書くことア〕 
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算数・数学 

１ 基本的な考え方 

本校小学部・中学部の算数・数学では，知的障害である児童生徒に対する教育を行う特別支援学

校小学部算数科の１・２段階の目標および内容を中心に，児童生徒の実態に応じた学習内容を設定

する。また，児童生徒の実態に応じて３段階以降の目標や内容も扱うことができる。 

指導に当たっては，児童生徒の実態により，他の各教科等と関連付けた学習を行うことで，学習

効果が高まることが期待される。具体的には，生活単元学習の「感覚」や「作る」，「季節行事」の

題材や，日常生活の指導の朝の会，給食など，合わせた指導の中で生活科などの教科と関連付けた

りしながら，これらの目標達成を目指し，内容を設定することとする。 

また，児童生徒の実態によっては，１段階の目標を達成するために，その目標を細分化して目標

設定をすることも考えられる。そこで，自立活動の「５ 身体の動き」の手指を使った動作に関する

事項や「４ 環境の把握」の感覚に関する事項などと関連付け，物を積み重ねたり，はめたり外し

たりするなどの学習に取り組んだり，音や動き物，光に注意を向けたりする活動を行ったりするな

どして，数学的な見方・考え方を働かせていきたい。 

 

２ 目標 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

知識および技能 

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解する

とともに，日常の事象を数量や図形に着目して処理する技能を身に付けるように

する。 

思考力・判断力 

・表現力等 

日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉える力，基礎的・基本的な数量や

図形の性質などに気付き感じる力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明確・  

的確に表したり柔軟に表したりする力を養う。 

学びに向かう力 

・人間性等 

数学的活動の楽しさに気付き，関心や興味をもち，学習したことを結び付けて

よりよく問題を解決しようとする態度，算数で学んだことを学習や生活に活用 

しようとする態度を養う。 

 

 

(参考)自立活動（６区分２７項目）と算数・数学科との関連，および，本校で行われる可能性が高い活動例 

自 立 活 動 具体的な活動例 関連する算数･数学科の内容(小１段階) 

【環境の把握】 

１ 保有する感覚の活用 

２ 感覚や認知特性の理解 

４ 目と手の協応 

５ 認知・行動の手がかりとなる

概念形成 

１ 視覚（注視・追視など） A 数量の基礎ア○ア  

２ 物事の理解 A 数量の基礎 

B 数と計算 

C 図形 D 測定 

４ 目と手の協応 A 数量の基礎 

B 数と計算 

C 図形 D 測定 

５ 知覚(視・聴・触他)，弁別，分類，

時間（始点・終点）など 

A 数量の基礎 

B 数と計算 

C 図形 D 測定 

【身体の動き】 

５ 作業に必要な動作と円滑な遂行 

５ 上肢，下肢を使った諸動作 

（たたく，投げる，つまむ，押す，蹴るなど） 

A 数量の基礎ア(ア)○ア  

C 図形ア(ア)○ア  

【コミュニケーション】 

４ コミュニケーション手段の 

選択と活用 

４ 具体物やカード等での意思疎通 

 文字カード，文字盤での意思疎通 

 機器(スイッチ･VOCA)の活用 

C 図形ア(ア)○ア  
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３ 各教科等を合わせた指導等における主な指導内容と関連する学習指導要領の教科の内容 

 主な単元・題材 内   容 関連する小学部１・２段階の目標（学習指導要領より） 

日
常
生
活
の
指
導 

【朝の会】 

・日付天気調べ 

(型はめ･マッチング) 

 

 

・ 色や数字，マークの対応を

する。 

・ 円，四角形などの型はめを

する。 

 

・ ものとものとを関連付けることに注意を向け，ものの

属性に注目し，仲間であることを判断したり，表現した

りすること。    〔１段階 A数量の基礎イ(イ)○ア〕 

・ 形が同じ物を選ぶこと。 〔１段階 C図形ア(ア)○ウ〕 

【給食】 

・片付け 

 

・ 皿や盆の片付けをする。 

 

・ 対象物に注意を向け，対象物の存在に注目し，諸感覚を

協応させながら捉えること。 

〔１段階 A数量の基礎ア(イ)○ア〕 

生
活
単
元
学
習
（
Ⅱ
課
程
） 

【運動】 

・かくれんぼ 

 

 

・ 「ある，ない」が分かり，目

の前で隠されたものを探す。

 

・ 目の前で隠されたものを探したり，身近にあるものや

人の名を聞いて指を差したりすること。 

〔１段階 A数量の基礎ア(ア)○イ〕 

【感触】 

・触る 

 

・見る 

 

・ 玩具の中から興味のある物

を取り出す。 

・  極端に大きい等の事実に関

わったり,判断したりする。 

 

・ 具体物に注目して指を差したり，つかもうとしたり， 

目で追ったりすること。  〔１段階 C図形ア(ア)○ア〕 

・ 大きさや長さなどを，基準に対して同じか違うかによ

って区別すること。    〔１段階 D測定ア(ア)○ア〕 

【作る】 

・いろいろなもの 

で作ろう 

 

 

・ ３までの範囲の具体物を

数える。 

・ スタンプ遊びや型抜きを

する。 

 

・ ３までの範囲で具体物を取ること。 

〔１段階 B数と計算ア(ア)○エ〕 

・ 具体物に注目して指を差したり，つかもうとしたり， 

目で追ったりすること。  〔１段階 C図形ア(ア)○ウ〕 

【複合】 

・散策 

 

・ 「外に行くよ」で帽子を被

ろうとする。 

 

・ 数詞とものとの関係に注目し，数のまとまりや数え方

に気付き，それらを学習や生活で生かすこと。 

〔１段階 A数と計算ア(イ)○ア〕 

【季節行事】 

・お正月の遊び 

・節分 

 

・ すごろくで出た目の数だけ

駒を進める。 

・ 歳の数,豆を食べる。 

 

・ 数詞とものとの関係に注目し，数のまとまりや数え方

に気付き，それらを学習や生活で生かすこと。 

〔１段階 B数と計算ア(イ)○ア〕 

【はたらく】 

・ 係活動 

 

・ 道具を一人一つずつ配る。 

 

・ ものとものとを対応させて配ること。 

〔１段階 A数量の基礎イ(ア)○ア〕 

自
立
活
動 

（
Ⅱ
課
程
） 

・人間関係の形成 

 

 

・ 身近にあるものや人の名前

を聞いて，そのものを見る，

指を差す，触れるなど。 

・ 目の前で隠されたものを探したり，身近にあるものや

人の名を聞いて指を差したりすること。 

〔１段階 A数量の基礎ア(ア)○ア〕 

・身体の動き 

・環境の把握 

 

 

 

 

 

 

 

・ 分割した自動車や動物の絵

カードを組み合わせる。 

・ キリンとゾウなどの絵カー

ドを組み合わせる。 

・ 積み木を横に並べたり，積

み上げたりする。 

・ 物を注視したり，追視した

りして手を伸ばす。 

 

・ 分割した絵カードを組み合わせること。 

〔１段階 A数量の基礎イ(ア)○イ〕 

・ 関連の深い絵カードを組み合わせること。 

〔１段階 A数量の基礎イ(ア)○ウ〕 

・ 具体物に注目して指を差したり，つかもうとしたり， 

目で追ったりすること。  〔１段階 C図形ア(ア)○ア〕 

・ 対象物に注意を向け，対象物の存在に注目し，諸感覚を

協応させながら捉えること。 

〔１段階 A数量の基礎ア(イ)○ア〕 

・コミュニケーション ・ １０まで数えたら次の行動

へ切り替える。 

・ 数詞とものとの関係に注目し，数のまとまりや数え方

に気付き，それらを学習や生活で生かすこと。 

〔１段階 B数と計算ア(イ)○ア〕 

自
立
活
動 

（
Ⅲ
課
程
） 

・環境の把握 

・身体の動き 

・ ものに直接触れたり，いろ

いろな方向から見たりする。

・ 音や動き，光に視線・注意

を向ける，音や光の変化で行

動が止まる。 

・ ものの有無に気付くこと。〔1段階 B数と計算ア(ｱ)○ア〕 

・ 具体物に気付いて指を差したり，つかもうとしたり， 

目で追ったりすること。〔1段階 A数量の基礎ア(ｱ)○エ〕  

・ 対象物に注意を向け，対象物の存在に注目し，諸感覚を

協応させながら捉えること。 

〔1段階 A数量の基礎ア(イ)○ア〕  
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図画工作・美術 
 
１ 基本的な考え方 

本校小学部・中学部の図画工作・美術科では，知的障害である児童生徒に対する教育を行う特別支援

学校小学部図画工作科の１・２段階の目標および内容を中心に，児童生徒の実態に応じた学習内容を設

定する。また，児童生徒の実態に応じて３段階以降の目標や内容も扱うことができる。 

指導に当たっては，児童生徒の実態により，他の各教科等と関連付けた学習を行うことで，学習効果

が高まることが期待される。具体的には，自立活動の環境の把握や身体の動きと関連付けたり，生活科

の季節や行事などと関連付けたりしながら，生活単元学習を中心とした合わせた指導の中で，これらの

目標達成を目指し，内容を設定することとする。 

また，児童生徒の実態によっては，１段階の目標を達成するために，その目標を細分化して目標設定

をすることも考えられる。そこで，自立活動の「４ 環境の把握」の感覚に関する事項や「５ 身体の動

き」の動作に関する事項などと関連付け，素材や道具を見たり，触れたりして，感触などを十分に味わ

い，感触遊びや素材遊びから造形的な表現へ発展させるなど，遊びの中から偶発的にできる作品を大切

にする。さらに，出来上がった作品を鑑賞し合うことで，ものを作る楽しさや面白さに気付くことにつ

なげたい。 

 

２ 目標 

 表現及び鑑賞の活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の形や色などと

豊かに関わる能力を育成する。 

知識および技能 
形や色などの造形的な視点に気付き，表したいことに合わせて材料や用具を使

い，表し方を工夫して作ることができるようにする。 

思考力・判断力 

・表現力等 

造形的なよさや美しさ，表したいことの表し方などについて考え，発想や構想

をしたり，身の回りの作品などから自分の味方や感じ方を広げたりすることがで

きるようにする。 

学びに向かう力 

・人間性等 

つくりだす喜びを味わうとともに，感性を育み，楽しく豊かな生活を想像しよ

うとする態度を養い，豊かな情操を培う。 

 

３ 教科別の指導（Ⅰ課程），各教科等を合わせた指導（Ⅱ，Ⅲ課程）における主な指導内容と関連す

る学習指導要領の教科の内容 
 主な単元・題材 関連する１・２段階の内容（学習指導要領より） 

図

工

・

美

術
（
Ⅰ
課
程
） 

生
活
単
元
学
習
（
Ⅱ
課
程
〕 

【作る】 
・ 写真を撮ろう 

 

 
・ 材料などから，表したいことを思いつく。     〔１段階Ａ表現ア(ｱ)〕 
・ 身の回りにあるものなどを見る。         〔１段階Ｂ鑑賞ア(ｱ）〕 
・ 身近にあるものなどの形や色の面白さについて感じ取り，自分の意見や  

感じ方を広げる。                 〔２段階Ｂ鑑賞ア(ｱ）〕 
・ 描いてみよう 
 
・ いろいろなも
ので作ろう 

 
・ 粘土で作ろう 

・ 身の回りの自然物に触れながら，かく，切る，ぬる，はるなどをする。 
   〔１段階Ａ表現ア(ｲ）〕 

・ 材料や感じたこと，想像したこと，見たことから表したいことを思いつく。 
                     〔２段階 A表現ア(ｱ）〕 

 
・ 身近な材料を使い，かいたり，形を作ったりする。 〔２段階Ａ表現ア(ｲ）〕 

【働く】 
・ 身近な製品を 
作ろう 

・ 身の回りの自然物に触れながら，かく，切る，ぬる，はるなどをする。 
〔１段階Ａ表現ア(ｲ）〕 

・ 身近な材料を使い，かいたり，形を作ったりすること。 
〔２段階Ａ表現ア(ｲ）〕 

自
立
活
動 

（
Ⅲ
課
程
〕 

【作る】 
・ 制作 

 
・ 身の回りの自然物に触れながら，かく，切る，ぬる，はるなどをする。 

〔１段階Ａ表現ア(ｱ)〕 
・ 身の回りにあるものなどを見ること。            〔１段階Ｂ鑑賞ア(ｱ)〕 
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総合的な学習の時間 

 

１ 基本的な考え方 
「総合的な学習の時間」とは，各学校の創意工夫を生かし，特色ある教育活動を展開する中で，

学び方やものの考え方，主体的・協働的に取り組む態度などを身に付けたり育てたりすることを

ねらう時間である。これらの資質や能力及び態度は，体験的な学習に配慮しつつ，横断的・総合

的な学習や探求的な学習を通して育成する。障害の重い生徒にとっては，他の学習で身に付けた

ことを他の人とのかかわりの中で，試したり生かしたりしながら，自分らしさを発揮し，学習の

成就感や次の学習への意欲をもつことにより，自己教育力の素地を培うことが大切である。 
本校児童生徒のほとんどは，肢体不自由のため，身体の動きが困難であることや，健康・安全

面での配慮を必要とすること等，様々な制限がある中で学習や生活をしている。また，「人との

かかわり」，「生活経験の拡大」，「余暇を楽しむこと」についてなど，生活経験の不足からく

る課題ももっている。そのため，各学級における活動の他に，隣接学級との合同学習を行ったり，

学部を単位として集団活動を行ったりしているが，各学級や学部単位では設定が難しい活動も多い。

そこで，本校の「総合的な学習の時間」では，「人とのかかわりを深めたり広げたりする」，「生

活経験の拡大を図る」，「生活に生かす力，将来の余暇活動につながる力を身に付ける」ことを

独自のねらいとして，テーマを『（現在の生活も将来の生活も）より生活を楽しむための体験』

として設定する。 
なお，本校では，肢体不自由児を教育する特別支援学校として，「総合的な学習の時間」を中

学部のⅠ課程において設定する。内容としては，生活科等ではねらえないようなものを意識した

活動を設定し，進めることとする。また，Ⅱ・Ⅲ課程については，重複障害者等に関する特例か

ら，「総合的な学習の時間」に替えて自立活動を主として指導を行うようにする。 
 
２ 学習活動・指導方法 
 ○ 『人やものとのかかわり』を深めたり広げたりすることができるようにする。 

・ 全校一斉や小集団で活動することの意義を生かしながら，『より生活を楽しむ体験』の中

で，人とのかかわりを深めたり広げたりする活動を計画・実践（支援）するようにする。 
・  交流及び共同学習において学校外の人と接する機会をもち，かかわりを広げることができ

るようにする。 
・ 卒業生（鹿児島養護学校高等部訪問学級生）との交流を深められるようにする。また，卒

業生にとっては，卒業後も，学校を中心とした生涯学習の機会を得られるように配慮してい

く。 
○ 生活経験の拡大を図り，生活に生かす力，将来の余暇活動につながる力を身に付けられるように

する。 
・ 子どもの実態に応じて『より生活を楽しむための体験』を選べるような活動の設定をする。 
・ キャリアアップ体験学習を通して，集団生活の中で人との関わりを深めたり，広げたりし

て自ら働き掛けようとすることができるようにする。また，自分の役割を果たし，認められ

ることを通して役に立つ喜びを感じることができるようにする。 
○ その子なりに主体的に活動できるようにする。  

  ・ 『より生活を楽しむための体験』の中で，その子なりの主体的な活動を促す計画・実践（支

援）を行うようにする。 
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 ○ 他の学習を通して培った力を生かしたり試したりすることができるようにする。  
・ 他の学習（教科，生活単元学習，自立活動等）を通して培った力を生かしたり試したりで

きるように，教師が意識してかかわる。 
・ 「総合的な学習の時間」で培った力や発見した力を他の学習に生かしたり，試したりする

場としても活用できるように，教師が意識してかかわる。 
○ 計画（見通し）・実際（活動）・評価（振り返り）の一連の流れを体験できるようにする。 

〈Ⅰ課程〉 
・ 一年間という長いスパンで見通しと振り返りの時間を設定し，『計画・実際・     

  評価』を体験し，活動に対する見通しや意欲をもてるようにする。 
・ 事前学習や事後学習を各学級等で設定するようにし，活動ごとの『計画・実際・評価』の

一連の学習サイクルを繰り返し体験することにより，学び方の基礎を身に付けたり，活動に

対する見通しや意欲をもったり，達成感を味わえるようにしたりする。 
○ 補助用具や補助的手段，情報機器を適切に活用するなど，学習活動が効果的に行われるよう

にする。 
  ・ 生徒の実態に応じた補助用具等を用意し，活用するようにする。 
 
３ 評価 
 ○ 評価の観点 
   評価については，下記の評価の観点を参考にして記入する。 

【生徒の活動状況からの評価の観点】 
○ 『人とのかかわり』 
 ・ 人とのかかわりを深めたり，広げたりすることができたか。 
 ・  集団での活動の中で，緊張せずに過ごすことができたか。 
 ・ 積極的に教師や友達に近付き（近付こうとし），遊ぶことができたか。 
 ・ 担任以外の教師と一緒に活動しようというような表現が見られたか。 など 
○ 『生活経験の拡大，生活に生かす力』 
 ・ より生活を楽しむための経験の中で「楽しい！」「また，やりたい！」と思う活動を 

  することができたか。 
 ・ より生活を楽しむための経験から生活に生かせる力を身に付けたり，将来の余暇活動 

  につなげられるような体験をしたりしたか。 など 
○ 『主体的な活動』 
 ・ 自分から人にかかわろうとする様子が見られたか。 
 ・ 自分から手を伸ばして活動することができたか。 
 ・ 活動に集中し，最後まで楽しむことができたか。 など 
○ 『学習の総合化』 
 ・ 各教科，生活単元学習，自立活動等の学習を通して培った力を生かしたり試したりし 

  ていたか。 など 
○ 『学び方の基礎』 
 ・ 計画・実践・評価の一連の流れを繰り返し体験することで活動に対する見通しをもち，楽

しんで活動することができたか。 など 
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【自己評価できる児童生徒の評価】 
○  活動前の自己評価：活動に対する見通し・教師と話し合ったり，誘導されたりしながら，

活動に必要な準備や計画に対する見通しをもつことができたか。 
○ 活動中の自己評価：活動の自己選択 
  ・ 活動の中で自己選択，自己決定をしながら主体的に活動することができたか。 
○ 活動後の自己評価：活動の振り返り 
  ・ 自分が立てた目標の達成状況を振り返ることができたか。 
※ 楽しかったというような評価だけでなく，目標に対してどの程度実現できたかという評

価を行う。 

 
 ４ 年間活動計画（案）  

活動内容 実施月 活動形態 

一年間の見通し ５月下旬 

各学部 
交流及び共同学習 

皆与志小 10 月 

河頭中 ７月 

鹿児島養護学校高等部訪問教育学級生と

の交流学習 

６月 

各学部 11 月 

２月 

キャリアアップ体験学習（中３） 11 月 希望者 
東条設計との交流 12 月 全児童生徒 
一年間の振り返り ２月上旬 各学部 

※ Ⅱ課程については，交流関係の活動等を生活単元学習として取り扱う。 
※  児童生徒の実態や，他の学習との関係を考えながら，上記活動の事前・事後学習を学級

で設定するようにする。 
   ※ 各活動において，生徒の実態に合わせた参加ができるように，考慮して計画する。（特

に，健康に配慮が必要な生徒について） 
   ※ 交流及び共同学習については，交流・人権同和教育係が計画，実施する。 
   ※ キャリアアップ体験学習については，鹿児島養護学校高等部訪問教育学級で行い，同校

に進学希望の中学部３年生を対象とする。 

- 65 -



全体計画〔Ⅰ課程〕

総合的な学習の時間の目標 地域・他校種との連携教育目標
教育的ニーズに応じた教育を行い， ①地域との連携探求的な見方・考え方を

明るく，強く，心豊かに生活できる児 児童生徒のほとんど働かせ，横断的・総合的な学

童生徒を育成する。 がやまびこ医療福祉セ習を行うことを通して，より
ンターからの通学生でよく課題を解決し，自己の生

あることから，体調面き方を考えていくための資質 本校の総合的な学習の時間の目標
○ 人とのかかわりを深めたり広げた 等の連絡や，病棟やリ・能力を次のとおり育成する

りすることができるようにする。 ハビリテーション部とことを目指す。

○ 生活経験の拡大を図ることができ の情報交換を行いなが⑴ 探求的な学習の過程にお

るようにする。 ら施設での余暇活動にいて，課題の解決に必要な

○ 生活に生かす力，将来の余暇活動 つながる力を身に付け知識及び技能を身に付け，

につながる力を身に付けられるよう ることを目的とした活課題に関わる概念を形成し

にする。 動を行う。探求的な学習のよさを理解

②他校種，他校との連携できるようにする。

近隣の小・中学校や⑵ 実社会や実生活の中から

本校生徒が居住する地問いを見いだし，自分で課 育てようとする資質や能力及び態度
○ 集団の中で人とのかかわりを深め 域にある小・中学校，題を立て，情報を集め，整

たり広げたりする力 及び鹿児島養護学校高理・分析して，まとめ・表

○ 生活に生かす力や将来の余暇活動 等部訪問学級と連携を現することができるように

につながる力 図りながら，交流及びする。

○ 自己選択，自己決定しながら主体 共同学習を実施する。⑶ 探求的な学習に主体的・

的に活動できる力協働的に取り組むとともに

互いのよさを生かしながら

積極的に社会に参画しよう

とする態度を育てる。

内 容

○ 一年間の見通し地域・学校・児童生徒の実態
各教科等との関連隣接するやまびこ医療

○ 交流及び共同学習福祉センター及び自宅か
ら通学してきたり，やま
びこ医療福祉センターで ○ 鹿児島養護学校高等部訪問教育学
訪問教育を受けたりして 級との交流学習
いる。肢体不自由のため
身体の動きが困難である ○ キャリアアップ体験学習
ことや，健康・安全面で

○ 東条設計との交流の配慮を必要とすること
等，様々な制限がある中

○ 一年間の振り返りで学習や生活をしている。

（上記内容を進める上で特に重視すること）学習活動・指導方法
○ 「人やものとのかかわり」を深めたり広げたりすることができるようにする。
○ 生活経験の拡大を図り，生活に生かす力，将来の余暇活動につながる力を身に付けられるよう
にする。

○ 主体的に活動できるようにする。
○ 他の学習を通して培った力を生かしたり試したりすることができるようにする。
○ 計画（見通し ・実際（活動 ・評価（振り返り）の一連の流れを体験できるようにする。） ）

○ 補助用具や補助的手段，情報機器を適切に活用するなど，学習活動が効果的に行われるように

する。

評 価
○ 評価の方法
・ 個別の指導計画： 個別の指導計画」の年間目標及び指導内容 「学期別学習計画と評価」に学習内容・方法・評価を記「 ，

入する。

・ 指導要録： 総合的な学習の時間」欄の「学習活動・観点・評価」に沿って記入する。「

○ 評価の観点
・ 人とのかかわり，生活経験の拡大・生活に生かす力，主体的な活動，学習の総合化，学び方の基礎の観点から「より生

活を楽しむための体験」に重点を置き，子供の活動状況から評価する。

・ 自己評価できる児童生徒については，計画（見通し ・実際（活動 ・評価（振り返り）の一連の流れを体験する中で，） ）

目標に対しての達成状況を評価する。

指導体制
○ 交流及び共同学習やお楽しみ会においては学校外の人，卒業生（鹿児島養護学校高等部訪問教

育学級生）等とのかかわりの中での指導を行う。
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２ Ⅲ課程（訪問教育の教育課程）  

訪問教育  

 

(1) 基本的な考え方  
本校の訪問教育は，隣接している『やまびこ医療福祉センター』に入所している児

童生徒のうち，通学して教育を受けることが困難な児童生徒に対して，教師がやまび

こ医療福祉センターに出向いて教育を行うものである。  
  訪問教育の児童生徒は，常 時 ，吸 引 や酸 素 吸 入 ，血 中 酸 素 飽 和 度 や心 拍 数 のモニタｰ 

チェック等の医療的ケアや感染症予防を必要としている。そのため，生活の場や人や

ものとの関わり等いろいろな活動において制限されている。したがって，教育活動に

おいては，やまびこ医療福祉センターのスタッフや保護者との連携を密にし，医療的

側面からの実態把握に努め，健康・安全面に十分配慮しなければならない。  
そこで，訪問教育では，自立活動を主として，教科的内容を合わせた指導を行い，

健康状態に合わせ，無理のない範囲で生活経験を広げられる活動を展開していく。ま

た，様々な体験を通して，児童生徒が人やものとのかかわりの中で，喜びや楽しみを

感じることができるようにしたい。      
 
(2) 目 標  

○ 視覚，聴覚，触覚，嗅覚などの感覚刺激に気付いたり，快，不快を感じたりする 

ことができる。  
○ 教師や友達との関わりを通して，表情や視線，身体の動き，発声などで表出する

ことができる。  
 
(3) 指導に当たって  

ア 授業時数は，１単位時間４０分とし，年間３５週にわたり週当たり６時間（週 

  ４日は１回１単位時間，週１日は２単位時間）の授業を行う。  
  ※ スクーリングは週４時間の範囲内で，個々の健康状態に合わせて実施する。た

だし，児童生徒の実態に応じて弾力的に取り扱う。  
 イ 実際の指導に当たっては，訪問教育学級担任とその他の職員と連携しながらで 

   きるだけ複数で指導する機会をもつようにする。また，学習内容に応じて個別学 

  習合同学習での学習形態がとれるようにする。  
 ウ やまびこ医療福祉センタースタッフとの連携を密にし，児童生徒の生活や健康状

態に関する日々の情報交換を行う。  
 エ 手洗いうがいの励行，予防着の着用，教材の消毒，教師の体調や感染状況への配

慮等，感染に十分注意して，指導に当たる。  
オ スクーリング  

○ 実施内容・方法  
・   学校での個別または集団の学習，学校行事とする。  
・  週４単位時間の範囲内（感染症のへの配慮から原則１０月末までとする）で，

健康状態に合わせて実施する。  
・ 病棟看護師同伴とする。  
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(4)  単元・題材一覧 

「つくる」「リズム・おと」「絵本」「感覚」 

月 
 

題材名 活動内容例・教材例 
中 心 と な る 
自 活 区 分 

関連 
教科 

行
事
等 

４
月 

つくる 
感触や匂いを感じよう 

（春の花） 

感触：画用紙，花紙，毛糸 

嗅覚：アロマ（ピーチ，桜，ローズ） 

環境の把握 

身体の動き 

図・美 

算・数 

生活 

入
学
式
・
始
業
式 

リズム 

・おと 
音を感じよう 

歌唱：花 朧月夜 

鑑賞：花のワルツ 

歌遊び：世界中の子供たちが 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

算・数 

絵本 季節の絵本 

読み聞かせ：どんどこももんちゃん，お

弁当バス 

散策：屋上庭園 

人間関係の形成 

コミュニケーション 

生活 

国語 

感覚 身体で感じよう 
前庭感覚：ガタガタ道 

身体の動き：上肢・手指の曲げ伸ばし 
環境の把握 

生活 

理・社 

体育 

５
月 

つくる 
感触や匂いを感じよう 

（春の花） 

感触：画用紙，花紙，毛糸 

嗅覚：アロマ（ピーチ，桜，ローズ） 

環境の把握 

心理的な安定 

図・美 

算・数 

生活 

 

リズム 

・おと 
歌でなかよし 

歌唱：茶摘み 

鑑賞：野ばら グリーンスリーブス 

歌遊び：八百屋のお店 

環境の把握 
音楽 

算・数 

絵本 
校外散策 

(春を探そう) 

読み聞かせ：どんどこももんちゃん，お

弁当バス 

散策：屋上庭園 

環境の把握 

健康の保持 

生活 

国語 

感覚 
力を感じよう 

（綱引き） 

固有感覚：綱引き（綱，紙テープ） 

身体の動き：上肢・手指の曲げ伸ばし 

環境の把握 

身体の動き 

体育 

算・数 

６
月 

つくる 
音や感触を感じよう 

（時計づくり） 

聞く：時計の針音，アラーム音，鳩時計 

感触：時計の針（チクチク），素材（木材），

あじさい造花 

環境の把握 

心理的な安定 

図・美 

算・数 

運
動
会 

リズム 

・おと 
いい音をみつけて 

歌唱：雨のワルツ 

楽器：かばさをならそう，まじっくまん

ぼ，いっしょにならそうよ（カバサ，パ

ーランク－，トーンチャイム） 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

算・数 

絵本 先生の声を聞こう 

読み聞かせ：しましまぐるぐる，あめぽ

ったん，かぜびゅーん 

感触：布絵本，風(扇風機・団扇) 

人間関係の形成 

コミュニケーション 

環境の把握 

生活 

国語 

感覚 触ってみよう 
触覚：水袋，小豆，風船スクイーズ，エア

パッキン，ビーズ，寒天，スライム 

環境の把握 

 
生活 

７
・
９
月 

つくる クローバーを作ろう 
感触：花紙，折り紙 

かく：ローラー，絵の具，スタンプ 

環境の把握 

身体の動き 

図・美 

算・数 

終
業
式
・
始
業
式 

リズム 

・おと 

音を感じて楽しもう 

～季節の音楽～ 

鑑賞・器楽：愛にできることはまだある

かい 

身体表現：ぐるぐる洗濯機，バナナくん

体操 

歌唱：南の島のハメハメハ大王 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

算・数 

絵本 絵本の世界を楽しもう 

読み聞かせ：れいぞうこ，食べ物に関す

る絵本 

感覚：様々な食品に触れる(冷たい物，ツ

ルツル，ざらざら，ふわふわ等) 

人間関係の形成 

コミュニケーション 

環境の把握 

生活 

国語 

感覚 
夏の匂いを感じて触って

みよう 

嗅覚・触覚：ピーマン，ゴーヤ，桃，バナ

ナ，ミント，レモングラス，紫蘇，カレー

ルウ，焼きそば，石けん 

環境の把握 

心理的な安定 

生活 

算・数 
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10
月 

つくる 
道具を使ってみよう 

(ハロウィンの制作) 

切る：はさみ，穴開けパンチ，型抜き 

貼る：シール，のり，テープ 
身体の動き 

図・美 

算・数 

学
習
発
表
会 

リズム 

・おと 
リズムにのって 

歌唱・器楽：虫の声（ギロ，ラチェット） 

身体表現:おんまはみんな，チェッコリ 

鑑賞：ソーラン節，これがハロウィン 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

算・数 

体育 

絵本 
絵本の世界を楽しもう 

（動物） 

読み聞かせ：ぶたさんのブー（犬・ぶた・

鳥等に関する絵本） 

視覚・聴覚：動物のぬいぐるみ 

人間関係の形成 

コミュニケーション 

環境の把握 

生活 

国語 

感覚 秋を感じよう 身体の動き：落ち葉アート，ボッチャ 
環境の把握 

身体の動き 

国語 

図・美 

体育 

11
月 

つくる リースを作ろう 
感触：フェルト，マカロニ，綿，リボン 

紙粘土，松ぼっくり 

環境の把握 

心理的な安定 

図・美 

算・数 

授
業
参
観 

リズム 

・おと 
楽器で演奏 

器楽・鑑賞：山の音楽家，フルートやバ

イオリン等の演奏曲 

鑑賞：魔女の宅急便，風の谷のナウシカ 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

算・数 

絵本 絵本の世界を楽しもう 

読み聞かせ：ぴんぽーん，ぜったいにお

しちゃダメ？ 

感触：音の出る絵本，スイッチのついて

いる物（電気，扇風機，おもちゃ等） 

人間関係の形成 

コミュニケーション 

環境の把握 

生活 

国語 

感覚 ミニ運動会をしよう 

手指の動き：紐を握って引っ張る。重み

を感じる。 

ダンス：タッピングを受け入れる。 

身体の動き 

コミュニケーション 

環境の把握 

体育 

算・数 

12
月 

つくる 
指絵の具でかこう 

（年賀状） 

感触：指絵の具，手形・足形スタンプ 

かく：ペン，筆 

貼る：シール，テープ 

環境の把握 

身体の動き 

図・美 

算・数 

お
楽
し
み
会
・
終
業
式 

リズム 

・おと 
リズムにのって 

歌唱：あわてんぼうのサンタクロース 

サンタが街にやってくる 

鑑賞：クリスマスソング（カリンバ生演

奏） 

器楽：ふゆのプレゼント 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

算・数 

絵本 絵本の世界を楽しもう 

読み聞かせ：なぜクリスマスケーキを飾

るの？ てぶくろ ゆきがふってきたの 

触覚：クリスマス，冬にちなんだものに

触れる（雪，氷，ツリー，雪だるまなど） 

人間関係の形成 

コミュニケーション 

環境の把握 

生活 

国語 

感覚 
光の世界 

～光の明暗を感じよう～ 

視覚：光あそび（ペンライト，クリスマ

スイルミネーション等） 

読み聞かせ：まっくろネリノ，ねこので

きやスイッチオン 

環境の把握 

心理的な安定 

国語 

算・数 

生活 

理科 

１
・
２
月 

つくる 絵の具でやってみよう 
感触：小麦粉絵の具，指絵の具，ビー玉

アート 

環境の把握 

身体の動き 

図・美 

算・数 

始
業
式 

リズム 

・おと 

いろいろな音楽 

（日本と世界） 

歌あそび：おもちびよ～ん， 

heads houlders knees and toes 

身体表現：嵐，NiziU 

鑑賞：さくらさくら，ブルーハワイ 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

社会 

外国語 

絵本 
絵本の世界を楽しもう 

（正月・冬） 

読み聞かせ：あけましておめでとう，だ

るまさんが，おふろ 

感触：餅，フットバス 

人間関係の形成 

身体の動き 

環境の把握 

生活 

国語 

感覚 冬の遊び 

身体の動き：すごろく 

触覚：大豆，ビー玉，おはじき，大小のボ

ール，ボールプール，ビーズクッション 

環境の把握 

身体の動き 

算・数 

生活 

体育 
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３
月 

つくる ぼうしを作ろう 

読み聞かせ：どんぐりむらのぼうしやさ

ん 

感触：フェルト，リボン，布，葉，スパン

コール，毛糸，どんぐり 

環境の把握 

身体の動き 

図・美 

算・数 

卒
業
式
・
修
了
式 

リズム 

・おと 
季節の歌 

鑑賞：春よ来い，川のせせらぎ音，卒業

ソング 

歌唱：小鳥の歌，きみとぼくのラララ 

環境の把握 

心理的な安定 

音楽 

算・数 

絵本 絵本の世界を楽しもう 

読み聞かせ：バルンくん，わにわにのお

でかけ 

散策：屋上庭園 

前庭感覚：振動（坂道，でこぼこ道，カー

ブ等） 

人間関係の形成 

コミュニケーション 

生活 

国語 

感覚 風やゆれを感じよう 

感覚：風（パラバルーン，布，サーキュレ

ーター），ゆれ（ブランコ，シーツブラン

コ，エアトランポリン） 

視覚：シャボン玉 

環境の把握 

心理的な安定 

算・数 

理科 

通
年 

からだ 

うごき 
からだほぐし運動 

ふれ足体操，体ほぐしマッサージ，ボー

ル等を使用した軽い圧力を感じる運動 

健康の保持 

身体の動き 

体 育 ，

算・数 

運
動
会 

※ 「ミニ運動会をしよう」（11 月の感覚）の本番と合わせて，授業参観を実施するようにする。 

※ 交流学習については，ＶＴＲを視聴したり，準備していただいた教材を使用したりして，随時取り組む

ようにする。 

※ 「からだほぐし運動」は年間を通して行い，週の初めに児童生徒の実態に合った活動を行うようにす

る。 
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【参考資料：各教科等を合わせた指導の中で取り扱う各教科の基本的な考え方】 

生 活 
 
１ 基本的な考え方 

 本校小学部の生活科では、知的障害である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校小学部生活科

の１段階の目標および内容を中心に,児童生徒の実態に応じた学習内容を設定する。また，児童生徒の

実態に応じて２･３段階以降の目標や内容も扱うことができる。 

中学部においては，中学部の社会科，理科，職業･家庭科との関連が大きいため，実態に応じて，   

それぞれの教科（社，理，職･家）を生活科の内容に置き換えて取り扱うこともできる。（表１，２参照） 

 指導に当たっては，児童生徒の実態により，他の各教科等と関連付けた学習を行うことで，学習効果

が高まることが期待され，日常生活の指導や生活単元学習などの合わせた指導の中で，これらの目標 

達成を目指し，内容を設定する。 

また，児童生徒の実態によっては，小学部１段階の目標や内容をそのまま取り扱うことが困難である

ケースも考えられる。そこで，生活科の１段階の目標や内容を丁寧に読み解き，１段階を見据えた目標

設定に務める。 

 

２ 目標 

 具体的な活動や体験を通して，生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊かにして  

いくための資質・能力を育成することを目指す。 

知識および技能 

活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴や  

良さ，それらの関わり等に気付くとともに，生活に必要な習慣や技能を身に付け

るようにする。 

思考力・判断力 

・表現力等 

 自分自身や身の回りの生活のことや，身近な人々，社会及び自然と自分との  

関わりについて理解し，考えたことを表現することができるようにする。 

学びに向かう力 

・人間性等 

 自分のことに取り組んだり，身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意欲

や自信をもって学んだり，生活を豊かにしようとしたりする態度を養う。 

 

３ 各教科等を合わせた指導等における主な指導内容と関連する学習指導要領の教科の内容 
 主な単元・題材 関連する１・２段階の内容（学習指導要領より） 

合
わ
せ
た
指
導 

（
Ⅱ
課
程
） 

日常生活の指導 日常生活の指導全般（社会，理科，職業･家庭参照） 

生活単元学習 生活単元学習全般（社会，理科，職業･家庭参照） 

自
立
活
動 

（
Ⅲ
課
程
） 

集団(合同)学習 集団(合同)学習全般（社会，理科，職業･家庭参照） 

 
 

（表１ 自立活動を主とする教育課程における「生活科」） 

 各教科 

特活 自立活動 小 
国 

算 生活 
音 

図 体 

中 数 社 理 職 美 保 

※ 自立活動を主としつつ，小学部１段階を中心とした生活科の内容の“一部”を，個々の実態に合わせ

て，合わせた指導の中で履修する。 
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（表２ 生活科（小学部 1 段階）と社会，理科，職業･家庭との関連表） 

小学部生活科の内容（１段階） 関連する中学部の教科･内容 

ア 基本的生活習慣 
(ｱ) 簡単な身辺処理に気付き，教師と一緒に行おうとすること。 
(ｲ) 簡単な身辺処理に関する初歩的な知識や技能を身に付けること。 

職業・家庭 

家Ｂ：衣食住の生活 

イ 安全 
(ｱ) 身の回りの安全に気付き，教師と一緒に安全な生活に取り組もう

とすること。 
(ｲ) 安全に関わる初歩的な知識や技能を身に付けること。 

社会 

ウ：地域の安全 

ウ 日課・予定 
(ｱ) 身の回りの簡単な日課に気付き，教師と一緒に日課に沿って行動

しようとすること。 
(ｲ) 簡単な日課について，関心をもつこと。 

職業・家庭 

職Ａア：働くことの意義 

エ 遊び 
 (ｱ) 身の回りの遊びに気付き，教師や友達と同じ場所で遊ぼうとする

こと。 
(ｲ) 身の回りの遊びや遊び方について関心をもつこと。 

社会 

ア：社会参加ときまり 

オ 人との関わり 
(ｱ) 教師や身の回りの人に気付き，教師と一緒に簡単な挨拶などをし

ようとすること。 

社会 

ア：社会参加ときまり 

カ 役割 
(ｱ) 身の回りの集団に気付き，教師と一緒に参加しようとすること。 
(ｲ) 集団の中での役割に関心をもつこと。 

社会 

ア：社会参加ときまり 

職業・家庭 

職Ａア：働くことの意義 

家Ａイ：家庭生活と役割 

キ 手伝い・仕事 
 (ｱ) 身の回りの簡単な手伝いや仕事を教師と一緒にしようとする 

こと。 
(ｲ) 簡単な手伝いや仕事に関心をもつこと。 

職業・家庭 

職Ａア：働くことの意義 

ク 金銭の扱い 
 (ｱ) 身の回りの生活の中で，教師と一緒に金銭を扱おうとすること。 

(ｲ) 金銭の扱い方などに関心をもつこと。 

職業・家庭 

家Ｃア：身近な消費生活 

ケ きまり 
 (ｱ) 身の回りの簡単なきまりに従って教師と一緒に行動しようと 

すること。 
(ｲ) 簡単なきまりについて関心をもつこと。 

社会 

ア：社会参加ときまり 

コ 社会の仕組みと公共施設 
 (ｱ) 身の回りにある社会の仕組みや公共施設に気付き，それを教師と

一緒にみんなに伝えようとすること。 
(ｲ) 身の回りの社会の仕組みや公共施設の使い方などについて関心

をもつこと。 

社会 

イ：公共施設と制度 

サ 生命・自然 
(ｱ) 身の回りにある生命や自然に気付き，それを教師と一緒にみんな

に伝えようとすること。 
(ｲ) 身の回りの生命や自然について関心をもつこと。 

理科 

Ａ 生命 

ア：身の回りの生物 

Ｂ 地球・自然 

ア：太陽と地面の様子 

シ ものの仕組みと働き 
(ｱ) 身の回りにあるものの仕組みや働きに気付き，それを教師と一緒

にみんなに伝えようとすること。 
(ｲ) 身の回りにあるものの仕組みや働きについて関心をもつこと。 

理科 

 Ｃ 物質・エネルギー  

ア：物と重さ 

イ：風とゴムの力の働き 

ウ：光や音の性質 

エ：磁石の性質 
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社 会 科 
  
１ 基本的な考え方 

本校中学部の社会科では，学習指導要領（Ｐ８８他）の解釈の元，中学部社会科と小学部生活科の

１・２段階の目標及び内容から社会科に関連するものを関連づけながら，実態に応じて学習内容を設

定するようにしている。 

指導に当たっては，他の各教科等と関連付けることで学習効果が高まることが期待される。そこで，

日常生活の指導で日々の日課に即して実際的な指導をしていくことや，生活単元学習で季節の行事や

校外学習等の具体的な活動や体験を行うことなど，多様な学習活動を行うようにする。 

また，生徒が実際的な活動を通して，自分と身近な社会や自然との関わりについての関心を深めら

れるようにすること，自分自身の生活や成長を振り返る活動を通して，できるようになったこと，自

分の役割が分かるとともに，身に付けた内容を生活に生かすことができるようにしていきたい。 

 

２ 目標 

具体的な活動や体験を通して，生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊かにして  

いくための資質・能力を育成する。 

知識および技能 

活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴に  

関心をもつとともに，身の回りの生活において必要な基本的な習慣や技能を身に

付けるようにする。 

思考力・判断力 

・表現力等 

自分自身や身の回りの生活のことや，身近な人々，社会及び自然と自分との  

関わりについて関心をもち，感じたことを伝えようとする。 

学びに向かう力 

・人間性等 

自分のことに取り組もうとしたり，身近な人々，社会及び自然に関心をもち，

意欲をもって学んだり，生活に生かそうとしたりする態度を養う。 

 

３ 各教科等を合わせた指導等における主な指導内容と関連する学習指導要領の教科の内容 
主な単元・題材 関連する生活科（小１段階） 

Ⅱ
課
程 

日
常
生
活
の
指
導 

朝の活動 
給食 等 

ア 基本的生活習慣 
（ｱ）簡単な身辺処理に気付き，教師と一緒に行おうとすること。（１段階） 
（ｲ）簡単な身辺処理に関する初歩的な知識や技能を身に付けること。（１段階） 
（ｲ）身近な生活に必要な身辺処理に関する基礎的な知識や技能を身に付けること。（２段階） 

ウ 日課・予定 
（ｱ）身の回りの簡単な日課に気付き，教師と一緒に日課に沿って行動しようとすること。（１段階） 
（ｲ）簡単な日課について，関心をもつこと。（１段階） 

オ 人との関わり 
（ｱ）教師や身の回りの人に気付き，教師と一緒に簡単な挨拶などをしようとすること。（１段階） 
（ｲ）身の回りの人との関わり方に関心をもつこと。（１段階） 
（ｱ）身近な人を知り，教師の援助を求めながら挨拶や話などをしようとすること。（２段階） 

生
活
単
元
学
習 

働く 
・製品作り 

カ 役割 
（ｱ）身の回りの集団に気付き，教師と一緒に参加しようとすること。（１段階） 
（ｱ）身近な集団活動に参加し，簡単な係活動をしようとすること。（１段階） 
キ 手伝い・仕事 
（ｱ）身の回りの簡単な手伝いや仕事を教師と一緒にしようとすること。（１段階） 
（ｲ）簡単な手伝いや仕事に関心をもつこと。（１段階） 
（ｱ）教師の援助を求めながら身近で簡単な手伝いや仕事をしようとすること。（２段階） 

校外学習 ク 金銭の扱い 
（ｱ）身の回りの生活の中で，教師と一緒に金銭を扱おうとすること。（１段階） 
（ｱ）身近な生活の中で，教師に援助を求めながら買い物をし，金銭の大切さや必要性について気
付くこと。（２段階） 

ケ きまり 
（ｱ）身の回りの簡単なきまりに従って教師と一緒に行動しようとすること。（１段階） 

コ 社会の仕組みと公共施設 
（ｲ）身の回りの社会の仕組みや公共施設の使い方などについて関心をもつこと。（１段階） 
（ｲ）身近な社会の仕組みや公共施設の使い方などを知ること。（２段階） 

運動 エ 遊び 
（ｲ）身の回りの遊びや遊び方について関心をもつこと。（１段階） 

  ※ Ⅲ課程においては，「オ 人との関わり」を中心に，授業全般を通して実態に応じて取り扱う。 
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理 科 
 
１ 基本的な考え方 

 本校中学部の理科では，学習指導要領（Ｐ８８他）の解釈の元，中学部理科と小学部生活科の１・

２段階の目標及び内容から理科に関連するものを関連付けながら，実態に応じて目標や学習内容を設

定し，実施している。 

また，指導に当たっては，他の各教科等と関連付けた学習を行うことで，学習効果が高まることが

期待される。そこで，日常生活の指導や生活単元学習の中で，理科の目標達成を目指し，内容を設定

することとする。 

さらに，生徒の実態によっては，理科の中学部１段階の目標・内容をそのまま取り扱うことが困難

であることも考えられる。そこで，小学部生活科１段階の「サ 生命・自然」，「シ ものの仕組みと

働き」の目標や内容を丁寧に読み解き，生活科１段階の内容の取り扱いを見据えた目標設定に務める。 

具体的には，自然を味わったり，重さや風，光などを感じたりすることを通して，理科の基盤を築

き，理科的な考え方を深められるようにすることなどが考えられる。 

これらを通し，高等部の理科までを見据えて，系統的に学べるようにしていきたい。 

 

２ 目標 

 具体的な活動や体験を通して，理科に関わる見方・考え方を生かし，生活を豊かにしていくため

の資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

知識および技能 
活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，自然の特徴やよさ，それ

らの関わり等に気付くとともに，理科に必要な技能を身に付けるようにする。 

思考力・判断力 

・表現力等 

 自分自身や身の回りの生活のことや，身近な人々，自然と自分との関わりにつ

いて理解し，考えたことを表現できるようにする。 

学びに向かう力 

・人間性等 

自分のことに取り組んだり，身近な人々，自然に自ら働き掛け，意欲や自信を

もって学んだり，生活を豊かにしようとする態度を養う。 

 

３ 各教科等を合わせた指導等における主な指導内容と関連する学習指導要領の教科の内容 

 主な単元・題材 関連する生活科（小１段階）・理科（中１段階）の内容 

合
わ
せ
た
指
導 

（
Ⅱ
課
程
） 

日常生活の指導 
朝の活動 

(天気調べ) 
サ 生命・自然 Ｂ 地球・自然 

生活単元学習 

季  節 サ 生命・自然 
Ａ 生命 

Ｂ 地球・自然 

運  動 シ ものの仕組みと働き 

Ｃ 物質・エネルギー 

（ア 物と重さ・イ 風とゴムの力・  

ウ 光や音・エ 磁石・オ 電気） 

自
立
活
動 

（
Ⅲ
課
程
） 

個 別 学 習 

 

集団(合同)学習 

季 節 感 サ 生命・自然 
Ａ 生命 

Ｂ 地球・自然 

触感体験 シ ものの仕組みと働き 

Ｃ 物質・エネルギー 

（ア 物と重さ ･ イ 風とゴムの力 ・   

ウ 光や音 ･ エ 磁石 ･ オ 電気） 

 

 

３ 指導に当たって 

  ①  一人一人の実態を的確に把握することに努め，個々の目標及び指導する内容を明確にすることが

大切である。そのため，学習指導要領〔(中)理科・(小)生活科〕を元に，指導内容をできるだけ具

体的に整理し，基礎的・基本的な内容を精選する。 

  ②  指導内容の具体化については，生徒の生活に密着した内容・方法に観点に個別的に系統的，発展

的な教科別の指導計画を作成する。 

 ③ 生活に密着した体験的な学習や課題解決的な学習等を他の指導形態との補足的，補完的な関連を  

図り，発展的な指導ができるようにする。 
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職業・家庭 

 

１ 基本的な考え方 

 本校中学部の職業・家庭科では，知的障害である生徒に対する教育を行う特別支援学校中学部職業・

家庭科の１・２段階の目標および内容を中心に，生徒の実態に応じた学習内容を設定する。また，生

徒の実態に応じて，小学部生活科の目標および内容と関連付けて学習内容を設定できるようにする。 

指導に当たっては，生徒の実態により，他の各教科等と関連付けた学習を行うことで，学習効果が

高まることが期待される。具体的には，小学部生活科１段階の「カ 役割」や「キ 手伝い・仕事」等

と関連付けながら，日常生活の指導や生活単元学習の中で，これらの目標達成を目指し，内容を設定

することとする。また，衣食住などに関することの中には，日常生活の中で繰り返し学習活動を設定

する必要がある内容も考えられる。そこで，日常生活の指導の「給食」や「身支度」，「片付け」等と

関連付け，実践的・体験的な学習活動を通すことで，よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能

力を育成できるようにする。 

さらに，生徒の実態によっては，１段階の目標を達成するために，その目標を細分化して目標設定

をすることも考えられる。そこで，自立活動の「心理的な安定」や「環境の把握」，「身体の動き」な

どと関連付け，集団学習で順番を待つ意識を高めたり，音楽や制作体験等の様々な活動を通して余暇

を広げたりすることができるようにする。 

 

２ 目標 

 生活の営みに係る見方・考え方や職業の見方・考え方を働かせ，生活や職業に関する実践的・体

験的な学習活動を通して，よりよい生活の実現に向けて工夫する資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。 

知識および技能 
 生活や職業に対する関心を高め，将来の家庭生活や職業生活に係る基礎的な知

識や技能を身に付けるようにする。 

思考力・判断力 

・表現力等 

 将来の家庭生活や職業生活に必要な事柄を見いだして課題を設定し，解決策を

考え，実践を評価・改善し，自分の考えを表現するなどして，課題を解決する力

を養う。 

学びに向かう力 

・人間性等 

 よりよい家庭生活や将来の職業生活の実現に向けて，生活を工夫し考えようと

する実践的な態度を養う。 

 

３ 各教科等を合わせた指導等における主な指導内容と関連する学習指導要領の教科の内容 

 主な単元・題材 関連する中１段階の内容（学習指導要領より） 

日
常
生
活
の
指
導 

（
Ⅱ
課
程
） 

【給食】 

 

【身支度】 

 

【片付け】 

・ 適切な量の食事を楽しくとることの大切さに気付き，それらを他者に伝えること 

（Ｂ衣食住の生活ア(ｲ)） 

・ 場面に応じた日常着の着方や手入れの仕方などについて知り，実践しようとすること。 

（Ｂ衣食住の生活ウ(ｱ)） 

・ 住まいの主な働きや，整理・整頓や掃除の仕方について知り，実践しようとすること。 

（Ｂ衣食住の生活エ(ｱ)） 

・ 生活に必要な物を選んだり，物を大切に使おうとしたりすること。 

（Ｃ消費生活・環境ア(ｲ)） 
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生
活
単
元
学
習 

（
Ⅱ
課
程
） 

【運動】 

【感覚】 

 

 

【調理】 

・ 健康や様々な余暇の過ごし方について知り，実践しようとすること。 

（Ａ家族・家庭生活ウ(ｱ)） 

・ 望ましい生活環境や健康及び様々な余暇の過ごし方について気付き，工夫すること。 

（Ａ家族・家庭生活ウ(ｲ)） 

・ 簡単な調理の仕方や手順について知り，できるようにすること。（B 衣食住の生活イ

(ｱ)） 

【作る】 

・写真を撮ろう 

・ コンピュータ等の情報機器の基礎的な操作の仕方を知り，扱いに慣れること。 

（２段階Ｂ情報機器の活用ア） 

【働く】 

・身近な製品 

を作ろう 

・ 働くことの目的などを知ること。（Ａ職業生活ア(ｱ)） 

・ 意欲や見通しをもって取り組み，自分の役割について気付くこと。（Ａ職業生活ア(ｲ)） 

・ 作業や実習等で達成感を得ること。（Ａ職業生活ア(ｳ)） 

・ 作業課題が分かり，使用する道具等の扱い方に慣れること。（Ａ職業生活イ(ｱ) ○エ） 

・ 作業の持続性や巧緻性などを身に付けること。（Ａ職業生活イ(ｱ)○オ） 

自
立
活
動 

（
Ⅲ
課
程
） 

【心理的な安定】 

【環境の把握】 

【身体の動き】 

・ 意欲や見通しをもって取り組み，自分の役割について気付くこと。（Ａ職業生活ア(ｲ)） 

・ 健康や様々な余暇の過ごし方について知り，実践しようとすること。 

（Ａ家族・家庭生活ウ(ｱ)） 

・ 望ましい生活環境や健康及び様々な余暇の過ごし方について気付き，工夫すること。 

（Ａ家族・家庭生活ウ(ｲ)） 

 

【参考：小学部生活科との関連表】 

関連する職業・家庭の内容 小学部生活科の内容（１段階） 

家Ｂ：衣食住の生活 ア 基本的生活習慣 

（ア） 簡単な身辺処理に気付き，教師と一緒に行おうとすること。 

（イ） 簡単な身辺処理に関する初歩的な知識や技能を身に付けること。 

職Ａア：働くことの意義 ウ 日課・予定 

（ア） 身の回りの簡単な日課に気付き，教師と一緒に日課に沿って行動しようと

すること。 

（イ） 簡単な日課について，関心をもつこと。 

職Ａア：働くことの意義 

家Ａイ：家庭生活と役割 

カ 役割 

（ア） 身の回りの集団に気付き，教師と一緒に参加しようとすること。 

（イ） 集団の中での役割に関心をもつこと。 

職Ａア：働くことの意義 キ 手伝い・仕事 

 （ア） 身の回りの簡単な手伝いや仕事を教師と一緒にしようとすること。 

（イ） 簡単な手伝いや仕事に関心をもつこと。 

家Ｃア：身近な消費生活 ク 金銭の扱い 

（ア） 身の回りの生活の中で，教師と一緒に金銭を扱おうとすること。 

（イ） 金銭の扱い方などに関心をもつこと。 
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